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序　　文

住宅・都市整備公団は，福岡市南区柏原地区に68haにおよぶ開発事業を計画し，福岡市教育委

員会に予定地内の埋蔵文化財の調査を依頼する運びとなりました。

委託を受けた福岡市教育委員会では，数度の現地踏査の上，昭和54年5月から発掘調査を開

始し，現在も継続しています。

本書は，昭和55年に調査を実施したF地点の縄文時代の遺構と，出土遺物を，収録したもの

です。

調査によって，縄文時代開始期の住居址など，これまで出土例の少なかった貴重な資料が検

出され，その中の石組みの炉址は，保存処理を行ない，福岡市埋蔵文化財センターで公開して

います。

本書が，埋蔵文化財への理解と認識を深める一助となるとともに，合わせ研究資料としても

活用いただければ幸いです。

発掘調査から出土資料の整理に至るまで，住宅・都市整備公団，調査指導委員の先生をはじ

め，多くの人々の御協力に対し，深甚の謝意を表するものです。

昭和58年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　西津茂美
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例　　言

1．本書は住宅・都市整備公団が計画した柏原地区の団地建設に伴う事前調査として，福岡市

教育委員会文化部文化課が1979年から発掘調査を進めている柏原遺跡群の調査報告書の第1

集である。

2・本書の内容は柏原遺跡群の中でF遺跡とした縄文時代遺跡の報告であり，F遺跡に存在す

る古墳については後の古墳の報告にゆずる。

3．本書の執筆には山崎純男，小畑弘己があたり，各文担は文末に銘記した。

4・本書に使用した図の作成は山崎，小畑，西谷大，盛本勲，豊崎晃一，米倉秀紀，吉武学

入江久成，谷口武範，坂田和弘，平川祐介，宮田昌之，福岡大学歴史研究部考古学蛙があた

った。

5．本書の図の製図は山崎，小畑，平川，西谷があたった。

6・本書に使用した写真は山崎，松村道博，小畑によるものである。

7・本書に使用した方位はすべて磁北である。

8・整理の関係で本書に収録できなかった遺物，考察は，第2集以降の報告書に収録する予定

である。

9．本書の編集は山崎がこれにあたった。
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第1章　序　　説

1・はじめに

1974年・住宅・都市整備公団による柏原地区の広大な面積の開発計画が，市に提出された。

この時点で・福岡市教育委員会文化部文化課は，計画地内における埋蔵文化財の分布調査を数

回にわたって実施した。当時はまだ計画段階であり，山野には雑木，雑草がおい繋出），また，

予定地内が約68万m2と広大であり踏査には困難をきわめた。数回におよぶ現地踏査で，同地内

に古墳20数基を確認した。周辺の遺跡分布の状況からみて，雑木，雑草の伐採によって，古墳

等の遺跡がさらに増加することは疑いなく，文化課では同地内の開発計画をやめるべき進言し

たが・諸般の事情から住宅．都市整備公団では計画が着々と進められ，1979年より開発が具体

化し・文化課では造成工事に先立って発掘調査を実施することを余儀なくされ，おりからの緊

急調査の急増から文化課では充分の体制を整える間もなく発掘調査に突入した。遺跡の分布は

調査段階の分布をはるかに上まわり，特に大規模な縄文時代遺跡が数ヶ所と中世の居館址など

の発見があり・現在なお発掘調査は継続中である。調査にあたっては，住宅・都市整備公団を

はじめ，地元各位の多大な御協力をたまわった。記して感謝の意を表する。

2．調査体制

調査体制としては以下に示す組識であるが相次ぐ緊急調査で充分なる体制を組むことはでき

なかったが，関係各位の協力と調査補助員諸氏の多大な協力でその進行が進められてきたこと

を明示しておきたい。

調査地区　　福岡市南区柏原字荒谷（F区）

調査期日　　1980年1月～1981年7月

調査委託者　住宅．都市整備公団

調査主体　　福岡市教育委員会文化部文化課埋蔵文化財第1係

教育長　西津茂美　教育次長　佐藤孝安（前）志鶴幸弘（現）文化部長

志鶴幸弘（前）中田　宏（現）文化課長　井上剛紀（先）甲能貞行（前）

生田征生（現）埋蔵文化財第1係長　三宅安吉（前）柳田純孝（現）

調査指導協力　森貞次郎（九州産業大学教授）坪井清足（奈良文化財研究所所長）岡崎敬
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第1章　序　　説

横山浩一（九州大学教授）賀川光夫（別府大学教授）三島格（前福岡市歴

史資料館館長）佐原真（奈良文化財研究所）石野博信（檀原考古学研究所）

渡辺誠（名古屋大学助教授）西谷正（九州大学助教授）後藤直（福岡市歴

史資料館）甲元真之（熊本大学助教授）橘昌信（別府大学助教授）藤田憲

二（倉敷考古館）岡本東三（文化庁調査官）麻生優（千葉大学教授）乙

益重隆（国学院大学教授）小林達雄（国学院大学助教授）下僚信行（平安

博物館助教授）渡辺正気（前九州歴史資料館参事）片岡　肇（平安博物館助

教授）

調査担当者　山崎純男（福岡市教育委員会文化課）

事務担当　　岡島洋一　古藤回生

調査補助貞　盛本　勲（名古屋大学）豊崎晃一（熊本県城南町城育委員会）谷口武範，熊谷

智徳，辻満久，小畑弘己，米倉秀紀，吉武学，西谷大，入江久成，坂田和弘，

（熊本大学）木下尚子，市橋重吉，横大路俊明，寺師雄三（九州大学）妹尾周

三，植田　広，宮坂孝宏，船井向洋，日置　（別府大学）白土義実，其畑真

二，難波真吾，釆嶋久雄，片山重明，倉酎告一，熊崎農夫博，千々和謙鼠　平

川祐介，堀川亮二，丸山　隆，宮田昌之，沖　一郎，中野治寿，小言幸雄，小

井田佳代，高木裕之，高瀬広之，仲田善則，堤　孝二，鎌田次夫，角　浩行，

丸山明宏（福岡大学歴史研究部）
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第2章　遺跡の位置と歴史的環境

1・遺跡群の位置

福岡市は地形的に大きく，東の福岡平野と西の早良平野に大別される。この境界をなすのが

背振山系の支脈である油山（標高569．4m）より派生した平尾丘陵（最高位は鴻ノ巣山の標高

100・5m）や長尾，飯倉の低丘陵である。この低丘陵は，抽山，片縄山（標高292．6m）に源を

発する樋井川・一本松川，駄ヶ即日，片江川によって開析された狭小な沖積地を形成する。こ

の小沖積地は歴史的には一定のまとまりのある地域として把握され，古代には和名類衆抄に記

される早良郡毘伊郷に比定されることは諸氏の認めるところである。

柏原遺跡群はこの低丘陵を解析する小河川の一つである樋井川の上流域一帯に分布する遺跡

群である。

樋井川の水源地帯上流域は，油山東斜面と油山の支脈である片縄山の北斜面が接する地域に

あたる。この一帯は樋井川の支流が杖状に分岐し，花崗岩の山塊を深く開析し，舌状にのびる

やせ尾根の丘陵を数多くつくり出し，複雑な微地形を形成している。今臥調査対象となった

造成範囲は片縄山の山間部から樋井川の流域に形成された狭い沖積地を含む，東西約0．6－0．7

血，南北酌1kmの約68万㎡である。

なお・調査地区の中心は・国土地理院発行の五万分の一の地形図の南から5cm，東から19．6

cmで，福岡市の中心に所在する市役所から南へ約7kmの位置にあたる。

2・開発地城内の遺跡群の立地と概要（第2図）

約68万m2におよぶ開発地城内には当初の予想をはるかにうわまわる，旧石器時代～中世まで

の各時期にわたる遺跡を確認した。現在L，M，N地区を残しすべての発掘を終了している。以下，

各遺跡の立地とその概要を簡略にまとめると次のようになる。

なお，この遺跡の呼称は，調査開始時に古墳の存在のみが確認されていたことに起因して

いる。開発地城内の古墳群の諸関係より小支群をA～J支群として把握し，古墳の調査中，あ

るいは試掘調査によって確認した遺跡は古墳の小支群と呼称を合せ，A遺跡，B遺跡等の呼

名とした。新たな遺跡はK以降のアルファベットを使用し，また同一地区で近接する他の遺

跡は・支群のアルファベットの後にさらに1，2の数字を与えた。また地域内を流れる樋井川

の支流には名称が存在しないので，東より第1支流，第2支流の呼称で表現する。　（山崎）
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第1図　柏原遺跡の位置と周辺の縄文時代遺跡
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第2章　遺跡の位置と歴史的環境

A－1遺跡　片縄山の山麓部に位置し，第1支流の左岸の小さな河岸段丘上に位置する。両袖

単室の横穴式石室を内部主体とする径20mの円墳1基。その墳丘基部にわずかに残った縄文

時代早期の包含層がある。周囲は，耕作，水害のために削平が著しい。隣接するA－2遺跡と包

含層が続いていた可能性もあるが明らかでない。

A－2遺跡　A－1遺跡に対噂した位置にあり第1支流右岸に立地する。丘陵部を解析したか

っての河道上に営まれた縄文早期，晩期の遺跡と，両袖単室の横穴式石室を内部主体とする長

さ約40mと推定される前方後円墳1基よりなる。

B遺跡　第1支流左岸，A－1遺跡の西にのびる舌状の丘陵上・東斜面に立地。両袖単室の横

穴式石室を内部主体とする径10mの円墳と片袖単室の横穴式石室を内部主体とする径10mの円

墳各1基よりなる。古墳の周辺からは石鈍剥片，チップが検出できたが・明瞭な包含層・遺

構等は確認できなかった。

C遺跡　第1支流左岸，B遺跡と同一丘陵の上流域にありB遺跡とは約50m離れている。南斜

面が谷に向って張り出し，かなりの広さの平坦面を形成する。古墳9基が群集し・1号境は両

袖単室を内部主体とする径8mの円墳。2号墳は片袖単室の横穴式石室を内部主体とする径8

mの円墳。3号境は無袖の小規模の横穴式石室を内部主体とする径5mの円墳。4号墳は片袖

単室を内部主体とする径10mの円墳。5号墳は両袖単室を内部主体とする径8mの円墳。6号

境は片袖単室の小規模の横穴式石室を内部主体とする径5mの円墳。7号墳は両袖単室の横穴

式石室を内部主体とする径10mの円墳。8号墳は両袖単室の横穴式石室を内部主体とする長径

20m，短径15mの楕円形填。9号境は両袖単室の横穴式石室を内部主体とする径10mの円墳。

古墳周辺には石鏃，剥片，チップが検出できトレンチによって古墳の基盤層になっている赤黄

色の粘質土層を掘り下げた結果，上部に縄文時代の薄い包含層（土器はほとんどない）下層に

台形石器を包含する旧石器時代の包含層を確認した。条件の良い部分を拡張したが遺物の広が

りは狭く，石器の数も極めて少い。

D－1遺跡　第2支流右岸，B，C遺跡をのせる舌状丘陵の西斜面に位置する。両袖単室の横

穴式石室を内部主体とする径10mの円墳1基。周囲より縄文時代前期の轟B式土器・石匙を検

出したが，明瞭な包含層はない。丘陵上よりの流れこみか。

D－2遺跡　D－1遺跡のやや上流の西斜面で斜面を削り階段状に造成した部分に古墳時代後

期の掘建柱の建物群と炉址を検出した。集落地としての性格は薄く・その使用目的が注目され

る。

E遺跡　第2支流左岸，D－1遺跡と対噂した位置に存在する。丘陵先端部から・連続する小

規模な河岸段丘に立地する。両袖単室の横穴式石室を内部主体とする径18mの円墳1基と・縄

文時代早期遺跡よりなる。縄文時代早期遺跡では多数の竪穴，土壕を検出した。

F遺跡　第2支流左岸，E遺跡の上流の丘陵東斜面に位置する。F－1遺跡は両袖単室の横穴
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第、2章　遺跡の位置と歴史的環境

式石室を内部主体とする径8mの円墳1基よりなり，F－2遺跡は両袖単室の横穴式石室を内

部主体とする基鹿部が径18mの多角形（五角形）で上部が径10mの円形をなす古墳一基と，箱

式石棺1基，縄文時代遺跡よりなる。縄文時代遺跡は本報告に収録するもので，立地について

は次節で詳述する。

G遺跡　第3支流右岸，E，F遺跡をのせる同一丘陵の先端西北斜面に位置する。両袖単室の

横穴式石室を内部主体とする径10mの円墳1基よりなる。

H遺跡　第3支流右岸，E，F，G遺跡をのせる丘陵のさらに西に派生した丘陵西側斜面に位

置する。両袖単室の横穴式石室を内部主体とした径10m，径8mの円墳2基よりなる。周辺よ

り石錨，剥片，チップ等を検出したが明確な包含層，遺構は認められなかった。丘陵上の平坦面

にも試掘を入れたが遺跡の存在はない。

l遺跡　第3支流左岸，H遺跡と対噂した丘陵南斜面に位置する。両袖単室の横穴式石室を内

部主体とする径18m，径8m，径7mの円墳3基よりなる。

J遺跡　第4支流左岸の丘陵南斜面に位置する。両袖単室の横穴式石室を内部主体とする径10

mの円墳1基と，丘陵斜面下に形成された河岸段丘上に縄文時代の遺物包含層の存在が認めら

れるが，その状態は良好でない。

K遺跡　樋井川の右岸の河岸段丘に位置する。本地区内で最も大規模な遺跡で約14，000mZの広

さを有する。上層に中世の居館址（弘安の役の恩債として拝受した居館址で惣検校屋敷と六郎

屋敷と呼ばれた屋敷の跡と推定される）下層に縄文時代遺跡が広がり，旧石器，縄文時代早，

前，中，晩期の遺物があり，竪穴，土壙を多数検出した。

L遺跡　樋井川左岸に位置する沖積地で，古墳時代水田址，および中世の水田址を確認した。

中世の水田は弘安の役の恩借地として渋谷氏が拝領したものである。

M遺跡　L遺跡の北側に隣接する丘陵の麓部に遺跡が存在する。広大な広がりがあり，6世紀

～平安時代までの遺物が出土している。

N遺跡　樋井川の左岸の台地上，M遺跡の北側にあり表面採集資料として，台形様石器，細石

核，細石刃がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山崎）

3．F遺跡の立地

F遺跡は第2支流に解析された小さな谷の沖積地が最も奥まった部分の左岸に位置する。地

区内で最も奥部の高位置（標高65－80m）に占地し直下に小川が流れる。段丘と川の比高差は

約3mをはかる。同一支流城に存在するE遺跡はF遺跡の下流400mに存在する。

地形は発掘前段階では，わずかなテラス部分を有する丘陵東斜面であったが，発掘の結果は

当初の見かけの立地と大きく異っていた。
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4・周辺遺跡

発掘の所見から，本遺跡の地形形成の過程をみてみるO

第2支流が，現在のように深く谷を解析する以前の段階で川の蛇行によってF遺跡の部分の

岩盤を大きく侵蝕してえぐり込み凹部をつくり出す（凹部は本来は洞穴状あるいは岩陰状に

えぐり込まれたものと考えられる。しかし，岩盤が花崗岩であるためであろうと考えるが天井

部を形成する岩が崩落し，基底の凹部のみが残ったと推定される）。この凹部の形成は連続的に

川の蛇行の進展に伴い移動し，F遺跡の場合は南より順に3つの凹部を作り出してりる。この

凹部の形成後は，谷が深く解析され，凹部との間に比高差約3－4mを有するが，その後は凹

部前面に礫層，砂層が互層をなして堆積し，小規模な河岸段丘を形成する。この凹部とその前

面に平坦面を有する地形が完成された段階で，はじめて人間との関りが発生し，その後は丘陵

部からの流土，崖崩れによって凹部が厚く埋没し，現在の地形にいたったものと思われる。こ

のような地形形成は洞穴あるいは，岩陰の形成の一種の変形とみることができるが，ここでは

適切な語句が兄い出せないので，侵蝕によってできた凹部を本報告書では，北側より第1凹部，

第2凹部，第3凹部として説明を進めていく。

第1凹部は間口が約35m奥行が貴も深いところで約14m。第2凹部は間口が約19m，奥行が

約7m，第3凹部はその存在を確認したのみで，保存のため未発掘である。前面のテラス（段

丘部）は長さ70m＋α，幅が貴も広いところで25m，狭いところで5m前後である。

以上のように本遺跡は地形の形成あるいは後述する遺跡の性格は共に洞穴，岩陰遺跡との共

通性が強いという大きな特徴があることに注意しておきたい。　　　　　　　（山崎）

4．周辺遺跡

柏原遺跡群を取り囲む歴史的環境は各遺跡の報告において順次のべていくこととし，ここで

は，柏原周辺の縄文時代遺跡について簡単にふれてみたい。（第1図）　2は笹栗遺跡。晩期

土器および石器が発掘されているが，量は極めて少い。3は井手遺跡。石匙が表面採集され

ているが時期については不明。4は羽黒神社遺跡で，羽黒神社の新築移転に伴い遺跡を発見し

た。押型文土器，石鏃，刃器，剥片，チップが出土するが量的には少い。5は大牟田遺跡，条痕

文土器，石器類が調査されているが報告書未完，大牟田古墳群の墳丘中より塊状耳飾が出土し

ている。6は箱ノ池遺跡，押型文土器，石鏃，石匙，石斧が採集されている。

以上はいずれも，発掘調査で偶然発見されたか，あるいは表採されたもので，量的には少い

が，前述した柏原遺跡群の遺跡を考えた場合，この地域には縄文時代遺跡，特に早期遺跡が密

集した地域といえ，今後の調査研究では遺跡間の関係，あるいは一定の集団のまとまりを把握

できる可能性があり注目される地域である。　　　　　　　　　　　　　　　　（山崎）
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第3章　調査の概要
発掘調査は1980年1月から1981年7月までの約10ヶ月を要した。その間，調査員の不足，あ

るいは度重なる雨や，工事の都合による調査区の移動で，調査に困難を極めたが，多くの人々

の指導と激励によって多大な成果を得てF遺跡の調査を無事終了することができた。調査は先

ず，同地内にあるF－1号墳より開始し，墳丘の断面調査のために設定したトレンチに縄文式

土器（押型文土器）を検出したことによって，古墳時代の地山南下に縄文時代遺跡の存在を推

測したことに始まる。

古墳の周囲にはかなりの平坦面が存在し，古墳調査に平行して古墳北側の一部にトレンチを

設定し，掘削を開始した。発掘区は，古墳時代の地山が古墳築造のためやや削平された状態で

明黄褐色土層が顔をみせていたが，この層より縄文時代遺物が出土し，当初は予想しなかった

縄文時代遺跡を確認し，縄文時代遺跡として本格的な調査を開始した。古墳の調査と平行する

ために，古墳とは直接関係しない先に設定したトレンチを中心として古墳北側（第1凹部）に

グリットを設定し，調査を続行した結果，この地点では包含層が厚い所で約1mに達し，層位

的には上．下2層があり，礫層に摸しても遺物が出土することを確認した。また，遺構として石

固いの炉址一基を確認した。Ⅰ層の遺物は無文土器，撚糸文土器，押型文土器が主で，その

大部分は早期に属する遺物である。II層からは，押型文土器，無文土器が主体をなし，基盤

の礫層に接して，条痕文土器，刺突文土器，ナイフ形石器が出土し，早期土器の層位関係を把

握すると共に，旧石器時代の文化層の存在も推定できる収穫を得た。古墳調査の終了と共に，

グリットを南側の古墳の基底面および遺跡の広がりの予想される平坦面すべてに拡張して発掘

を続行した結果，さらにその結果は良好な状況を示し，包含層は最も厚い所で2・5mを測り，層

序も南（高レベル）にいくにしたがい増え，次章でのべるように，大別して3層の遺物包含層

が確認でき，早期土器の編年に寄与する大きな成果を得た。Ⅰ層は先のグリットで得た土器

に加え，沈線文土器，平栴式，条痕文土器を加えた。II層は，層自体も厚くなLim前後
．

を有する部分もあり，検出される遺構（主に炉址）のレベル差からII層中の押型文土器の細

別が可能となった。また共伴する石器類も豊富でそのセット関係が把握できる状態である。

III層は上，下2枚に細別が可能で，上からは条痕文土器が主体となって出土し，下からは刺突

文土器が主体となり，それより下面に細片化した撚糸文土器を検出した。III層の土器は押型

文より先行する土器としては北部九州では極めて珍らしく，新型式土器であることは，草創期

と早期を続ぐ土器群として特筆できるものであった。しかし，遺跡のひろがりはこのグリット

の拡張でも把握できず，さらに丘陵頂部に向ってようやくに確認でき，先述の第1－第3凹部

の確認にいたった。この凹部の性格は一種の居住の場としてとらえられるものである。本遺跡

で確認した遺構はIII層に竪穴3，II層に炉址15基，Ⅰ層に竪穴3＋α，土壙4＋αである。（山崎）
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第4章　調査の記録

1・発掘区の設定

発掘区の設定は，調査に先立って，調査方針を各遺物の位置およびエレベーションを正確に

記録すると同時に押型文土器の層位的把握，および生活空間，居住のあり方と遺跡の性格を把

握するために遺跡の完掘を目的とすることをきめ，遺跡全面にグリットを設定できるように配

慮し，順次その拡張を行った。グリットは平坦面を大きく囲む形で，東西にA～Ⅴ列，南1－

37の2m方眼のものとして設定した。

発掘はまず古墳調査に影響のない古墳北部K～0－5－14，p－Q－8－14，R－9－14，

S－11－14（調査区の東は段丘の崖となっていて，礫層が露出している。）を発掘し，順次，K

～U－16－19区，K～R－21－28区，T～U－21－28区，K－N－1－3区，J－30・31，K

－30－32，L．M－30－35，N・0－30－36，p－R－30－37，S～Ⅴ－30・31区を発掘しK

～0－4列，K～U－15列，K～U－20列，K～Ⅴ－28列，S－21－28列にそれぞれベルトを

残した。断面図の作成はK～0－5列の北壁，K～T－15列の北，南壁，K～T－20列の南北

壁，S－21－28列の東西堂，K～Ⅴ－28列の南壁，R－32－36列の東壁，K－5－14，16－19，

21－28の西壁で行った。ベルトの除去を進めながらさらに丘陵の奥へ発掘区を拡張し，A－24

－30，B－21－31，C－4－32，D－3－32，F～J－1－31区までを完掘し，発掘区の北側

に第1凹部，南側に第2凹部を確認した。断面図はC～J－5列の北壁，J－15北壁，G～J

－15列南壁，F－17－31列の西壁，J－16－32列の西堂，D～J－20列の南北壁，A～J－28

列南壁で作成し，特に28列ではさらに丘陵側は頂部まで，谷側は第2支流まで達するトレンチ

を延長させ，部分的に基盤の岩盤まで達する土層断面をつくり，この遺跡の地形形成の観察に

つとめた。なお，土層断面の作鹿部分は第4図に太線で示している。

また，調査グリットと遺跡上に築造された古墳との関係は第4図に示すとおりであるが，古

墳の周溝，墓壙，墓道は包含層を深く切り込んでいて，この部分の遺物は墳丘中に存在するか，

あるいは失われたものがかなりあったと思われる。　　　　　　　　　　　　　（山崎）

2・層序（第5．6図）

前節で述べたように土層は遺跡の各所で実測，図化したが，地点のそれぞれによって若干の

差異がある。層自体の堆積は主に自然堆積で人為的な堆積は確認が困難であった。層は丘陵部
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第4章　調査の記録
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第4図　発掘区の設定と土層断面の位置
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第5図　土層断面図Ⅰ

側（西）より谷に向う傾斜と第3凹部→第2凹部→第1凹部の傾斜がある。遺物包含層の基本

層位はⅠ層～III層で，最も厚い第2凹部で2・5m，最も薄い第1凹前面で30cm前後である。

第5図はJ－25－28の西堂断面で上より0層，表土層で厚さ40－60cm，黒褐色の腐蝕土層。

0層とⅠ層の間には部分的に黒色土層（古墳時代後期の土層で古墳の周溝，墓道はこれによっ

て埋没している。）が介在している。Ⅰ層は100cm前後の厚さを有する。細い色のちがいでa～e

に細別できる。Ia層は白味をおびた暗黄褐色で粘怪はあまりない。風化した花崗岩を含んでい

る。厚さ60cm前後。Ib層はIa層よりやや茶色味をおびた暗黄褐色土層，厚さ10－30cm。Ic層

は部分的に薄く存在し，暗茶褐色土層で粘質である。厚さ5cm。Id層は明黄褐色土層。粘性が
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第4章　調査の記録

ややあり，風化した花崗岩磯を含む。Ie層は明赤褐色土層，赤褐色粘土塊を含む。厚さ20－40

cm。II層は20－100cmの厚さを有する。暗灰赤褐色混礫土層で3～5mmの風化した花崗岩の小石

を含む。この層は土層の色調では区別は困難であるが，遺物，遺構のあり方から生活面として

の細分が可能である。III層は30－80cmの厚さを有する。全体に黒色土層であるが，色の違

いでa～eに細分できる。IIIa層，部分的な土層で灰褐色の混砂土層で3－5mmの風化した花崗

岩の小石を含む。厚さ40cm前後。IIIb層，IIIa層同様に部分的な土層堆積で褐色混砂土層。厚さ

30cm前後。IIIc層は暗褐色土層と灰色砂層の互層堆積でIII層の中に生じた流路の可能性が強く，

土層の条件からIII層の再堆積層の可能性がある。厚さ20－30cm。第2凹部の北部に部分的に広

がる。IIId層，暗褐色混砂土層，厚さ20cm前後。IIIe層，黒色混砂土層。厚さ20cm前後。Ⅳ層は

厚さ50－60cmで粘性の強い赤褐色土層であるが，部分的に砂層を含み，その違いからa～Cに

細別できる。Ⅳa層は暗黄褐色混礫層で径3－5mmの花崗岩の小石を含む。厚さ15－20cm。Ⅳb層

は灰色混礫層で径3－5mmの花崗岩の小石を多量に含む。厚さ10cm前後。ⅣC層，暗褐色混礫砂

質土層，厚さ10－30cm。

第6図1は第2凹部縦断面，すなわちA～Ⅴ－28グリットおよびその延長トレンチの断面で，

丘陵頂部から谷間の樋井川の第2支流までの断面である。丘陵頂部から現在の川との比高は15

m，段丘と川との比高は4mである。岩盤の線は，頂部から第2凹部にかけては約40度の傾斜

角をもち，12m下り第2凹部平坦部にいたる。第2凹部の平坦部は侵蝕によってやや凹み，そ

の前面でやや高まりをみせる。第2凹部の出口J－28グリット付近で急激に約50度の角度をも

って4mおち，平坦面に移行する。この平坦面は川床の岩盤とほぼ高さが同じである。岩盤上

に堆積する土層は第2凹部で約4・5m，第2凹部前面で約6mである。Ⅴ層までの状況は前述し

たとおりであるが，部分的な層が介在する。Ⅴ層以下は前面の段丘を形成する基盤層である。

凹部前面ではⅤ層以下，白色微砂層，褐色砂礫層，自色砂層，黒色微砂層，自色砂層，褐色砂

層，粘質土層，礫層となり，段丘前面ではⅤ層以下が，粒子のやや大きい自灰色砂層，拳大～

人頭大の礫を含んだ自黄色粘砂層，白灰色砂層，黄褐色粘質砂層，淡赤褐色粘土層，磯層，白

灰色～赤橙色砂層，鉄分の沈殿が強い砂層，礫層となっていて共に礫層と砂層の互層からなっ

ている。

第6図2は第2凹部横断面，すなわちF－17－31グリット西堂の断面である。南北の両端部

に岩盤を確認したが，第2凹部の中心部に向って，北側壁が約30度の傾斜で，南側壁が約40度

の傾斜できがっている。凹部の中央部岩盤は確認していないが，この部分が最も深くなるもの

と考えられる。土層の堆積は両端が薄く，中央部に向って順次厚くなる状態を示している。Ⅳ

層以下は褐色粘質土層，黒色粘質土層，砂層となっているが，いずれも無遺物層である。

（山崎）

－14－



4．III層の遺構と遺物

標高74．00m

－15－

第6図　土層断面図II
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3．第4層の遺構と遺物

3・第4層の遺構と遺物

（1）遺構

Ⅳ層中における遺物の出土は明確なものはない。後に述べるL－8，Ⅰ－5グリットの最下

部（礫層直上）で出土したナイフ形石器の本来の包含層を判明させるべく，最も条件のよい第

2凹部前面，K～U－16－28グリットのⅣ層を発掘し，特にK－21－27グリットは礫層まで完

掘したが，小さな炭以外に遺物の出土はみられなかった。しかし，調査の終了時に第3凹部前

面のⅣ層に機械力でトレンチを入れた結果，あとで述べる炉を検出した。炉の周囲を丁寧に調

査したが，ここでも炉以外は何も検出することはできなかった。調査ではついにナイフ形石器

の出土層位を把握することはできなかった。炉の検出からナイフ形石器はⅣ層に含まれる可能

性が強い。保存のために未発掘である第3凹部にその包含層があるとみることもできる。

炉吐　p－34，35，Q－34，35グリットにわたって検出した地床炉で，位置的には第3凹部

前面の平坦地にあたる。炉は長径1．6mXl・25mの楕円形プランを有し，25cm前後掘り凹めただ

けのもので，中に焼土塊，炭化物がつまっている。また，周囲にも炭化物の広がりがみられる。

炉の周囲には特別の配慮はなく，また固くしまった面も存在しない。　　　　　　（山崎）

（2）遺物

1は青灰色黒曜石製の横長剥片を

素材としたもので，素材剥片のバル

ブ側に主要剥離面からブランティン

グ加工を施し整形したナイフ形石器

である。また右側辺（刃部側）の基

部にも素材剥片の背面から数回の平

坦剥離を加えている。先端部は，発

掘中のガジ1月こよって欠損している。

残存長3．35cm，幅1．85cm，厚さ0．80

cmを測る。刃部の背面側には細かい

刃こぼれが観察される。2は縞文様

の入った黒曜石製の縦長剥片を素材

としたナイフ形石器である。左側辺

の全辺と右側辺の基部よりのほぼ易

にブランティング加工を施している。

0

ヒ二田一一I一一一一　一一幸　一一　二二』

第8図　炉実測図
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先端部を欠損する。刃部には表裏面とも細かい刃こぼれが観察される。全長2・90cm，幅1・15cm，

厚さ0・50cmをはかる。基部表面に僅かに素材の自然画を留めている。

これら二点のナイフ形石器の素材は，パティネイションを被った鈍い光沢をもつ黒曜石であ

り，これに類する剥片，砕片も若干存在するが，出土状況よりそれらを当該期のものとするに

は確証を得なかった。

1はし－8グリット，2はⅠ－5グリットの出土である。　　　　　　　　　（小畑）

4．III層の遺構と遺物

（1）遺構の位置と遺構（第10・11図）

III層の広がりは先述したように第2凹部からその前面に顕著であり，遺構，遺物もこの地

域に集中する。遺構としては竪穴1基，土壙2基がある。その他遺構ではないが，自然流路と

考えられる粘土層と砂層の互層の広がりがある。

遺構は第2凹部南西隅，F－26・27，G－26．27グリットに集中して存在する。竪穴と第1

土壙は20cm，第2土壙は70cm離れ，第1・2土壙はほとんど接する状態にある。なお，遺構の

存在する南西隅には発掘中に湧水点があることを確認したが，当時もこの部分に湧水があった

かどうかは明らかでない。

竪穴IIIe層黒色混砂土層の下部において検出した遺構で，内部はIIIe層と同じ土で埋っていた。

長径2・15m，短径1．9mの不整楕円形プランを有する。掘り方は浅く，最も深い部分で10cm，浅

い部分で5cmをはかる。壁はたちあがりがなだらかになっている。竪穴内はフラットである。中に

浅いピット状のものが3ヶ所にあり，Pl，P2は約10cm離れていて近接する。Pl，P2とP3は60

－18－
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4．III層の遺構と遺物　　　

cm，70cmとやや離れて存在するが・いずれのピットも東側に片寄った部分に位置する。Plは掘

り方が壁と接し径40cm・深さは壁から15cm，床から10cm。P2も同様に壁と摸し，径30cm，深さ

は壁から15cm・床から10cm。P3は床面にあり径20cm，深さ5cmである。

第1号土壙　竪穴同様にIIIe層，黒色混砂土層の下部において検出し，内部はIII。層と同じ土で

埋っていた。長径1・44m・短径0．76mの不整楕円形プランを有する。掘り方は浅く，最も深い

部分で15cm，浅い部分で5cmを測る。底はフラットである。土壙東側壁中央部にピット状のも

のが1ヶ所ある。径20cm，深さ5cm。　　　　　　　　　　

第2号土壙　他と同様にIIIe層・黒色混砂土層の下部において検出したもので，内部はIIIe層と

同じ土で埋まる。長径0．75m。短径0．7mの不整円形プランを有し，西側に小さなはり出し部が

ある。掘り方は浅く13cm前後。底はフラットである。　　　

自然流路　粘質土層と砂層の互層からなる自然流路と考えられる土層堆積は遺構として発掘す

ることは技術的に不可能であったが，その分布はほぼ把握できる。この土層の広がりは主に第

2凹部北側に顕著である。この層の成因は凹部の上の丘陵から流水が度々あったことに起因し

たものと思え・そのはじまりはF－20－23グリットの範囲からはじまり，下方に向って広がり，

凹部出口で2本に分かれている。一本は凹部の中よりやや南によったJ－25．26グリットに5

mの範囲で下方に流れ・他の一本は凹部の北壁にそってG～K���4�8ｨ6(6x,ﾉLﾘ鈷,YYﾓ�,P

第1凹部の方に向う流れであるが・その下方部分については明瞭でない。流れの範囲からみて，

後者がより普通の流れであったものと考える。　　　　　　　　　　　　　（山崎）

（2）土器の出土状況と土器　　　　　　　　　　　

III層の全体的な土器の出土状況は第2凹部前面を中心とする分布と第1凹部前面を中心と

する分布があるが・前者がより集中していることが確認できる。本報告では各土器について

胎土・色調・地文原体・文様，接合関係等を検討し，確実な同一個体を選別し，各土器につい

て分布状況を把握した。よって，報告の仕方として，最初に同一個体の土器の分布を発掘区の

地形図にあらわし・その後にその土器の説明を加える方法を採用している。ただし，無文の小破

片については判別が困難で，この中より除外しているものがある。今後，後続の報告で補うこ

とにするが，本報告には有文土器および無文土器でも個体識別可能なものはすべて収録してい

る。なお，III層出土土器についての全体的なまとめは本節の終りで小結としてまとめる。以下，

各土器についてみていく。　　　　　　　　　　　　　　　

①撚糸文土器（第12，13図）　　　　　　　　　　　　

主にIIIe層下面に包含される土器で，本遺跡で貴も古く位置づけられる土器である。同一個体

と考える土器片の分布は第2凹部からその前面，すなわち，G－24－26，H－20－27，Ⅰ－20－

24・J－19－27・K－19－23・M－21－29，N－23－32，0－27－31，p－20－28，Q－15－

－21－　　　　　　　　
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4．III層の遺構と遺物

第13図　撚糸文土器実測図

29，R－15－24，T－24，U－22－24，U－24グリットにわたってみられ，特にM－28．29，

N－27－29，0－27－29，p－27－29グリットに集中している（N，0－27グリットは上層

に存在する第12号炉址の取り上げ作業によって土器のドットが落せなかった）。集中区およびそ

の拡散状況，あるいは土器片がいずれも細片化して（径1cm前後のものが多い）いることから，

この土器が破損，廃棄されてから，かなりの時間露出していたことが想定される。同じ層位か

ら出土する刺突文土器の破片が大きく，かつ集中度合が強いことを考えれば，この土器は刺突

文土器に先行するものとすることができる。

土器破片総数は136点であるが，いずれも1cm前後の小破片で占める。やや無理とは考えたが，

次の刺突文土器との関係を知るために比較的大きな破片（第13図4・5）より作図復原したの

が第13図の1である。大型の深鉢形土器で，復原田径24cm，推定器高26．3cm，円筒形の胴部で

丸底の鹿部をなす器形で，口綾部は直言し，端部は尖り気味に丸くおさめる。胴上半部から口

緑部にかけて多量のススが付着している。外面はR一段撚の撚糸文を左上方から右下方に斜に

全面施文したものであるが，器壁の凹凸が著しいため文様が薄い部分がある。撚糸文の間隔は

密接してまかれており1－2mm前後である。鹿部は撚糸が横方向になる。内面はナデによって

丁寧に仕上げるが，器壁の凹凸が著しい。器壁は1・3cm前後で非常に厚く，胎土中には径2－5

－23－
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第14図　刺突文土器Ⅰの出土分布図
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4・III層の遺構と遺物

第15図　刺突文土器Ⅰ実測図
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mmの石英，長石，金雲母，その他の粒子および花崗岩の小石を多量に含み良質ではない。焼成

も不良である。器壁が縦に剥離する特徴があり，色調は外面はススのため黒色であるが，ススの

付着しない部分は赤褐色，内面も赤褐色である。

②刺突文土器Ⅰ（第14，15図）

第2凹部前面に分布する（第14図）土器個体で，その分布はⅠ－23，J－23，K－18－24，

L－21－25，M－21－27，N－21－26，0－20－25，Q－25，R－20－27，S－24，T－21グ

リットにわたっており，特にK一22－24，L－22－24グリットに集中がみられ，他はその拡散

とみることができる。また，全く同じ特徴をもつ土器で別個体と考えられる土器の分布が第1

凹部前面，すなわちJ－7，K－5－9，Lr3－11グリットに存在するが，この分布は土器

片も極めて少く，集中部もみられない。

第2凹部前面の土器は胴下半部と鹿部の一部を残して接合し，ほぼ完形に復原することがで

きた。大型の深鉢形土器で口径26・5cm，推定器高25・8cm。鹿部は丸底で円筒状胴部から言縁は

直言するが端部がやや外反する。外面は全面にヘラ状のもので良く研磨した後に細い横あるい

は左一右の斜方向の条痕を施しているが，この条痕は，貝あるいはその他の単位を有するもの

の条痕ではなく，1本1本の擦過痕である可能性が強い。条痕は胴上半には希簿で，下半部が

顕著であるが，鹿部にはみられない。胴上半部でこの条痕の上にさらに2－1cmの単位を有す

る櫛歯状の押圧を斜方向に施文する。この文様は貝穀腹縁，あるいは一部押圧縄文にみえる部

分もあるが，その原体をいまだ明らかにしえていない。鹿部も同様の圧痕を縦位に施文してい

る。言緑部直下には一列の刺突文が並ぶが，この刺突文は径0．4cmの棒状の工具で施文されたも

のである。その施文にあたっては，先ず下方より工具で上方に向って刺突し，（この段階で

口唇部が押され，結果として口縁端部が若干外反する。）その後この工具をやや力を入れながら

下方に引くために，刺突文は下方に線のあと引きが残る。いわゆる押引きの手法をとっている。

刺突文の間隔は0．4－0・5cmである。また，この刺突文の下方に，径2・8cmX1．5cm，高さ0．5cmの

コブ状のバリ付けが3ヶ所にみられる。このコブ状のバリ付けは縦位に行われ表面にも櫛歯状

の押圧がみられるので，このコブのバリ付けは少くとも土器文様の施文以前であることがわかる。

器壁は鹿部付近で1cm，胴上半部で1・3cm前後と非常に厚い。垣部および口縁下方に擬口縁が

みられ，その形状は下方が凸レンズ状，上方が凹レンズ状をなす。口縁部の下方の擬言緑下に

は内傾の粘土按分が7cm，5cmの間隔で認められる。胎土には径2－5mmの石英，長石，金雲

母，その他の鉱物粒子および花崗岩の小石を多量に含み良質ではない。前述した撚糸文土器と

非常に良く似た胎土，器壁の厚さ，器形を有しており，時間的にはきわめて近い関係のあるこ

とが推測される。焼成はよくない。色調は外面は黄褐色～赤褐色で一部黒址がある。内面は黄

褐色～赤褐色である。胴下半部の破片はほとんどなく，火熱を受けた結果剥離したものと思わ

れる。
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第19図　刺突文土器II～Ⅸ実測図

第1凹部出土の土器は破片が少く全形等知ることができないが，特徴的には全く同じ土器である。

（②刺突文土器II（第16，19図1）

第2凹部北半部，G－24，H－21．22，J－18－22，K－21・22グリットに分布し，特別な

集中区はない（第16図）。J－18グリットとK－21グリットの土器が6m離れて接合している。

土器は小型の深鉢形土器（第19図1）で復原田径14・5cm，推定器高11cm。鹿部破片は存在し

ないが，他の大型深鉢形土器からみて丸底になると考えられる。言綾部は直言し，内面が外側

に向ってつまみあげられるため部分的にやや外反する部分がある。外面は口緑下から胴下半部

にかけて刷毛目状の細い条痕が横あるいは斜方向で施され，口綾部直下（0．5cm）に一列の刺突

文をめぐらす。刺突文は径0．3cmの丸い棒状のもので真横から突き刺し貫通はしないが，内面と
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4．III層の遺構と遺物

の間が2mm前後となり，内部に若干コブ状の高まりをみせる。刺突間は約1cmの間隔がある。

刺突の直下には刺突文土器Ⅰと同様のコブがバリ付けられる。Ⅰと異なり横位をしめし何個あ

ったかは不明。コブは1．5cmXO・9cmで高さは不明。器壁は0．8cmで小型品のわりには厚い。表面

は凹凸が著しい。胎土には石英，長石，花崗岩の粒子を多量に含む。焼成は良い。色調は外面

が黄褐色～黒褐色，内面が黒褐色をなす。

④刺突文土器III（第17・19図2）

第2凹部北半部H－21－23，Ⅰ－21・22，J－20・22グリットに分布し，特にH－21－23に

集中する（第17図）。H－23グリットの土器とH－21，Ⅰ－21，Ⅰ－22グリットの土器との接

合関係があり，最も離れているのが約5・5mである。

土器は小型の深鉢形土器で器形は刺突文土器IIIに極めて近い。胴下半部を欠失するが他から

復原すると丸底をなすものと考える。復原田径14cm，推定器高11・1cm，言緑はやや外傾しなが

ら直言し，端部がやや外反し，丸くおさめる。外面は言綾部にわずかに横方向の細い条痕があ

る。胴下半は無文，口緑直下に一列の刺突文がめぐる。刺突文は径0・3cmの竹管状のもの（刺突

文の底にその圧痕が明瞭に残る。）で横ないしは下方より突き刺したもので，下方からの刺突文

は刺突文Ⅰでみたような押引き状になる。刺突文の間隔は狭く0．2～0．4cmである。内面は指に

よる調整で凹凸が著しい。器壁は0．7cm前後。胎土には石英，長石，花崗岩の粒子を多量に含み，

胎土の状態，色調は前四者と類似している。色調は外面が黄褐色，内面は黒褐色である。

⑨刺突文土器Ⅳ（第18図，19図3－1－3・4）

第2凹部中央部前面，K－23，L－23グリットに分布する。（第18図Ⅳ）

土器（第19図3－1－3－4）はいずれも言綾部の小片で4点あ、る。口緑端部がやや外反す

る。小型の深鉢形土器になるものである。言綾部直下（0．3cm）に刺突文一列をめぐらす。刺突

文は先端の尖った径0・3cmの棒状工具を用いて下方より刺突し，ひき抜く時下方にその痕跡を残

した，いわゆる押引きによっている。刺突文の間隔は約0．5cmである。器壁の厚さは0・7cm前後。

胎土に石英，長石，花崗岩の粒子を多量に含む。焼成は良くなく，黒褐色をなす。

⑥刺突文土器Ⅴ（第18図Ⅴ，19図4－1－4－4）

第2凹部北半部，H－21，K－19グリットに分布する。（第18図Ⅴ）

土器（第19図4－1－4－4）は4点で，いずれも言綾部の小破片である。小型の深鉢形土

器になるものである。言縁直下を凹め，言綾部はやや外反する。言縁直下の凹んだ部分に刺突

文一列をめぐらす。刺突文は径0．3cmの棒状工具を用いて真横から刺突したもので深さ0．3－0．5

cmである。刺突文の間隔は0．7cm前後である。内外面共に，ヘラおよび指による横ナデで調整し

ている。器壁の厚さは0・7cm前後である。胎土には石英，長石の細い粒子を多量に含む。焼成は

良好でなく，色調は黒褐色～黄褐色をなす。

⑦刺突文土器Ⅵ（第18図Ⅵ，19図5）
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4．III層の遺構と遺物
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第21国　利突文土器Ⅹ実測図

第2凹部前面Ⅰ－23，J－23グリットに分布する（第18図Ⅵ）

土器（第19図5）は2点で言綾部破片である。やや大型の深鉢形土器になるものである。言

綾部が外反し，言縁下1cmのところに刺突文一列をめぐらす。刺突文は径0．4cmの先端が斜に削

られた棒状工具を用い真横から深さ0・4cm前後突刺したもので，その間隔は0．6－0・8cmである。

胎土には花崗岩の小石を多量に混入している。焼成は良く，色調は明るい黄褐色をなす。

⑧刺突文土器Ⅶ～Ⅸ（第18図，19図7－9）

第2凹部前面に分布するが，いずれも言緑部小破片があるのみである。第19図6－7はいず

れも別個体である。

6は口唇部が外反し，その直下に刺突文を施す。刺突の間隔は1cm前後。器壁の厚さは0．7

cm，胎土に石英，長石粒を多く含む。焼成はよく，内外面共に褐色をなす。

7は言綾部が直言し，言緑下0・3cmに刺突文一列をめぐらす。刺突文は0・2－0・3cmの菱形の棒

状工具を用い真横から突刺したもので，刺突の間隔は0．3cmである。器壁の摩さは0．3cmときわ

めて薄い。胎土には石英，長石粒を多量に含む。焼成は良く，色調は内外面共に黒褐色をなす。

8は言縁直下を凹め，言綾部がやや外反する。凹めた部分に刺突文を密（0．2cmの間隔で）に

一列めぐらす。刺突文は長径0・3cmの楕円形の棒状工具で横から突き刺している。器壁の厚さは

0．6cm，胎土には石英，長石粒を多量に含む。焼成は良い。色調は内外面共に赤褐色をなす。

⑨刺突文土器Ⅹ（第20，21図）

第1凹部中央部前面，M－7，M－8グリットに分布する。同一個体の破片は4点で少いが，

大きな破片があるのでその全形を知ることができる。
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4・III層の遺構と遺物

土器は中型の深鉢形土器で，復原田径21．1cm，推定器高20・4cm前後である。鹿部破片がない

ので鹿部の形状は明らかでないが，尖り気味の丸底になると思われる。外面は横方向の貝穀条

痕で器面調整をしている。言縁直下に刺突文一列をめぐらす。刺突文は径0・3cmの棒状工具を用

いて下方から刺突したもので，引き抜きのときのあとびきがあり，1cm前後の刺突文となるい

わゆる押引きの手法をとっている。刺突の間隔は0・8cm前後である。内面は指によるナデ調整で

凹凸がある。焦げつきの炭化物が付着する。器壁は0・9cm前後で言縁にむかって薄くなる。胎土

には石英・長石・雲母粒を多量に含む。焼成は不良でもろい。色調は外面言綾部付近が黄褐色，

胴下半部は二次的加熱のため，赤褐色をなし，内面は黒褐色をなす。

⑩条痕文土器Ⅰ（第22－24図）

第2凹部中央部前面14mX21mの範囲にわたって分布する（第22図）。すなわち，Ⅰ－2，J

－22－25・K－22－24・L－22・24，N－25，p－19，Q－19・21・23．25，R－25，T－24

グリットに分布し，特にⅠ－23，J－22－23，K－22－23グリットに集中する。他は各グリッ

トに1片づつくらいのもので集中部分から拡散状況を示していると考えられる。

土器片総数54点で破片も大きく・接合関係も良い。鹿部を欠損するがほぼ全形が復原できる。

土器は大型の深鉢形をなし，復原田径22．1cm，推定器高27・4cmを測る。鹿部は破片の状況から

丸底をなすと考えられ・休部は円筒状の胴の長い器形を有し，口縁は直言し，端部がやや外反

する。外面の調整は胴上半部が横方向の条痕（施文具は明らかにできないが，胴下半部と同じ

ものか）を薄く施し，胴中位から下半部にかけて荒々しい貝穀条痕（？）を横位あるいは斜位

に施し，あるいは交差し・荒れた感じの器表面を形成している。鹿部周辺は幅の広い（0．4cm前

後）貝殻条痕（？）を斜位に施す。内面の調整は胴上半部が横方向の貝殻条痕（？）を横位に

浅く施すが・下半部は上半部と異なり幅太い条痕を深く左→右上方に引きあげた斜位の条痕を

右まわりに施している。器壁は凹凸が著しく厚さは0．8cm前後で鹿部がやや薄くなる。胎土には

石英・長石，赤い色をした砂粒を混入するが良質で，焼成は良い。色調は外面が黄褐色，一部

黒斑がある。内面は黒褐色をなす。

⑪条痕文土器II（第25，26図）

第2凹部中央部前面・Ⅰ－23・25，J－18・19．22・23・26．27，K－22・23・26－28，L

－22，24・M－27グリットに分布し，特にⅠ－25，J－23，K－22・24，L－22・24グリット

とJ－26・27，K－26・27グリットの2ヶ所に集中部分がみられる。J－18・19・26．27，K

－22・26・27グリットの出土土器との間に接合関係があり，最もはなれて接合するのが18m離

れている。拡散状況は南北にみられる。

土器片総数は40点である。土器は条痕文土器Ⅰと非常に良く似ていて大きさや器形も同様の

ものと考えられるが，条痕文土器Ⅰよりも条痕が荒々しくなく，器面がみがかれている。1－

3は言綾部破片で・内面をナデあげて傾斜させる。外面は部分的に横方向の貝殻条痕を施す。

－37－
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4．III層の遺構と遺物
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第26回条痕文土器IⅠ実測図

l　一　一1．1．、；　　　　　　　－吉

4～21は胴部破片である。やや大きい破片である5，9によって器面調整を観察してみよう。5

は外面は上半部が横方向の条痕を施した上をナ習肖している。下半部は縦方向の貝殻条痕を施した

上をナデ消すが・上部ほど丁寧でなく・かすかに条痕が観察できる。内面は上部に横，斜位の貝

殻条痕を施す。下部は条痕の上を丁寧にナデ消し，わずかに横方向の条痕が残る。器壁は条痕

を施しているにもかかわらず・凹凸が著しい。内傾の粘土接合面が観察できる。9は外面が横

方向の条痕の上を丁寧にナデ消しているがわずかに条線が残っている。ススの付着がわずかに

－39－
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4．III層の遺構と遺物

第28回　条痕文土器III実測図

－葦・1葦鞄

博一増田醤
10cM

2　－　1－．－1；　　　　　　　　2

認められる。一部黒姓がある。内面は上半部に横斜方向の貝殻条痕を施し，下半部は丁寧にナ

デ消している。この破片も5同様に器壁の凹凸が著しい。器壁の厚さは0・8cm前後で，胎土には

石英，金雲母の砂粒を含むが良質である。胎土中には気孔が目立つ。焼成は良い。色調は内外

共に褐色～黒褐色をなす。

⑫条痕文土器III（第27，28図）

第2凹部北半部とその前面12mXlOrnの範囲，すなわちG－24，H－24，J－20．23・24，

K－21．22，L－22に分布する。特別に集中する部分はみられない。出土土器は互いに接合関

係にあり，土器はほぼ全形を知りうる。

土器片総数12点である。小型の深鉢形土器で復原田径16・7cm，推定器高15cmをはかる。鹿部

破片は欠損するが，鹿部付近の破片から丸底が想定される。休部は鹿部からゆるやかに外方に

向ってたちあがり，胴中位でやや屈曲して言緑付近でほぼ垂直に近いたちあがりをみせる。口

縁は直言し，端部は丸くおさめるが，条痕文土器の大形品と異なrO内傾の削りがなく，上部をナ

デて平坦面を形成する。口緑は水平でなく凹凸が著しい。外面には縦位の条痕を施すが，この

－41－
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第29図　条痕文土器Ⅳの出土分布図
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4．III層の遺構と遺物
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第30図　条痕文土器Ⅳ実測図

条痕は貝殻条痕等のように単位がなく棒状の工具で一本一本下よりかきあげた沈線状の擦過痕

である。内面も外面と同様の条痕を縦，斜位に施文するが，胴下半部から鹿部にはおよんでい

ない。また上半部も条痕の上にナデが認められる。外面胴上半部にススの付着が認められる。

器壁の厚さは1・5－0．8cmで器表面は凹凸が著しい。器壁の断面観察では約3cmの間隔で内傾の

粘土帯の接合痕跡が認められる。胎土には石英，長石等の砂粒を含む。焼成は堅緻である。色

調は外面が黒褐色，内面が黄褐色をなす。

⑩条痕文土器Ⅳ（第29，30図）

第2凹部中央部からその前面14mX14mの範囲，すなわちH－24，Ⅰ－23，J－19，K－23，

L－23，25，N－22グリットにかけて分布する（第29図）。特にK－23，L－23グリットにかけ

て集中部分がみられる。K－23，L－23，H－24，J－19，L－25，N－22グリットの出土土

器は互いに接合関係にある。接合例で最も離れている場合で8・5mをはかる。

土器片総数はユ3点で・鹿部を除いてほぼ全形を知ることができる。小型の深鉢形土器で，復

原田径15・6cm，推定器高12．7cmである。鹿部破片は欠損するが，他よりみて丸底をなすと考え

られる。（ただし，II層土器で説明をかえる第105図3の鹿部がこの土器のものである可能性も

－43－
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第31図　条痕文土器Ⅴの出土分布図
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4・III層の遺構と遺物

第32図　条痕文土器Ⅴ実測図

ある。この鹿部はいわゆる乳房状を示す鹿部である。）休部は外方に直線的にのびて言緑にいた

る。口緑は条痕文土器IIIと同様に丸くおさめる。外面の調整は縦位の条痕がかすかに観察でき

るが，この条痕も貝殻条痕ではなく，条痕文土器IIIと同様に棒状工具で施した一本一本の擦過

痕である可能性が強い。この条痕の上に縦位のナデを加え条痕を消している。ナデはヘラ状工

具で行われたもので，言綾部付近は横方向のナデである。口唇部には円周に平行ないしはやや

斜に条痕を施文し，文様効果を表わしている。内面はヘラ状工具によって，ヘラ削り状のヘラ

ナデが縦位に施され一部は刷毛目状をなす。口綾部付近は横方向のナデである。外面の胴上半

部にはススが付着し，下半部は二次加熱によって赤変している。内面にも焦げつきが認められ

る。器壁の厚さは0．7cm前後で凹凸がある。胎土には石英，長石，雲母の砂粒を多量に混入して

いるが良質で，焼成は堅徹，色調は外面が黄褐色～黒褐色，内面が灰褐色をなす。

⑭条痕文土器Ⅴ（第31，32図）

第2凹部前面および第1凹部前面に分布するが，この土器の分布は極めて特異である。（第

31図）出土グリットはJ－21，K－8，K－28，L－23グリットである。J－21グリットとK

－8グリット，K－8グリットとK－28グリット出土の土器の接合関係があるが共にその距離

は26mと42・5m離れていてその要因が注目されるが石器にも同様の動きがあることに注意して

おきたい。

土器片は6点であるが，約易を残すので，鹿部を除いてほぼ全形を知ることができる。復原

田径13・5cm，推定器高14cmの小型の深体形土器である。鹿部は器形からみて尖底になると思わ

れ，休部は外側に開いて直言する器形を有するO器面は粗い調整のため凹凸が著しい。外面は

一45－
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第33図　条痕文土器Ⅵの出土分布図
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4．III層の遺構と遺物
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第34図　条痕文土器Ⅵ実測図
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第4章　調査の記録

斜位の貝殻条痕が口緑部から胴上半部にかけて部分的に施される。内面は言綾部付近に横位の

貝殻条痕が部分的に認められる。また言緑部から6cmの間は2段にわたって製作時の指の押圧

が明瞭に残っていて凹凸が激しい。外面の胴上半部に一部ススの付着が認められ，下半部は二

次加熱のため赤変している。内面の胴下半部は焦げつきが著しい。胎土には石英，長石等の粒

子と花崗岩の小石（径0．4cm）を多量に含み，焼成は不良，色調は外面が黄褐色～黒褐色，内面

が黒褐色をなす。

⑮条痕文土器Ⅵ（第33，34図）

第1凹部前面の10mX8mの範囲，すなわちK－5－8，L－5～8，H－5－7，N－5

－7，0－5グリットに分布し，0－5グリットの1点を除いて他は集中している。（第33図）

土器片は総数54点である。深鉢形土器であるが，接合関係がうまくいかず，その全形を知る

ことはできなかった。第34図に主な破片を示した。1－5は言綾部破片である。直言する言縁

で端部は丸くおさめるが，上がやや平坦である。口径をだせる破片はないが，か－ブからみて

かなりの大型品であることがわかる。外面の調整は幅1cmで2条よりなる工具（竹管ないし貝

殻）で2本単位の条痕を斜方向に部分的に施している。外面にはススの付着が認められる。内

面は言緑下2cm前後のところから外面と同様の工具で横方向に条痕を施すが，外面よりやや密

である。言縁内側には幅0．3cmの2本単位の条線（竹管か？）を斜位に0・6－1cm間隔で施し，文

様効果をねらっている。6－27は胴部破片である。言緑部破片同様に外面調整は斜位方向の条

痕であるが，地文されるのは部分的である。内面は横方向の条痕で外面よりやや密である。鹿

部破片は存在しないが，尖底あるいは丸底になるものであろう。器面は条痕を施している割に

は凹凸が著しい。器壁の厚さは0・6cm前後で大型品のわりには薄い。胎土には石英，長石，花崗

岩小石を多量に混入しているが，刺突文土器等の胎土に比較すれば良質である。焼成は堅級。

色調は内外面共に黄褐色～灰色をなす。　　　　　　　　　　　　　　　　（山崎）

（3）石器の出土状況と石器

III層より出土した石器は，その出土状況から大きく5つの群に分けることができる。順に第

1ブロック，第2ブロック，第3ブロック，第4ブロック，第5ブロックと称する。ブロック

認定にあたっては，視覚的な分布のかたより，石器の石材，接合資料の分布のあり方など考慮

して決定した。時間的都合により剥片・破片の個体識別による分析を行なっていないので，若

干の変更，ブロックの細分化の可能性もあるが，現在のところ便宜的にこの方法でブロックを

認定しておく。これより各ブロックの境界については石器を中心に考え，石片類については明

確でない。以下II層，I層についても同じである。また石器（剥片石器及び石核，原石）の石

材は，次の13に分類して，記述をすすめる。本遺跡で認められる石材は，黒曜石，安山岩，チ

ャートを主体としたもので，前二者が圧倒的に優位である。

黒曜石A（以下，Ob－Aと記載）－光沢のある漆黒色不透明の黒曜石で，そのうち角礫状を

－48－
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4・III層の遺構と遺物

呈するものは佐賀県伊万里市の腰岳産の黒曜石と思われる。気泡，外表面の特徴，色調から数

種の母岩に分けられると思われるが，砕片，自然画をもたない剥片については識別が困難であ

り，一応一括して取り扱う。

黒曜石B（ob－B）－透明度のある黒曜石で，黒色の帯が縞状に入り込み，光沢をもつ。腰

岳産と思われる。

黒曜石C（ob－C）－青味を帯びた黒曜石で，パティナにより，光沢を失っている。色調や

粒子の特徴や分布のあり方などから数個の母岩別に分類できそうである。ただし，この青い色

調はパティネイションの結果であり，本来は黒色を呈していたものと思われる。原産地は推定

不能。

黒曜石D（ob－D）一飴色を呈し，縞状節理と細かい白色の斑点が入る黒曜石。原石の形状

は，5cm程の扁平礫で，2－3個体が存在すると思われる。原産地不明。

黒曜石E（ob－E）一暗灰色を呈し，透明感のない粘性をもつ黒曜石。石器を含め10数点の

出土であるが，すべて同一母岩であるかは断定できない。原産地不明。

黒曜石F（ob－F）－一般に姫島産と呼ばれる乳灰色の粘性の少ない黒曜石で，剥片3点の

みの出土である。同一母岩と思われる。

古銅輝石安山岩（以下，安山岩もしくはandと記載）－縞の入り方，自然画や色調の違いから

数個の母岩に分類可能である。

青灰色チャート－灰色と暗青色の帯が縞状に入るチャートである。石銀1点（第177図392）と

異形局部磨製石器2点（第130図213，214）のみで，3点とも別個の母岩から製作されている。

淡緑色チャートー淡い緑色を呈するチャートで石鏃1点（第37図26）のみである。

橙白色チャート－白みを帯びた橙色のチャートで石鏃1点（第36図16）のみである。

茶色チャート－濃い飴色のチャートで砕片のみの出土である。

娃化木－この石材を用いたものは石核1点（第124図177）のみで，その他の石器，剥片，砕片

は得られていない。

頁岩－黄褐色の風化した頁岩で，第111図112の使用痕のある剥片1点のみである。以下，石

器の記述にあたってはこの分類に従ずる。なお，III層より出土した石器．石片の総数は567点

で，うち石器が66点である。

第1ブロック

第1凹部の北よりの最深部に集中した分布をもつ。また，中央部右よりにとくに石片の密集

した部分がある。石器の内訳は，石鏃5点，スクレイパー1点，石錐1点，使用痕のある剥片

（以下UFと表示）4点，砥石6点である。接合資料2つを含む。

石鏃〔第36図3－7〕　3の石金族を除いてすべて黒曜石製である。個体の大きさにはバラエ

ティーがあるが，3以外は凹基の形状を有している。5は本遺跡出土の石鏃の完形品中最小の
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ものである。長さ8・0mm，幅7・8mm，厚さ2・8mmを測る。4はob－C製の局部磨製石鏃で，両脚部，

先端部を欠損している。

ここでIII層出土の全ての石鏃の特徴について述べておく。III層出土の石鏃29点のうち完形品

13点（44・8％），欠損品16点（55．2％）で，やや欠損品が完形品を上回っている。石材別では

Ob－A－5点（17．2％），Ob－B－10点（34・6％），Ob－C－4点（13．8％），安山岩－8点

（27．5％），淡緑色チャート－1点（3・4％），橙白色チャート－1点（3・4％）である。黒曜

石，安山岩，チャートの割合は65．6％，27．5％，6．4％と黒曜石が約％を占める。その黒曜石の

中でもob－B製石鏃が19点中10点で略半数以上に昇る。

復原形の大きさは，その形態が復原できたもの22点（黒曜石製12点，安山岩製8点，チャー

ト製2点）で比較すると，黒曜製石鏃が平均1．98cmX1．42cm，安山岩製石鏃が20．OcmX1．44cm，

チャート製石鏃が2・00cmXl・35cmで，ほぼ同じ値を示す。全体的にみて1．5－2．OcmXl．0－1．5

cmにピークがある。長幅指数（長さ／幅）は，黒曜石製石鏃が平均1・47，安山岩製石鏃が1．52，

チャート製石鏃が1．52と黒曜石がやや細身であるが，すべての石材でほぼ長さと幅が3：2の

値を示している。しかし黒曜石製石鏃内で比べてみると，Ob－Aが平均1・31であるのに対しob

－Bが1．60，Ob－Cが1・56のようにob－Aが他に比べて寸づまりの形態をとることが窺える。

欠損箇所別の頻度は，欠損した石鏃16点の欠損箇所総数27のうち，先端部が6（22．2％），

脚部21（77・8％）と，極めて脚部の欠損率が高い。

石錐〔第36図8〕，背面に自然面をもつob－C製の剥片を利用したもので，錐刃部のみを両

面からの押圧剥離によって加工している。長さ1．7cm，幅0・8cm，厚さ0・2cmである。刃の断面は

レンズ状を呈する。

砥石〔第36図12－14，第40図62，第139図285〕　全部で6点の出土であるが，すべて破損し

ている。285はII層出土品（1点）と接合した例である。全て砂岩製で扁平な板状の体形をもつ。

12，14，285は赤褐色，13，62は黄褐色の砂岩である。12，13は表面に砥磨作業による平坦面をもつ

のみであるが，14，285はほぼ中央部に浅い凹部を有している。14の凹部は幅1．5cm以上で本来

は下半部へ延びた楕円形の凹部であったと思われる。285は大きな凹部の中にさらに深い長橋円

形状の凹部を有している。その幅は約2・5cmである。第40図62も14，285と同じく黄褐色砂岩製

の板状砥石の破片である。裏面は剥落しているが表面，側面は平坦な砥磨面である。凹部は幅

約1・5cm。全て周辺及び裏面も砥磨による滑らかな面で構成されている。

使用痕のある剥片〔第36図10〕　ob－A製の切断剥片を使用したものである。この他に6点

ある。

第36図9，11はob－A製の剥片である。

第2ブロック

第1号竪穴遺構の南側に位置する。石鏃1点，石核1点，磨石1点のみの出土である。
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4．III層の遺構と遺物

石鏃〔第36図16〕橙白色チャート製の剥片を素材とした凹基の石鏃の完形品である。背面

の一部に素材剥片の背面の剥離面を残している。この石鏃の素材となっている橙白色のチャー

トを用いたものは，本遺跡では石核，剥片，砕片のいずれも得られていない。よって遺跡外で

製作され，本遺跡へ持ち込まれた資料と考えられる。

磨石〔第36図19〕花崗岩製の円柱状の礫を利用したもので，主に平坦な表裏面を使用して

いる。下端部は敲痕が観察され・敲石としても使用されたと思われる。長さ14cm，幅5．9cm，厚

さ4．5cmを測る。

石核は図示していないが，安山岩製の剥片を素材とした扁平な石核で，分割面を打面として

数回の剥片剥離を施している。ただし，最終剥離面の大きさは1・2×1．5cmで，小形の剥片しか

得られていない。

第3ブロック

石器の分布域の南東隅に位置するもので，際立った密集城をもたず，散憤な状態で分布して

いる。石鏃3点とUFl点を含むのみである。石鏃15は他の石器3点より南へ7m離れているが

一括した。

石鏃〔第36図15，17，18〕15，18がob－B製の凹基の石鏃で，17が平基に近い安山岩製の

石鏃である。15は非常に薄身で小形であり，素材剥片の主要剥離面が裏面に残っている。18は

鋸歯状の側辺をもつ。両者とも片脚を欠損している。17は全面白色の被膜を帯び先端も鈍い。

第4ブロック

第1ブロックと第5ブロックの間に位置するブロックで，石器として，石鏃13点，スクレイ

パー3点，UF2点，磨石1点，石核1点が含まれている。

石鏃〔第37図20－31，33，第174図354〕20－23はob－B製の局部磨製石鏃で，23を除いて

全て欠損品であるが，23と同様の体形をとるものと考えられる。これらの石鏃はほぼブロック

の中心に分布している。23のように全て全面を研磨している。24，25は基部を欠損し全体形は

不明であるが非常に似たタイプの石鏃で，両者ともパティナをうけて灰白色化している。33の

大形三角鏃以外は，ほぼ凹基かもしくは鍬形の体形にまとめられる。26は淡緑色のチャート製

剥片を素材としたもので・先端部と片柳を欠損している。この石材による資料は本遺跡では得

られておらず，第2ブロックの16と同じく，他から持ち込まれた資料である。354は。b－B製の

石鏃が半割して出土したもので大きい破片が本ブロックより，小破片がⅠ層中より出土した（接

合資料Na9）。素材剥片の打両側を基部に用いて周辺及び脚部にリタッチを加えた凹基の石鏃で

ある。

スクレイパー〔第37図32・37〕32はob－A製の栂指状のスクレイパーで，長さ1・80cm，幅

1．32cm・厚さ0・51cmを測る。素材の主要剥離面及び背面の剥離面を留め，打面は自然面である。

37は安山岩製のスクレイパーで，素材剥片の左側辺部に，主要剥離両側からの数回の剥離によ

－53－
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4．III層の遺構と遺物

第39図　第5ブロック出土石器実測図II
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って刃部を形成している。3点ほどに分割したと思われるが，2点のみの接合で，他の一点は

不明である。約1．5mほど離れて接合した。（接合資料No．35）

第37図35，36はob－B製のUFである。他に花崗岩製の長楕円形をした磨石がある。

石核〔第37図34〕安山岩製の剥片を素材にした扁平な板状の石核である。石核の中心に向

かって求心的に剥片剥離を行なっている。打面は平坦打面である。左側辺に細かな二次加工の

ような剥離痕が認められる。中途で分割されている。2・85cmx2・80cmX0．75cm。

第5ブロック

第2凹部の左隅の前面に顕著な密集城をもつブロックで，石器としては石鏃7点，スクレイ

パー4点，UF9点，砥石1点，磨石3点，原石1点，石核3点を含む。接合資料3点がある。

ブロック中央部の密集城は，第1ブロック中央部のそれとともに，III層内においてとくに著し

い集中区をなしている。また，第1ブロックとの接合例（剥片と剥片，第213図32）がある。

石鏃〔第38図38－43〕本ブロック出土の石鏃は38，41の黒曜石製のものを除いて他は安山

岩製で，それらは全て完形品である。黒曜石製品はいずれも欠損している。38は。b－C製の凹

基の石鏃で，右側辺を鋸歯状に作出している。素材剥片の主要剥離面を裏面に大きく残してい

－55－
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る。石材より第4ブロックに入る資料かもしれない。41はob－B製の石鏃の脚部である。素材

剥片の打面が脚部末端に，背面及び主要剥離面がそれぞれ表裏面に残っており，基部整形（決

り）を行っただけの剥片鏃である。安山岩製の石鏃は，黒曜石製石鏃に比べて厚味があり，整

形加工も粗い。体形としては平基（39，42，43）と凹基（40）の両方がある。42は剥片に僅か

な周辺の二次加工を施しただけのもので，その先端部分が素材剥片の打両側にあたる。

スクレイパー〔第38図44，第39図52，53〕　44は安山岩製の不定形剥片を素材としたスクレ

イパーで，約半分を欠失する。刃部は両面からの二次加工によって作出される。現存長3．95cm，

幅2．43cm，厚さ0．85cmを測る。52は安山岩製の横長剥片を素材としたスクレイパーで，その端

部を中心に両面から二次加工を施し刃部を形成したものである。刃部作り出しの二次加工は主

に素材剥片の主要剥離面からの細かい剥離によってなされており，背面からの加工は僅かであ

る。素材となった剥片打面は平坦打面で無調整である。長さ3．65cm，幅5・75cm，厚さ0．87cmを

測る。53も52と同じく安山岩製の横長剥片を素材としたスクレイパーで，両面から細かい剥離

の二次加工を施して刃部を形成している。素材剥片の打面の状態は，その部分に粗い剥離が施

されているため不明である。右側辺部に素材の礫面を留めている。長さ40・5cm，幅6・80cm，厚

さ1・20cmを測る。52と53は素材の形状，形態，二次加工の部位も類似したもので，両者は約6

m離れて出土した。

UF〔第38図45，47－50〕　使用痕のある剥片は全部で9点出土しているが，特に密集したと

ころはなく，散慢な分布状況を示している。48はob－B製の剥片を用いたものであるが，特に

右側辺に使用痕が著しい。最下層の撚糸文土器に伴出した。

砥石〔第40図61〕　61は隅丸の略三角形を呈する淡黄色砂岩製の砥石で，2ヶ所程僅かに欠

けているがほぼ完形である。凹部はもたず全面砥磨による平坦な面をもっている。周辺もすべ

て砥磨による面取りが行なわれている。

石核〔第40図58，59〕　58はob－A製の石核で，径5cm内外の円礫素材であったと思われる。

側面図にみられるように水平方向の2回の後，打面を移動して最終剥離に及んでいる。

打面は礫の自然面を使用している。最終的に得られた剥離は厚味のある石核を半割したよ

うな形状であったと考えられる。ブロック北東隅の出土である。3・50cmX2．20cm×1・25cm。59

はob－A製の剥片を素材とした扁平な板状の石核で，ブロック中央部の剥片密集部分から出土

した。右側にある自然面を打面して求心的に剥片剥離を進めた後分割されている。正面図左上

部に素材剥片の主要剥離面が観察される。現存長3．25cm，幅2・05cm，厚さ0・95cmを測る。他ブ

ロック出土の石核と同タイプのものである。

原石〔第38図51〕　ブロック中央の密集区より出土した。石材はOb－Dで扁平な板状の体形

をしている。側面の一端に剥離痕をもっており，石質を観察したものと考えられる。

剥片として図示したものは，第38図46（obpB），第40図54（ob－B），55（ob－B），56（ob一
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第4章　調査の記録

A），57（ob－A），60（ob－B）である。

磨石は図示していないが，近接して2点出土している。1点は花崗岩製の正面観が隅丸長方

形の石鹸型の磨石で上下端の一部が剥落している。現存長9・90cm，幅6・55cm，厚さ3・35cmを測

る。全面を使用したと考えられる。もうーっ由ま石英質に富んだ花尚岩の円礫を使用したもので，

側面部に使用の痕がある。長さ11・95cm，幅8．05cm，厚さ5．52cmを測る。（小畑）

（4）小結

以上，前節においてIII層の遺構および出土遺物である土器，石器の出土分布と遺物について

詳述した。ここでIII層についての若干のまと．めをしておきたい。

（①遺構

III層の遺構は第2凹部南隅に検出した竪穴状遺構1基とそれに近接した土塀2基で，その数

はきわめて少い。ただし，このIII層の段階では第1凹部，第2凹部，（第3凹部）ははっきり

とした形を残し，天井部のない洞穴状の凹部をなしている。その空間が生活の拠点として使用されてい

たことが推測される。このことは検出遺構が第2凹部の南隅であることもこのことを補強し

ているといえよう。また，第2凹部北半部において確認した自然の流路についても考えてみた

い。

竪穴状遺構は径2．15mで不整の円形をして，内部は平坦で，壁および内部に柱穴をもつが掘り

込みは浅く，土塀2基も全く同じ要素であり，その機能・用途については明らかにLがたい。

竪穴状遺構については住居址の可能性をもとめることもできるが積極的要素はない。ただし，

これらの遺構が位置する第2凹部の南隅は第41図に示したIII層出土の土器分布の重複部か

ら明らかにはずれて，一つの空間を作り出していることに注意する必要があろう。このこと

は，石器．石片の分布状態をみても全く同様の状況が看取できるのである。このことは，竪穴

状遺構が住居址でないにしても，これらの竪穴状遺構および土塀が居住空間の中にあって何ら

かの使用目的のもとに作られたことを容易に想定することができよう。現在，これらの遺構に

ついての解釈はないが，今後の類例の増加をまちたいと思う。

なお，発掘調査中に，この第2凹部の南隅に湧水点があり，雨が降って数日間はかなりの

水のしみ出しがあったが，過去もそうであった確証はないが，当時の湧水点を知る手がかrOと

して，第2凹部北半部に広がる粘質土層と砂層の互層からなる自然流路の広がりがある。この

流路は平面的には検出が不可能であったが，各断面では明瞭に判別でき，最も厚い部分で60cm

の深さで16回に及ぶ互層が認められ，この凹部の土層堆積に伴ってこの流路も堆積が進行し，

この流路に遺物が多いことを考慮すれば，この堆積の上部，第2凹部の北隅部に当時の湧水点

があり，第2凹部の北半部は湿った状態の時が多く，そのためもあり，この時期居住区が，第

2凹部の南半部に限定されたと推測することができる。　　　　　　　　　　　　　（山崎）
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②土器について

A．土器の分布（第41図）

III層出土の各個体の土器分布を重ね合せたのが第41図である。この土器分布から，III層にお

ける遺跡利用のあり方をみていこう。

まず，土器の分布は大きくは3つのグループに分けることができる。第1グループは，第1

凹部前面であり，4個体以上の土器分布の重なりがある。第2グループは策2凹部北半部から，

その前面にかけて，13個体以上の土器の集中区が重なり合う。第3グループは第2凹部南端部

前面，第3凹部との境付近に1個体以上（？）の土器の集中がみられる。この3つのグループ

の中で最も土器分布の重なりがあるのは第2グループであり，III層の中での中心となるグルー

プである。以下，第1グループからその問題点を整理しておこう。

第1グループは，刺突文土器2個体，条痕文土器2個体，図示しない小破片土器よりなる。

条痕文土器の土器点数と集中区を除いて他の土器は集中区もまばらで，点数が少く，小破片が

多い。また，これらの土器が出土する層位は，III層の基本層となる黒色土層とは異なり，III層の

黒色土が流失，再堆積したと考えられる薄い灰褐色土層中で，礫層中に混入した状況を示して

いる。この礫層は第2凹部ではⅤ層の下部・Ⅵ層の礫層の続きであることは発掘所見から明ら

かである。このことから考えられるのは，第2凹部とその前面にⅣ層が堆積し，その上部にIII

層が堆積する2段階でも，第1凹部およびその前面は土層堆積がみられず，凹凸の激しい礫層

が露出していて，居住するには不適当な場所であったことが想定される。

以上のことから，第1グループの土器群は第2凹部前面からの流失したものが再堆積した可

能性も強く，また，条痕文土器にみられるように，約42・5mの距離で接合する土器や石器の接合

関係が認められることは，このことを傍証するものである。しかし，土器が上記の条痕文土器

を除いて，第2凹部との接合関係が認められず，第2凹部に同一個体が存在しないことや，条

痕文土器の集中から見て，この場所で廃棄．堆積したものである可能性もあるが，きわめて稀

薄で，第1凹部に本格的な居住が開始されるのはII層の堆積が開始される押型文土器の段階で

ある。

第2グループは刺突文土器9個体，条痕文土器4個以上の土器個体の重なり合いがあり，III

層段階での居住の拠点となっている。土器の分布は第2凹部北半部からその前面にかけて分布

し，南半部が居住区であったことは先に指摘した。土器の集中区の流れは南から北東部への移

動がうかがえ，いずれの土器もほぼ同様の傾向を示している。このことは，第2凹部北半部に

ある自然流路との関係で解決される。刺突文土器と条痕文土器は，ほぼ重なりあうが，傾向と

して，刺突文土器が凹部前面に分布するのに対し，条痕文土器は凹部内部の上方に分布する。

このことは，凹部が上方からの流土で埋まり，凹部が上方へ移動するのとは無関係でなく，平面

的土器の分布によっても土器の編年的関係を把握することができる。集中区からの土器の拡散
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は第2凹部前面の段丘端まで認められるが，その数は少い。

第3グループは，撚糸文土器1個体以上よりなるグループであるが，この土器の集中区は第

2凹部南端前面と第3凹部前面にあたるが，いずれも細片化していることが特徴としてあげら

れ，その拡散分布は第2凹部からその全面におよび，層位的関係でもIII層下部にあたり，III層

の中で最も先行する土器としての把握ができる。しかし，この段階は，土器数も少く，長期の

居住を意味するものでない。この土器が廃棄されてから埋まる以前に，第2凹部の使用開始が

始まることは撚糸文土器の拡散状況からもうかがい知ることができる。

B．土器の層位関係（第42図）

III層中に出土した土器には撚糸文土器，刺突文土器，条痕文土器がある。撚糸文土器以外は

それぞれほぼ重複する分布が把握され，その先後関係が想定される。以下，各土器の重複部分

において，土器の垂直分布をみて，その先後関係の概略をみていきたい。第42図1はG・H．

Ⅰ．J．K－23グリットの土器の垂直分布，2はG．H・Ⅰ・J・K－22グリット，3はJ．

K．L・M・N－7グリット，4はJ・K．L．M．N－6グ1）ットの土器の垂直分布を示し

たものである。1・2は第2凹部における土器，3・4は第1凹部におけるものである。なお，

第42図は横軸に対し，縦軸を2倍にして，その層位における重なりを見やすいようにしてい

る。

1・2より第2凹部におけるIII層出土土器をみると，1・2では共に刺突文土器と条痕文土

器が混在する状況を示しているが，これにⅠ層の堆積状況を加味するとその先関係は明確に

把握できる。すなわち，1・2ではE－23グリットからK－23グリットに向って土層が傾斜し，

1から2への傾斜もある。また，両者が混在するG・H・Ⅰ－22・23グリットは先に指摘した

自然流路部分にあたり，自然の攪乱を受けていることが判明し，III層の安定した層を切り込ん

でいる。この流路部を除いた安定した層位中には刺突文土器のみが出土している。これをみる

と，より安定した層位に刺突文土器が存在し，自然流路中に刺突文土器と条痕文土器が混在した

状況が把握され，この自然流路の形成が条痕文土器の時期にあたり，刺突文土器はその中へ混

入したことがうかがえる。第2凹部での土器の先後関係は，刺突文土器が条痕文土器より古く

位置づけられる。なお，撚糸文土器との関係はその分布が異なり正確に上下関係ではつかめな

かったが，撚糸文土器はIII層下部に出土し，いずれもが細片となり広く拡散していることを考

えれば最も先行する土器として把握される。よって，第2凹部III層出土土器は撚糸文土器→刺

突文土器→条痕文土器の序列がつかめる。

第1凹部での関係，3・4は出土土器も少く，土器が本来的にこの場所を原位置とするか否

かに問題があることは先に指摘したとおりであり，この部分での先後関係の把握は困難である。

（山崎）
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③石器について

III層は燃糸土器，刺突文土器．条痕文土器に該当する時期であるが，それぞれ1，10，

6個体の土器が出土している。これに対し石器・石片の数は総計567点で，石器は石鏃29点，ス

クレイパー8点，石錐1点，使用痕のある剥片16点，砥石6点，磨石6点が出土した。この他

石核5点，原石1点の出土がある。石器・石片の分布は，第2凹部およびその前面に集中し，

土器の分布域とほぼ一致している。ただし土器の分布は第1凹部付近にもあり，それに伴なう

石器・石片も存在する可能性がある。このような偏在的な石器．石片の分布状況は，III層（黒

色土層）を良好な堆積の分布域に限定したための結果である。

第1ブロックと第5ブロックにはそれぞれ接合資料No．38と接合資料No．34No．37No．39を含む

石器・石片の密集城があるO接合の種類が全て剥片と剥片，石核と剥片の剥離面接会（Ⅰ類一

第5章第3節参照）であること，その密集城付近の石金族が完形品であること，砕片が多いことな

どから，これらの密集城は石器製作の場であった可能性が高い。その他の部分の場の規定につ

いては厳密な判断を下し難い。

石器組成に関してはブロック別に比較することができないのでIII層全体をまとめて考察して

みたい。出土した石器・石片中に占める石器の割合は11．6％，石核が0・8％，原石0．2％である。

石器の中でも一番多いのが石鏃（43．9％）で次いで使用痕のある剥片（24．2％）が多い。これ

らを狩猟用具，植物性食物加工具，生活用具（道具製作工具を含む）に分けると，43・9％，9．1

％，47％となる。第一次生産用異聞の比率を求めると，磨石1個あたり石鏃が約5個の割合で

ある。

III層における土器型式の分期は3つである。これをその分布状態から検討してみると，発掘

区北側の分布域は土器片の分布が散憎で個数も少ないことから除外して考え，3つの時期は全

て第2凹部付近に生活域があることが判る。これにより1つの時期に1つのグループが存在し

たことを想定することができる。この1グループごとの石器数を算定してみると，石鏃9・6個，

スクレイパー2．7点，石錐0．33点，使用痕のある剥片5・3点，砥石2点，磨石2点，石核1．6点，

剥片・チップ165点となる。この数値はIII層における各時期（撚糸文土器，刺突文土器，条痕文

土器の三期）のグループが遺跡に残していった石器の平均値である。よって，この数値を検討

する際は，遺跡に残された石器の解釈に関して（1）使用頻度（消耗率）の違い（2）遺跡に残され

る痍度の違い（より運搬性の強いものか否かの違い），（3）文化層がより細かい時期に分けられ

るための時期（グループ）ごとの本来的な組成の違いを考慮しなければならない。例えば，石

錐のグループごとの個体数が1に満たない理由としては（1），（3）が考えられるし，使用痕のある

剥片と石斧を比較する場合は，前者が遺跡内でその目的を完結するのに対し，後者は常に携帯

され遺跡に残される状況が少ないという（2）の条件を考慮に入れなければならない。また後述す

る石匙や特殊な石器である異形局部磨製石器，環状石斧などについては，時期が限定されそう
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なので（3）の条件を考える必要がある。ただし，層位ごとの比較を行なう際は（3）の条件以外は無

視してよいであろう。Ⅰ～IIIの各層ごとの数値の違いについては第6節で後述するが，各層に

基本的なセットである石晩　スクレイパー，使用痕のある剥片，磨石の比率については各層と

もよく似た状況を示している。

III層（撚糸文・刺突文・条痕文土器の時期）において欠如する石器に石斧，石皿，彫器，石

匙がある。石皿の存在は磨石の存在によって裏付られ，石斧，彫器は先行文化期より存在が確

認されており，本来的に石器組成の一員をなしていたことはほぼ疑いを入れない。ただし石匙

については，その初現の時期が明確にされていないことから，積極的にその存在を推察するこ

とはできない。石匙は石鏃．石斧と合わせて縄文時代を代表する石器とされているが，その出

現の様相については明確にされていない。九州における縄文時代早期の多層遺跡をみると，早

期の古い段階に石匙が伴出する例は存在しなLiで本遺跡III層における石匙の欠落，II・Ⅰ層で

での出現の現象は「石匙は縄文時代早期前葉から出現するが，一般的な存在となるのは早期末

葉からである。というこれまでの見品を追証するものと考えたい。　　　（小畑）

く註〉

註1　長崎県岩下洞穴ではⅤ層より横型の石匙が出土しているがそれ以前の文化層には認め

られない。大分県二日市洞穴でもその存在は知られておらず，早期全般を通しても少な

い傾向にある。福岡県深原遺跡では早水台式～田村式の押型文の時期に横型の石匙が出

土している。

註2　鈴木道之助　『石器の基礎知識III　縄文』1981

－64－



5．II層の遺構と遺物

II層の遺構と遺物

（1）遺構の位置と遺構

①遺構の位置（第43図）

II層は遺跡全面に広がり，最も厚く堆積する層である。そのためか検出した遺構の数もこの

層が最も多い。遺構は第2凹部が土層の堆積で埋まり前段階での凹部の利用価値が半減するよ

うな状況になるために，この第2凹部とは関係のない分布を示し，その前面の段丘に広がる。

第1四部では前段階での利用に比べその利用価値を深め，この時期の遺構の分布は第1凹部を

中心として広がり，結果的にこの時期の遺構の分布は第1凹部から第2凹部前面，第3凹部前

面にそってほぼ並列した状況で検出した。遺構はすべてが炉址で，2－3基集中する傾向がみ

られる。また，炉址の検出面がそれぞれ段差をもっていて，炉址間で明らかに時間差を有して

いることがわかる。このことはここに居住した縄文人の単位およびその人数を推定するのに好

資料を提供するものであるが，このことについては，小結あるいは第5章遺構．遺物の分析の

ところで詳細に述べたい。

検出した遺構は石囲い炉（一般に集石炉とされるものであるが，完全に残るものは石囲いに

なっているため，本書では石囲い炉として使用する。）とその崩壊過程を示すもので計15基を確

認した。石囲い炉は北より順次番号を付した。第1号炉址は第1凹部前面N－2，3グリット，

第2号炉址は第1凹部前面Ⅰ－4，5グリット，第3号炉址は第1凹部前面J－7，8グリッ

ト，第4号炉址は第1凹部前面L－12，13グリット，第5号炉址は第1凹部前面L－15グリッ
ヽ

ト，第6号炉址は第2凹部前面K－19グリット，第7号炉址は第2凹部前面T，U－19，20グ

リット，第8号炉址は策2凹部前面Q，R－21グリット，第9号炉址は第2凹部前面Q，R－

23，24グリット，第10号炉址は第2凹部前面S－26グリット，第11号炉址は第2凹部前面0，

p－27グリット，第12号址は第2凹部前面N，，0－27，28グリット，第13号炉址は第3凹部

前面Q，R－35グリット，第14号炉址は第3凹部前面0－36グリット，第15号炉址はR－35グ

リットに検出した。

また，第1凹部にII層堆積途中において上部の丘陵が崖崩れをおこし土砂の崩落した部分が

みられる。その範囲は第1凹部全域と第2凹部の北端におよんでいる。すなわち，E－2－12，

F－1－14，G－1－16，18，19，H－1－19，Ⅰ－1－19，J－1－18，K－6－17グリッ

トの範囲で第44図でアミ目で示した範囲である。この崖崩れによって，この部分ではII層が下

層と上層に分離できる。しかし，崩落土の勢いが強かったためか，この崩落土の上下の遺物はか

なりの攪乱がみられる。
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第45図　第1号炉址実測図
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（②第1号炉址（第45図）

第1凹部前面，発掘区北端，N－2，3グリットのII層下面，礫層直上に検出した炉址であ

ー68－



5．II層の遺構と遺物

る。第2号炉址と9m，第3号炉址と11．5m

離れている。残存状態は良くないが，石の集

石および木炭混じりの灰層の広がりから，か

ろうじて炉址と確認できた。集石の広がりは

1・1mXO．7mの長方形状を示す。集石の周囲

にはこの炉を構築するための特別の掘り込み

等は認められない。集石は人頭大～拳大の石

30数個を使用しているが，その一部は下層の

礫層の石が表面に露出しているのを利用した

ものである。集石部の南半部に人頭大の石を

25cmX30cmの方形に組み，その内部に礫を入

れている状態がうかがえるが，原位置を保っ

ているものは少い。木炭，灰の広がりは，こ

の集石を中心として1・1mXl・7mの範囲に認

められる。この炉址の年代を示す直接的な遺

物の出土はみられなかった。

③第2号炉址（第46図）

第1凹部中央部，Ⅰ－4，5グリットの崩

落土の下に検出した炉址である。第1号炉址

標高65・60m

第46図　第2号炉址実測図

と約9m，第3号炉址と約5m離れている。炉址の残存状態はきわめて良好である。炉の本体

は径0・7mの円形プランを有する皿状の掘り込み内に構築されていて，径5－20cmの比較的小さ

い川原石約30個を使用している。石材はすべて花崗岩である。この炉址は一見して，集石のご

とくみえるが，これはこの炉が廃棄される時に炉の中に周辺の小石を投げ込んだためであり，こ

の下部には比較的大きめの石を敷きつめて，花弁状に石を配置している。その大きさは南北径

が0・6m，東西径が0・5mである。敷石あるいは上部の石は火を受けて赤変している。内部に木

炭，灰がわずかに認められたが，周辺には灰等の広がりはない。炉の中から遺物の出土はか、。

図面が不完全であるが，これはこの炉を現状のまま切明討），保有するようにしたためである。

④第3号炉址（第47図）

第1凹部中央部，J－7，8グリットの崩落土上面に検出した炉址である。第2号炉址と約

5m，第4号炉址と約10m離れている。残存状態は不良で，径10cm前後の花崗岩の川原石9個を

使用して径0・6mの半円状の配置が認められるが，本来の姿を保っているとは考えられない。内

部および周囲よりわずかな木炭片を検出した。石は火を受けた痕跡はあまり顕著でない。炉の
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第47図　第3号炉址実測図

周囲には掘り込みはみられないが，内部はやや凹んでいる。崩落土の直上に構築されている。

約1m離れて出土している黒曜石があるが，これはこの炉と何らかの関係があるものと思われ

る。炉の内部から遺物の出土はないが，炉の南側に遺物の集中区が認められる。

⑤第4号炉址（第48図）

第1凹部南端部前面，L－11，12グリットに検出した炉址で第3号炉址と約5m，第5号炉

址と約3m離れている。II層上部に存在する。残存状態は良好である。南北径1．05m，東西径

0．8mの楕円形プランで深さ25－30cmの皿状の掘り込みに構築される。径5－20cmの花崗岩の川

原石約50個を使用していて一見，集石のごとくみえるが，これは第2号炉址と同様で廃棄され

る時にその内部に石が投げ込まれるためである。これら後の石を取りのぞくと，炉が本来使用

－70－



5．II層の遺構と遺物
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第48図　第4号炉址実測図

された時の状態を示すが・この炉はややくずれていた。図面にはその状態では示していないが，

掘り方の縁にそって径20cmの扁平な石17個をたてて囲むが，部分的に石が欠落している。こ

れは廃棄時期に囲んでいる石もその内部に落ち込んだ可能性があり本来はきれいに1周する固

いがあったものであろう。底には敷石はなく，素掘りのままである。炉体の石あるいは投げ込

まれている石は火を受けて赤変している。炉の内部には木炭片を含んだ灰で埋っていたが，周
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辺には灰・木炭は

あまりみられない。

炉内部からは，押

型文土器（第91図）

と鹿部に木葉痕を

もつ土器が出土し，

周辺の土器との接

合関係があり，当

時の生活面の把握

ができる。

（む第5号炉址（第49図）

第1凹部と第2

凹部の境の前面部，

L，M－15グリッ

トのII層上部に検

出した炉址である。

第4号炉址と約3m，第6号炉址と約8・5m離れている。残存状態はきわめて良好である。南北

径1・11m，東西径0・97mの不整楕円形プランをなす深さ20cm（遺構を確認した時点ではやや掘

り過ぎた状態であり，実測図で上部の石が浮く状態である。実際は炉の上部（石の所より掘

り込まれたと考えられるので，深さは30cm前後となろう）の皿状の掘り方の中に構築されてい

る。この炉址も第2，4号炉址同様に炉の内部に石が投棄されているため一見して集石の状態

を示している。炉址の内部は投棄された石および木炭まじりの灰で埋まる。石は径10－15cmの

扁平な花崗岩の川原石21個で，すべて焼けて赤変している。周辺部には灰あるいは木炭の広が

りはみられない。炉体は掘り方の壁に密摸させてやや大きめの扁平な花崗岩川原石（径25－30cm）

を丁寧に敷きつめ，その間にやや小さめの石で補っている。30個の石を使用している。

形状は掘り方に密接して敷石をしているので掘り方同様に浅い皿状をなしている。敷石は火

を受けて赤変しているが，その状態は内部ほど強く，上部の石にはさほど赤変していない石も

部分的に認められる。上部はやや石がまばらになる部分があり，本来はさらに上部に石を置き

完全なものであったのが，この炉の廃棄時に上部に使用した石を炉の内部に投棄したものと考

えることができる。第2，4号炉址の炉内にある石も同様の結果によるものであり，このこと

も最も完全な姿で残っている12号炉址から推測することができる。炉内よりの出土遺物はない。

⑦第6号炉址（第50図）
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第51図　第7号炉址実測図

第2凹部北端部前面，K－19グリットのII層下部に検出した炉址である。第5号炉址と約8・5

m，第8号炉址と約12m離れている。残存状態は良好でない。南北0・65m，東西0．4mの小さな

方形プランに敷石もしている炉で，周囲に掘り方はみられない。炉の上部および周辺部から木

炭片を若干検出したが，灰の堆積はみられない。炉は花崗岩の径5－20cmの扁平な川原石を使

用している。石は数個は火を受けて赤変しているが，他はあまり赤変していない。

この炉址は形態的に他の炉址と異なり敷石面が平坦であり，かつ小型である。残存状態の良

好な炉址にみられる皿状，あるいは垂直に立ちあがる壁の形成がみられない。また炉が崩壊．

拡散状況を示していないことは敷石の状態から明確である。このことはこの炉を一つの形態と

して把握すべきか，あるいは本来皿状に構築されたものが何らかの理由により削平され底のみ

が残ったと考えれば小型であること，敷石が平坦であること，掘り方がないこと等理解できる
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第52図　第8号炉址実測図

が，発掘時の所見ではそれらを証明するも

のは得ることができなかった。

⑧第7号炉址（第51図）

第2凹部前面で段丘の端に近い位置，す

なわち，T－19，20，日－19，20グリット

にわたって存在し，II層上部～Ⅰ層にわた

って検出した炉址である。第6号炉址と約

17m，第8号炉址と約6m離れている。し

かし，第7号炉址は炉としての形状は残し

てなく，完全に崩壊し，集石状態を示して

いるにすぎない。南北約0・9m，東西約1．1

mの範囲に径5cm～20cmの扁平な花崗岩の

川原石35個を集石したものである。石の中

には火を受けて赤変したものも含んでいる

が，大部分は赤変していない。石材は比較的多いがすべての石が原位置を保っているものはな

い。炉の近くから沈線文土器，条痕文土器が出土しているが，この炉址の年代を正確に示すも

のではない。この炉は自然に崩壊拡散したものではなく人為的に破壊集石されたものである。

本来炉の構成された場所であったかどうかについては明確にできない。

⑨第8号炉址（第52図）

第2凹部前面，F－1号古墳の墓壙の掘り方の北側に近接して検出した。Q－21，F－21グ

リットにわたっていて，検出面はII層上部である。第7号炉址と約6m，第9号炉址と約3m

離れている。炉としての積極的な根拠はないが，人為的な集石であることは疑いない。南北約

0・9m，東西0．3mの範囲に径5cm～10cmの比較的小さな花崗岩の川原石を20個集めている。集

石のまわりには掘り込みもみられず，石も肉眼的に見て火を受けた痕跡はない。炉址以外の目

的で集石されたものである可能性が強いが，ここでは一応，炉の中に含めておく。集石中より

スクレイパー1点と土器の細片が出土している。

⑲第9号炉址（第53図）

第2凹部中央部の前面，F－1号古墳の墓壙掘り方の南側，II層上位に検出した炉址である。

第8号炉址と約3m，第10号炉址と約4m，第11号炉址と約6mと離れた位置にある。残存状

態は悪く，炉が崩壊拡散した状態を示している。径10cm～30cmの扁平な花崗岩の川原石25個を

使用したもので，南北1．5m，東西1．3mの範囲にあり，平面的には径約1．5mの半円状をなすが，

原位置を動いていることは明確である。石はそのほとんどが火を受けて赤変していて，周囲か

らは木炭片が多く検出できる。炉の自然崩壊による拡散とみるのがより可能性が強い。ただし，
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第55図　第11号炉址実測図

この炉址の西側には黒曜石剥片，チップが多く，黒曜石間に接合関係がある場所に近接してい

るので他の要素を考慮する必要があろう。

⑪第10号炉址（第54図）

第II凹部の前面，段丘の端に近い部分，S－26，27グリットにわたって位置し，II層の中位

に検出した炉址である。第9号炉址と約4m，第11号炉址と約6m離れている。炉の残存状態

はきわめて不良で拡散状態が激しい。集石は約1．8mX1．5mの範囲に点々と散布したような状

況である。径5cm～20cmの比較的小さい花崗岩の扁平な川原石31個を使用している。火を受け

て赤変している石は14個で，ほぼ半分の石が焼けている。集石の東側に接して，灰をかき出し

たのではないかと思われる部分が南北1・9m，東西0・9mの楕円形状の範囲で認められる。（ア

ミ目部分）Ⅰの部分は暗褐色土で個体のやや大きい炭が混入し，IIは淡褐色土でわずかに小さ

い灰がまじる。Ⅰは灰のかき出しによる灰の堆積，IIはその拡散とみられる。この炉は石材の

拡散が激しいものの炉の原位置を大きくは動いてないものと考えられる。この炉は自然崩壊に

よった可能性が強い。なお集石の中に石皿片（第145図334）1点と磨石（第145図333）1点があり，石
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皿片は下面に火を受けた痕跡があった。

⑫第11号炉址（第55図）

第2凹部南端の前面，0－27，p－27グリットでII層下位において検出した炉である。第10

号炉址と約6m，第9号炉址と約6m，第12号炉址と約2m離れている。炉の残存状態は良好

で，隣接して存在する第12号炉址とは明確な面をもってレベルに段差があり，この炉址が第12

号炉よりも古いことが判明した。南北径約0・6m，東西径約0．8mの楕円形プランで深さ15cmの

浅い皿状の掘り込みにつくられた炉で比較的小型である。炉体は径5－25cmX20cmのやや大き

めの石を中心に置き，その周囲に径5－20cmのやや小さめの石18個を配したもので，第4号炉

址と同様に平坦な敷石となる。石材はすべてが花崗岩の扁平な川原石を使用している。石の表

面は火を受けて赤変する。この炉の覆土は炭まじりの灰層で，中より炭化したドングリの実（？）

1点も検出した。周囲には炭，灰のひろがりはみられない。

⑱第12号炉址（第56，57図）

第2凹部南端前面，N－27，28，0－27，28グリットにわたって広がりをもつ炉址で，II層

中位に検出した。第11号炉址とは近接しており約2m離れ他の炉とは8m以上離れている。残

存状態はきわめて良好で，本遺跡の中では最も完全な姿を残している。炉は本体部とその周囲

を固める敷石部，灰のかき出しとその拡散部よりなっている。この炉は切り取り保存の処置を

したので炉の掘り込み部分の調査を実施してないが，少くとも径1m前後，深さ30cm以上の掘

り方があったことは炉の構造より明らかである。炉体は径20cm～25cmの扁平な川原石を30個以

上使用している。炉はまず壙の中心部下面に30cm×25cmの大きめの石を配し，その周囲，掘

り方にそって扁平な大きめの石を立てて囲み，さらにその上段に最初の立石の裏側にはめ込む

ように立てて炉の壁体をつくりだし，各石の隙間はやや小さめの石で完全なまでに塞いでいる。

炉休部は0．6mX0．5mの隅丸の方形プランで，深さ25cmを有している。次に炉の補強のためか，

炉の周囲に扁平な石を敷きならべて，一辺1mの方形に仕上げている。内部は炭まじりの灰

と径10cm前後の川原石で埋まっていた。炉内部の石材の表面および炉内の石は火を受けて赤変

している。内部の石はこの炉の廃棄時に投げ込まれたであろうことは先にのべたとおりである。

また，この炉の南側と北東部に径10cm前後の小石が多くみられる。いずれも火を受けたもの

で赤変しているが，南側のものは10個で明らかに人為的に炉の横に集石したものであり，この

炉の使用方法に関しての示唆を与えるものである。北東部の石はやや大きめの扁平な石も含ん

でいて，あり方も比較的集中する部分もあるが，散在するものも多く，レベル的に，この炉の

本体より若干下にあり，他の炉が自然崩壊し拡散したものとみることができるが炉を取りあげ

たこともあり明確にすることはできなかった。

炉の南側に灰のかき出しがあり，炉の南東部に接して1・1mX0．7mの範囲に灰が多量に混在

する灰層の堆積があり，その周囲3mX1．5mの範囲にはその拡散部と思われる炭混じりの薄い
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第59図　第15号炉址実測図
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灰の堆積がある。周辺および灰層から遺物が若干出土しているが，いずれも細片で年代を決定

するまでにはいたっていない。

⑭第13号炉址（第58図）

第3凹部北端部前面Q－35，Q－36グリットのII層上部に検出した炉址である。第14号炉址

第15号炉址とはきわめて近接し，第14号炉址と約1m，第15号炉址と約1m離れる。第12号炉

址とは約17m離れている。残存状態は良好でなく，破壊された集石状態を呈している。集石は

南北0・75m，東西0・65mの範囲にあるが，その状態は下部に径20cm前後の扁平な花崗岩の川原石

を敷き，その上部に径10cm前後の花崗岩の川原石を積んでおり，花弁状に敷石し，断面が浅い

皿状をなす炉（第5号炉址）が半壊した状況である。石材8個を使用する。石の大部分は火を

受けて赤変している。集石のまわりには掘り込みはみられない。集石内および周辺に炭が散布

する。

⑮第14号炉吐（第58図）

第3凹部北端部前面，Q－36グリットのII層上位に検出した炉址である。残存状態は不良で，

第13号炉址同様に集石状態を示している。集石は径0・6mの円形状をなしていて，石は径5－15

cmの花崗岩の扁平な川原石28個よりなる。石はそのほとんどが火を受けて赤変している。破壊

の状況は第13号炉址よりさらに進んでいて，敷石も原位置を保っているものは少ないと思われ
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る。集石内および周辺には灰が散布する。

⑯第15号炉址（第59図）

第3凹部北端前面，R－35グリットのII層上位に検出した炉址である。第13号炉址とはきわ

めて近接するが，第13号炉址よりやや下位にある。残存状態は不良で，第14号炉址よりさらに

拡散された状態にある。集石は南北1・5m，東西0・9mの範囲に径5cm～10cmの花崗岩の肩平な

川原石21個が散在した状態であり，原位置を保つものはない。石はそのほとんどが火を受けて

赤変している。集石の間には炭が検出できるがその数は少い。

以上，II層より検出した遺構（炉址）について詳述したが，ここで若干の整理をしておきた

い。15基の炉址の中で確実な炉址として比較的残存状態の良好な炉は第2号・第4号・第5号・

第6号，第11号，第12号，第13号の7基である。また，確実に炉が崩壊し拡散状態にあるもの

として，第1号，第9号，第10号，第14号，第15号の5基である。あ）の第3号・第7号・第

8号の3基は炉址と考えるよりむしろ，他の目的のために集石された可能性の強いものである。

号数は付していないが，第11号炉址と第12号炉址の間にある石の散在は炉が崩壊拡散した可能

性の強いものである。

確実な炉址および炉址が破壊拡散したものについて時期の検討が必要であるが・炉址に確実

に土器が伴うのは第4号炉址のみでありそれ以外は土器細片あるいは検出面が判明しているの

みである。このことは後に炉址のタイプ分類と合わせて考察を加えることとする。（山崎）

（2）土器の出土状況と土器

II層の出土土器は押型文土器が主体を占めそれに無文土器，条痕文土器がわずかに伴出する

が，II層自体の層の厚さ，あるいは遺構との関係を知るために同一個体を識別・III層同様各個

体ごとにその出土状況，土器について説明を加える。

①押型文土器Ⅰ（第60，61図）

II層下部より出土する山形文を施文する押型文土器で第2凹部の前面，F－1号古墳前面の

段丘端部に近い，p－20，Q－17，21，23，27，R－21，22，S－21，22，24，U－22グリッ

ト，および古墳墳丘中に分布する。特にQ－21，R－21，22グリットに集中区がみられるが・

古墳の墓壙に接している。集中区の大部分が古墳の墓壙によ．って破壊されていることは，古墳

の墳丘中よりかなりの破片が出土していることからも肯首できる。

同一個体と考える破片は総数25点である。いずれも破片となって接合関係が少いが，各部の

破片から復原したのが1である。小型の深鉢形土器で復原田径17・4cm，推定器高17cm，胴部が

やや丸味をもって尖底の鹿部にいたると考えられるが，鹿部破片を欠失するために鹿部の形状

は不明。胎土は上質で焼成は良い。色調は暗褐色をなす。器壁は薄く，言綾部で0，5cm，鹿部付
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近で0・9cmを有する。外面には拓影にみる山形文を横走させるが言緑部2．8cmの間は無文帯とし

て放置している。また，口緑部内面にも帯状に外面と同一原体による山形文を横走施文してい

る。口綾部は原体で押さえ，平坦にして山形文が施文される特徴がある。1－25の破片を観察す

ると押型文原体の復原が可能である。いずれの破片でも文様の反復は2単位ごとに認められ，そ

の長さは1・4cm前後で各破片による差はない。この2単位（1．4cm）は原体の一周の長さであり，

これより割り出した原体の直径は約0・45cmである。原体長については，原体端部を無視し，重

複関係にみられる間隔幅を抽出すると1．4cm～3．9cmの長さが求められるが，いずれも原体両端

部を残すものはなく，先に抽出した間隔幅よりも実際は長いものであることは明らかである。

2－9の破片より言縁内面の文様帯を5．5cmと割り出せるが，この文様帯に重複関係が見られない

場合は5．5cmよりやや長い長さが求められる。また重複がみられる場合でも重複部の間隔幅3．9

cm以上の原体長が求められる。以上よりこの土器に使用された施文原体は直径0・45cm，長さ3．9

－5・5cm以上。15－20条2単位のものと推定できる。

施文法は横刻原体で山形文を横走施文（一部斜方向がある）したものである。施文順序は，

内面文様帯と言縁端部の関係は2の破片から明瞭であるが，外面との関係は明らかでない。し

かし，後に述べる外面の施文順序と口縁端部との関係からみれば，言緑端部の施文文様に乱れ

がない点から，口縁端部と外面との施文順序は外面の施文が先である可能性が強い。これを土

器全体でみた場合，その作業手順のスムースさからみて，先ず，外面の施文からはじめ，内面，

言縁部の順序をとったと考えられる。外面の施文は，土器整形後，言緑部から胴部にかけて一

段ずつ左から右（？）へ移動させながら施文し，ついで，土器を倒立させ，鹿部を中心に放射

状に一段ずつ右まわりに施文したと思われる。この時，先に施文した口緑からの施文文様と重

複関係が生じたと思われる。この間の事情を示すのが10にみられた施文文様の重複関係である。

内面および言緑端部の施文は右まわりに移動されたと思われる。

②押型文土器II（第62，63図）

第1凹部中央部前面の9mX3mの範囲，すなわち，J－5，6，K－5，6，L－5，6，

M－6，N－5グリットに分布し，N－5グリットの1点を除いて，すべての土器片が集中し

ている。II層下部に多く出土するが，接合関係はみられない。

土器は山形文を施文する押型文土器で，同一個体と考える土器片総数は36点であるが，いず

れも小破片でその全形を知ることはできないが，大型の深鉢形土器になるもので，器形的には

押型文土器Iと類似するものであろう。第63図の1，2は口綾部破片，4－7，9－11は言綾

部付近の破片，8，12－29は胴部破片である。外面には拓影にみるように山形文を横走施文す

るが，口緑部に2cm以上の無文帯をつくり，言縁部内面に帯状に外面と同一原体による山形文

を横走施文している。口唇部は原体で押さえ平坦にして山形文が施文される特徴があるがこれ

は，押型文土器Ⅰと全く同じ特徴である。
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第60図　押型文土器Ⅰの出土分布図
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第61図　押型文土器Ⅰ実測図
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第63図　押型文土器II実測図

破片の観察から押型文原体の復原をこころみると，いずれの破片においても文様の反復は2

単位ごとに認められ，その長さは1・8cm前後で各破片による差はない。この2単位一周分の軌跡

から，原体の直径は0．57cm前後が求められる。原体長は両端部を残す破片がないため正確につ

かめないが，施文の重複関係から，その間隔はそれぞれ3．1cm，2・3cm，3・5cm以上であることか

ら，少くとも3．5cm以上のものであったことがわかる。以上より，この土器に使用された施文原

体は直径0・57cm，長さ3．5cm以上6条2単位のものと推定される。施文法，施文順序は破片で

あるため把握しがたいが，特徴的に押型文土器Ⅰと同様と考えられる。

器壁は0・6－0・8cmの厚さで，胎土には石英，長石，雲母の砂粒を多量に含むが良質で，焼成

は良いが保存状態が悪い。色調は赤褐色をなす。外面にススの付着がわずかに認められる。
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第64図　押型文土器IIIの出土分布図
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第65図　押型文土器III実測図

③押型文土器III（第64，65図）

第2凹部北半部前面の13mX12mの範固，K－19，L－21，23，N－19，20，21，22，0－

19・20・p－19，22，R－25グリットに分布し，L－21，N－19－21，0－19，20，p－19，

20グリットの10mX5mの範囲に集中部が存在する。土器はII層下部に多く出土し，接合関係

は最も離れたもので7・5mである。

土器は山形文を施文する押型文土器で，土器片総数22点である。接合が良く，全体の％が現

存し，全形を知ることができる。器形は第65図1に示したように小型の尖底深鉢形土器になる。

口径17．4cm・推定器高17・4cm，胴部は張らずに，鹿部から直線的に口綾部にいたる。口綾部は

直言し，端部は丸くおさめる。鹿部は欠失するが，ほぼ通常のものと大差ないものと考える。

鹿部のやや上方にひずんだ段が存在するが，これは鹿部が特異な形状を示すものでなく，粘土

接合の際生じた段とみた方が良いものである。器壁は薄く，最も薄い部分で0．4cm，厚い部分で

0・8cmをはかる。胎土は上質で焼成は良い。色調は内外共に赤褐色をなす。外面にススの付着が

著しい。外面全面に山形文を横走施文するが，内面には文様はない。

この土器に使用された施文原体は一種類であることは文様から明らかである。原体直径は文
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第66回　押型文土器Ⅳの出土分布図
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第67回　押型文土器Ⅳ実測図

様の反復が2単位ごとに認められ，その一周の軌跡が1・1cm前後であることから，0．35cmが求め

られ，原体長は原体両端部が存在する部分がないために正確につかめないが，原体の重複部分

との間隔幅が1・8cm～3．6cmの間にあり少くとも原体は3・6cm以上あったと考えられる。以上より

施文原体は直径0．5cm，長さ3・6cm以上，11条以上，2単位のものと推定できる。

施文法は施文文様の切団合いから，先ず土器の整形後，口縁部に、1－2段左まわりに横走施

文し，次に土器を倒立させて，鹿部より言緑に向って5－6段の横走施文を右まわりに行って

いる。この時，鹿部に近い部分は，鹿部を中心に放射状の施文となり，原体は回転せず，半回

転していた。その部分に段を生じる。

④押型文土器Ⅳ（第66，67図）

第1凹部と第2凹部の境の突出部前面の17mX8mの範囲，J－17，18，K－16－18，L－

21，N－13，17グリットに分布する。特にJ－17，18，K－16－18グリットに集中し，集中区

内では良く接合し，最も離れて接合するのはK－18グリットとN－13グリット間で約11m離れ

ている。

土器は山形文を施文する押型文土器で，同一個体と考える土器片総数は18点である。鹿部が

ないが，ほぼ全形を知ることができる。器形は第67図1に示したように中型の尖底深鉢形土器

になると考えられる。復原田径22cm，推定器高19cm，鹿部から外方に張り出し，胴部がやや張

る。口緑は直言し，端部は丸くおさめる。鹿部は欠失するが普通の尖底になると考えられる。

器壁は比較的薄く0．6cm～0．8cmをはかる。胎土には石英，長石，その他の砂粒を混入するが良
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第68図　押型文土器Ⅴの出土分布図
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第69図　押型文土器Ⅴ実測図

質で，焼成は良い。色調は外面が灰褐色～赤褐色，内面は褐色～黄褐色をなす。外面の胴上半

部一言縁にススが付着し，胴下半部は二次加熱のため赤変している。内面の胴下半部には焦げ

つきの炭化物が付着する。外面は全面に横走の山形文を施文し，言綾部内面にも帯状に同一個

体で横走施文している。

この土器に使用された施文原体は一種類である。原体直径は文様の反復が2単位ごとで認め

られ，その一周の軌跡が1．8cm前後であることから，0・57cmが求められる。原体長は原体両端部を

残す施文がないため正確にはつかめないが，内面の帯状施文から2・8cm以上であったことが知

れる。以上より，この土器の施文原体は直径0．57cm，長さ2・8cm以上，7条以上，2単位のもの

と推定される。

施文法は横走施文である以外は，表面観察は不可能である。

⑤押型文土器Ⅴ（第68，69図）

第2凹部中央部前面の7mX4mの範囲，L－22，M－22－24，N－23，0－23グリットに

分布する。接合関係は認められない。

土器は山形文を施文する押型文土器で，同一個体と考える土器片総数は14点である。いずれ

も小破片でその全形を知ることはできないが，中型の尖底深鉢形土器になると考えられる。第

69図1は言綾部，2は口綾部付近，3－14は胴部破片である。1の口綾部破片は排土中よりの

出土である。言緑部は丸くおさめ，わずかに外反させる。外面の言緑下1．9cmは無文帯として

施文がみられない。無文帯以下は横走施文。言緑部内面にも帯状に横走施文があるが，長さは

不明。2の破片からも同様のことがわかる。胴部破片はいずれも外面に横走施文したものであ

る。器壁は0・7cm前後で比較的薄い。胎土には石英，長石の他，花崗岩の小石を多量に混入して

良質でない。焼成は良好。内外共赤褐色をなす。
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5・II層の遺構と遺物

第71図　押型文土器Ⅵ実測図
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この土器に使用された原体は一種類である。原体直径は文様の反復が2単位ごとに認められ，

その一周の軌跡が1・4cmであることから，0．45cmが求められる。原体長は原体の間隔あるいは重

複部が判然としないので明らかにできない。

⑥押型文土器Ⅵ（第70，71図）

第2凹部北半部から第1凹部の境の17mX4mの範囲，J－6，13，18，21，K－14，17－

19，L－20グリットに分布し，J－18，19，K－17－19，L－20にかけて集中区がみられる。

やや拡散があ年，J－6は第1凹部中央部まで広がっている。

土器は楕円文を施文する押型文土器で，同一個体と考える土器片の総数は18点である。接合

関係が良く，約％が現存し，鹿部を欠くがほぼ全形を知ることができる。器形は第71図1に示

したように小型の尖底深鉢形土器である。復原田径18・7cm，推定器高18・4cm・口綾部は直言し，

端部は丸くおさめる。器壁は小型のわr）にやや厚く，0・9cmをはかる。胎土は良質で焼成は良い。

色調は暗灰黄色をなす。外面には楕円文を全面に横走施文し，言綾部内面にも幅9．4cmで帯状に

外面と同一原体で横走施文している。それ以下は板状の工具で削るような調整がみられ，その

方向は内鹿部で縦方向，胴部で右下がりの斜方向である。

この土器施女原体は一種類で，原体端部は片側から削った片刃状をなしていることが推定で

－97－



第4章　調査の記録

A　　 B　 C　　 D　 E　　 F　　 G　 H　 I　 J ．一一 一K ．　 L　 M　 N　 O　　 戸　 U　 ．く　　 b　 l　 U　　 V

1

2

3

4

5

8

7

8

9

1 0

日

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 8

2 7

′／
′
／

′
′

－ ■

／
′

／
l

／
／

．′′

■

／
／

／
／

／

十
l
l

l
1－＿
、

、

、

、
1
l

l
l
、

・ ，Ⅰ、
l
l
t

l

r
＼
1
1
、

1
／
Ⅰ
．

－

ヽ
ヽ
ヽ
＼

ヽ
、ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

1
、

1
／
／
／
／
／
Ⅰ
、－

／ ）1
月

′
′

′
／

、
1
1
1
、

1 －－
／

／
／

′
′
／
／

誰 甘 ′′／ノ
／

．l
／－／1

（／／ ／／ ′－＼．　－ヽ
ヽヽヽ．ヽヽ

l ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

1
、

．

．

．

．

●
・

1
、
1

’ヽ　　　 一一．
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

．

、
．

l ＼

l

ヽ
一一－ちi

．、．ヽ
ヽ

、 ／

1　 ．
．、．．′

2 8
田

一一一一一

29
30
31
32
33
34
35
38
37

3 ヽ
＼
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

l

l
l

l

1

．－・－ － －　－．．．．・一・．
l 月 、

、

′

／

／
′

1

1

第72図　押型文土器Ⅶの出土分布図
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5・II層の遺構と遺物
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第73回　押型文土器Ⅶ実測図

き，文様の反復は2単位ごとにみられ，その長さは1．3cm前後である。原体直径は0・41cmである。

原体長は正確に抽出できないが，内部文様帯より5．4cm以上の長さが推測できる。以上より，こ

の土器の施文原体は直径0．41cm，長さ5．4cm以上　7条以上2単位のものと推定できる。なお原

体の刻みは斜方向の刻みである。

施文法については，その施文順序の詳細について明らかにできなかった。

⑦押型文土器Ⅶ（第72，73図）

第2凹部中央部前面，段丘端部12mX2mの範囲，すなわち，T－22，Ⅴ－24－27グリット

に分布し，Ⅴ－24－26に集中区がみられる。接合例はない。

土器は楕円文を施文する押型文土器で，同一個体と考える土器片の総数は11点である。いず

れも小破片で器形を知ることはできないが，破片からみて小型の尖底深鉢形になるものであろ

う。器壁は薄く0．5－0．6cm前後で鹿部にむかってやや厚さを増す。胎土には石英，長石，雲母

を含み，部分的に花崗岩の小石を含んでいるが，良質である。焼成は良好で，色調は外面が赤褐

色，内面が黄褐色である。外面にはススの付着が認められる。

胴部破片のみで言綾部，鹿部と欠いているが外面には全面に横走する小さな楕円文が施文さ

れたものであろう。内面は1，3，8，10，11がヘラ状工具で荒くヘラ削りがみられ，2，4

－7，9は幅0・3cm前後の条痕状の凹線を横位ないしは縦位に施している。

施文は一種の原体を使用したものである。各破片の観察から，文様の反復は3単位ごとに認

められ，その一周の軌跡が1．2cm前後であることから，直径0．38cmが求められる。原体長は，破

片が小さく求め難いが，文様の重複からみれば2cm以上が求められる。以上よりこの土器の施

文原体は直径0．38cm，長さ2cm以上，9条以上3単位のものと推定できる。施文方法について

は明らかにできない。

⑧押型文土器Ⅷ（第74，75図）

第2凹部北半部，H－23，Ⅰ－21，22グリットのII層下位に検出した土器である。

－99－



第4章　調査の記録

．　 ；　　　　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　 ・　 ・　 ．

1

2

3

4

5

8

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 8

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 8

2 7

．′
′

′
′

′

1

－

／
／

′
シ′

．一一 ．L

′
′

／
／

／ l

王 ／′／l111
、

l／＼－“№ ＼

Ⅲ 」
．

l

＼

＼

＼

l

l

、

／

／
l

lm顎 ＼

ヽ
ヽ

＼

ヽ

l

一 一 『■ ‾

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ム＼ ＼、 、1．／／／ 1 ／／／・、ll
l

、

／

／

／

，

′
′

ノ
′

誰〝 （ ′′．′／L
／

／／（ ＼ 方′
・

（（／ ／l．．．－
．

／

・

●

．
l

l

l

－

／／／〟／ l1l、、l
l

－⊥

／／

＼
＼

ヽ
－－、、．ロー、－．＿

、一一一一 ＼、
一一、

ヽ
2 8

／ l

2 9

3 0

3 1

3 2

33

3 4

3 5

3 5

3 7

l l ヽ
ヽヽ
ヽ

　ヽ－ヽ
＼ヽ
ヽ

．一．一一

l＼＼
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

i

／
／

1

l

l

1 ．

、

、

l

／

／

′

l

土工＋
－ ト Ⅰ一

弘 二．

L

第74図　押型文土器Ⅷの出土分布図
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5・II層の遺構と遺物

同一個体と考えられる土器破片は4点

ときわめて少い。いずれも胴部破片で，

外面に楕円押型文を横走施文し，内面に

は条痕を横位ないしは縦位に施しているO

器形は不明であるが，破片からみて大型

の尖底深鉢形土器であろう。器壁の厚さ

は0．6cm前後で比較的薄い。胎土には石英，

長石の砂粒を含むが良質。焼成は良好で，

色調は内外面共に黄褐色をなす。
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第75図　押型文土器Ⅷ実測図

外面は全面に楕円文を横走施文したものと考えられる。施文原体は一種類である。原体の直

径は文様の反復が2単位ごとに認められ，その一周の軌跡が1・1cm前後であることから，0．35cm

が求められる。原体長は1より，その一端の痕跡から1．6cm以上が求められる。以上より施文原

体は直径0・33cm，長さ1・6cm以上　4条2単位のものと推定できる。

施文法については破片が小さいため不明。

⑨押型文土器Ⅸ（第76，77図）

第1凹部南半部前面の7mX6mの範囲，すなわち，N－10・11，0－10・11，p－9－11

グリットに集中して分布する。接合関係は多くなく，4mの距離で接合される。

土器は山形文を施文する押型文土器で，土器片数は22点である。第77図1－7と8－10，11

－13までの3個体があるが・三者共に良く似ていてその識別は困難である。また，その分布範

囲も全く一致している。1－7をⅨa・8－10をⅨb，11－13をⅨCとして説明していく。第76図

の分布図中・Ⅸaは円形のドット・Ⅸbは三角形のドット，ⅨCは方形のドットで示した。

Ⅸa土器は11点があり・山形文を施文する押型文土器である。破片から器形をみてみると，か

なり大型の尖底深鉢形土器になろう。1は口綾部破片，他は胴部破片である。1は口緑部がわ

ずかに外反し幅2・5cmの無文帯を残し，その下方から山形文を横走施文し，内面は口綾部に1．5

cm幅で縦位の沈線（原体条痕）を入れ，その下方に山形文を帯状に横走施文している。他の胴部

破片は全面に横走ないしは斜走する山形文を施文するが，基本的には横走施文である。外面に

はススの付着が顕著に認められる。器壁は厚さ0・6－0．8cmで大型品としてはきわめて薄い。胎

土には石英．長石等の砂粒を含むが良質である。焼成は良好で，色調は外面が褐色～赤褐色，

内面は黄褐色をなす。

この土器に使用された施女原体は一種類である。原体直径は文様の反復が2単位ごとに認め

られ・その一周の軌跡が1・8cm前後であることから0．57cmが求められる。原体長は，重複のみ

られない文様幅で2．7cm以上が考えられるO以上より施文原体は直径0．57cm，長さ2．7cm以上，

6条以上2単位と推定できる。
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第76図　押型文土器Ⅸの出土分布図
10M

』。Ⅰ。＿＝昔一二二二∃



5・II層の遺構と遺物

嘩翼

IO

賢才
第77図　押型文土器Ⅸ実測図

施文法については言綾部内側の帯状施文→言緑の沈線（原体条痕）→外面の施文（重複関係

が複雑でその順序は明らかにLがたい。）となる。

Ⅸb土器は4点あり，2点が接合する。山形文を施文する押型文土器である。8は言綾部付近

の破片・他は胴部破片である。器形は明らかでないが大型の尖底深鉢形土器になろう。8は言

緑外面下に幅は不明であるが無文帯を有し，その下方から山形文を横走施文し，内面には同一

原体による施文帯がある。言綾部の縦位の沈線（原体条痕）の有無は言緑を失うため不明。胴

部は全面に山形文を横走施文する。器壁の厚さ0．7cm前後，胎土には石英，長石の砂粒を多量に混

入する。焼成は良い。色調は外面が黒褐色，内面が褐色～赤褐色をなす。

この土器の施文原体は，端部がゆるやかな孤を描き，やや片刃状に形成されていることがわ

ー103－
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第78図　押型文土器Ⅹの出土分布図
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5・II層の遺構と遺物
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第79回　押型文土器Ⅹ実測図

かる。直径は，文様の反復が2単位ごと，1．6cm前後であることから，0．51cmが求められる。長さ

は重複部が複雑であるが8の破片より2．6cm以上が考えられる。以上よりこの土器の施文原体は

直径0．51cm，長さ2．6cm以上，4条以上2単位のものと推定できる。

施文法は明らかでないが8の施文では原体の一周ごとに停止していることがわかる。

ⅨC土器は5点がある。山形文を施文する押型文土器である011－14は胴部破片，15は鹿部破片

である。外面全面に山形文を横走施文する。器形は明らかにできないが中型の尖底深鉢形土器

となろう。器壁の厚さ0．7cm前後，胎土に石英．長石の砂粒を多量に含む。焼成は良好，色調は

外面が黄褐色，内面が赤褐色となる。

この土器の施文原体は，文様の反復が1．7cmごとに認められることから，直径は0・54cmが求め

られる。原体長は文様が不鮮明で，かつ重複関係が複雑であるために明らかでないが少くとも

1・7cm以上であることは間違いない。以上により，この土器の施文原体は直径0．54cm，長さ1・7cm

以上，4条以上2単位のものと推定できる。

⑲押型文土器Ⅹ（第78，79図）

第1，2凹部の前面に散発的に分布する土器で11－5の土器の同一個体のみがR－20，22，

24グリットに集中している。土器片が少いのは古墳の削平によるもので3点が古墳墳丘中より

出土している。

第79図1－5は同一個体の破片で他に1点がある。いずれも胴部の小破片である。山形文を

横走施文する押型文土器である。器形については明らかにできないが，大型の尖底深鉢形土器

になろう。器壁は1cm前後でやや厚い。胎土には石英・長石・雲母等の砂粒を含むが良質で，

焼成は良い。色調は内外両面共に黄褐色をなす。外面にススの付着が著しい。

この土器の施文原体は，文様の反復が2単位ごと1・7cm前後で認められることから，直径0．54

cmが求められる。原体長についてはその重複関係から1・9cm以上の長さが求められる。よって，

施文原体は直径0．54cm，長さ1．9cm以上，5条以上，2単位のものと推定できる。

6－12は，6・7が同一個体である以外はほとんどが別個体の破片である。
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第80図　押型文土器Ⅶの出土分布図
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6．7は同一個体と考えられ，6は言綾部付近，7は胴部破片である。6は口縁外面に無文

帯（幅不明）があり，それ以下に山形文を施文し，内面にも同一原体で山形文を横走施文する

施文帯がある。上端部を欠くために口縁端の縦位の沈線（原体条痕）の有無は不明。7は外面

に山形文を横走施文する。小型の深鉢形土器であろう。器壁は0・6－0．7cmで鹿部にむかって厚

くなる。

施文原体は，文様の反復が2単位ごと1．8cm前後であることから，直径0・57cmが求められ，

原体長は重複の関係から2cm以上が求められる。すなわち，原体は直径0．57cm，長さ2cm以上，

6条以上，2単位のものと推定できる。

8は小型の深鉢形土器の言綾部小破片である。言綾部はやや尖り気味におさめる。内外面にやや

斜め方向の山形文を施文する。施文原体は文様の反復が不明であるために割り出せないが，他例

同様に2単位の反復であれば，直径0．57cmが求められる。原体長は1．8cm以上である。器壁は0・6

cmの厚さで，胎土には石英・長石の砂粒を混入するが良質で，焼成は良い。明るい黄褐色をなす。

9は小型の深鉢形土器の胴部破片である。外面に山形文を横走鳩文するO施文原体は文様の

反復が2単位，1．9cmごとに認められ，直径は0．61cmが求められる。原体長は重複関係より1．4cm

以上が求められる。よって，この土器の施文原体は直径0．61cm，原体長1・4cm，4条以上，2単

位のものと推定できる。器壁の厚さ0・6cm前後で，胎土には石英．長石の砂粒を混入し，焼成は

良い。色調は内外共に黄褐色をなす。

10は深鉢形土器の胴部破片で，外面に山形文を横走施文する。文様が不鮮明で施文原体は推

定不可能である。器壁の厚さは0．5cm前後，胎土に石英・長石．花崗岩の小石を多量に含む。焼

成は良好。色調は内外面共に赤褐色をなす。

11も同様に深鉢形土器の胴部破片である。外面に山形文を横走施文する。小破片で施文原体

は明らかにできない。器壁の厚さは0・7cm前後で，胎土には石英・長石の砂粒を含む。焼成は良

好で，色調は赤褐色をなす。

12は口綾部付近の破片である。外面にやや大きめの山形文を横走施文する。小破片で原体は

明らかにできない。器壁の厚さは0・7cm前後で，胎土には石英・長石の砂粒を含む。焼成は良く

赤褐色をなす。
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第83図　押型文土器Ⅶ実測図

⑪押型文土器Ⅶ（第80，81図）

第1凹部と第2凹部の境，岩盤の突出部前面の14mX3mの範囲，すなわちJ－18，19，K

－13，18，19，L－14グリットに分布し，特にJ－18，19，K－18，19グリットに集中してい

る。K－13，L－14グリットの土器は流れたものであろう。

土器はゆるやかな山形文を施文したもので，同一個体と考える破片12点がある。器形は明ら

かでないが，小型の深鉢形土器になると考える。器壁の凹凸が著しく，器壁の厚さは0・5cm～

0．8cmである。胎土に石英・長石の砂粒を混入するが良質で，焼成は良好。色調は外面が黄褐色，

内面が黒褐色をなす。内面はヘラ状のもので調整している。

施文原体は文様の反復が2単位，1・9cmごとに認められ，それから直径0・61cmが求められ，ま

た原体長についてはその重複関係の間隔から少くとも3．1cm以上が求められる。よって，原体は

直径0・61cm，原体長3．1cm以上，9条以上，2単位のものと推定される。

⑫押型文土器Ⅶ（第82，83図）

第2凹部から第1凹部南半部前面に散発的に分布し，一定のまとまりをもたない。G－27，

H－23，Ⅰ－21，27，J－17，M－22，p－13グリットに分布する。

1－3，6は言綾部破片，4，5，8は胴部破片で外面にやや太めの山形文を横走施文する。

口緑内部にも同一原体で施文帯がある。器壁は厚さ0．7cm前後で，胎土には石英・長石の砂粒を

含む。焼成は良く，色調は赤褐色をなす。

施文原体は，文様の反復が2単位ごと1．8cm前後で認められることから，直径0．57cmが求めら

れる。原体長は正確に把握できる部分がないが，少くとも2．2cm以上であることは施文の重複関

係から割り出せる。よって，原体は5条以上，2単位のものと推定できる。

⑬押型文土器ⅩIII（第84，85図）

第2凹部前面18mX6mの範囲，すなわち，N－25，0－23，25，26，p－24，25，Q－24，

25，S－20，21，T－20，U－20，21グリットに分布し，特にN－25，0－25，26，p－24，

Q－24，25グリットの6mX3mの範囲に集中がみられる。

土器は大型の尖底深鉢形土器で，約％が現存する。砲弾形をなし，言綾部がわずかに外反す
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－110－

0　　　　　　　　　　　　10M
L」111ⅰ　　　　　一一一」



5．II層の遺構と遺物

，

／　■　　＿

．　　　－

l

・　．　　　　　、専一　、′．

′　　　　　）．）∵十一ⅱ・　，　　　　2

111

て毒
1

こ項
も

．．　　　　　、・　　　　　　．

，．．

．　1

ltヽ1．　1

1

1

讃時苦璃産澤、曾l、
．

／

第85図　押型文土器ⅩIII実測図

．・．

3

0　　　　　　　　　　　10cM
L一一1．．　月　；　　　　　　一一」



第4章　調査の記録

A　 tj　 U　 L）　 ヒ　 ト　　 b　 H　 I　 J ．一一一K 一　 L　 M　 N　 O　 P　 Q　 R　 S　 T　 U　 V

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

日

1 2

1 3

1 4

1 5

1 。

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 8

2 7

／／
／

′
′

′

／
／
′シ′

／
′

′
／

′

－l ／
′／

l
一一－－ ／ ＼ し 、

1
、 ●

－／ ＼ “ 、
、

1 ●
●

．

′●

ヽ

＼
ゝ ・

、
1
l ・

・

． ＼
＼

l
l
、

●

●

・
．

●
． ．・

・
・ ．′－

ヽ
＼
．

一一′／
ノ

、
l
、
、

l

＼

＼ ′

′
／．′

－－

＼
＼
1
、

－，．

W ／／．．
斌 ＼ヽヽ

－ヽ田 ＼ 、ヽ
ヽヽヽ
、ム＼ ＼1 ＼ l 八

／ ） 1 1 ＼＼u ／／／．、／ ）／ 1 、11、、／／〆 ／／／一一Z ′′．′．′〝〝 （／ ′ノ／／ノ′
／

r／／（ ＼／・′
／八 ／ ）／l／llL ／Ⅹ l

／ ／
／

さ
＼ヽ

、

l

l

＼

ヽ

，一一一ぢ こ －
　 ＼

－－ － － －

一 一 、

ヽ

．＼ヽ

、ヽ

ヽ ． ，
＼

＼
ヽ

＼

28 田田

29

30

31

32

33

34

35

38

37

1 ll
－

ll ＼ 、一一ヽ
Ⅶ ヽヽヽ

．ヽヽ＼

ノ′

l

l

l

、
l

1 1
1、
1／′L′

，

1
1
1

i
ll 1

第86図　押型文土器ⅩⅣの出土分布図

－112－
0　　　　　　　　　　　10M
上1．．．ⅰ　　　　　　一二∃



5・II層の遺構と遺物

一一等8－圭ニー

12

〟靭ク
19

20

第87図　押型文土器ⅩⅣ実測図

8第q7亀甲。
18

／…

0

る。復原田径34・4cm，推定器高30cm。胎土には石英・長石の砂粒を含むが良質で，焼成は良い。

色調は黒褐色～赤褐色をなす。器壁は大型品のわrOには薄く0．6cm前後で，鹿部がやや厚くな

る。言綾部にススの付着が著しい。外面全面に楕円文を横走施文し，口緑部内面には同一原体

による長い沈線（条痕・9cm前後）を施している。

施女原体は，文様の反復が3単位ごと1．8cm前後で認められ，それより割り出した原体直径は

0・57cmである。原体長について正確につかめる部分はないが，重複のない部分の最大長は3・5

cmであり，少くとも原体長は3．5cm以上が考えられる。よって，この土器の施文原体は直径0．57

cm，長3・5cm以上，6条以上，3単位のものと推定できる。

⑭押型文土器ⅩⅣ（第86，87図）

第1凹部中央部前面，12mXllmの範囲，J－8－10，K－7－11，L－5～7，M－7，

0－8グリットに分布し，0－8グリットの1点のみがややはなれて分布する。

同一個体と考える土器は27点あるが，鹿部および胴部の小破片で口綾部片はない。器形の復

原は困難であるが，大型の尖底鉢形土器になると考えられる。1－20は胴部破片，21－23は

鹿部付近の破片，24は鹿部である。外面は全面に楕円文を横走施文するものである。器壁の厚

さは0．6cm前後できわめて薄い。胎土には石英．長石・雲母の砂粒を含むが良質である。焼成は

良いが，保存状態が悪いためもろくなっているO色調は外面が赤褐色，内面が黒褐色をなす。
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第89図　押型文土器ⅩⅤ実測図

押型文土器XIIIときわめて類似する。

施文原体は，文様の反復が2単位ごと2cm前後で認められる。それより割り出した原体直径

は0・64cmである。原体長については正確に抽出できないが，重複のない部分の最大長が4．5cmで

あり・少くとも4．5cm以上が考えられる。よって，この土器に使用された施文原体は直径0・64cm，

長4．5cm以上，13条以上，2単位のものと推定できる。

⑮押型文土器ⅩⅤ（第88，89図）

第1凹部中央部前面，K－7，8グリットに分布する。同一個体と考える破片4点がある。

いずれも胴部から鹿部にかけての破片で器形を知ることができないが，大型の尖底深鉢形をな

すものと考えられる。外面には全面に楕円文を横走施文し，内面はヘラ状工具で縦方向に粗い

研磨を加えて調整する。外面に一部ススの付着が認められる。内面の一部には焦げ付きがある。

器壁は1cm前後でやや厚手である。胎土には石英．長石の砂粒を含むが良質で，焼成は良い。色

調は外面が赤褐色～黒褐色をなす。

外面の押型文は浅く不鮮明である。施文原体は文様の反復が2単位ごと1．5cm前後で認めら

れ，それより割り出した直径は0・48cm，原体長は正確に抽出できないが，文様の重複がみられ

ない最大長が2．8cmであるので少くとも2．8cm以上が考えられる。よって，この土器に使用された

施文原体は直径0．48cm，長2・8cm以上，8条以上　2単位のものと推定できる。

⑯押型文土器ⅩⅥ（第90，91図）

第1凹部前面の16mX4mの範軋すなわち，K－6，8，L－6，11－13，M－12グリッ

トに分布する。特にL－13グリット，第4号炉址に伴出して集中がある。接合関係は炉を中心

として存在し，最も離れて接合するのはし－13グリットとK－6グリットの接合で約14m離れ

－115－



第4章　調査の記録

／′′
′

A B C D E F G H J J．一一・K／L M N O P Q R S T U V

1

2

3

4

5

8

7

8

9

10

11

12

13

14

15

18

17

18

19

20

21

22

23

24

25

28

27

／
′
′

／
／
′
′
′

1 ‾一一．－－
！
・．。。1

l

l

‥‾・．一一．T

1

l

、－、．、．，．．1

1

－

／
′
′
／
′

．－i′′／1l 1
1
1

－／
／
／

／＼“1
、

l

・ヽ
＼
1

／＼l 、
l
l

l
、
l

1
1
、
l

l
t
l
．仁一　一
、
1－

l
l

－1l

l

l
、
、

．
、
l

－L1 l

＼

l l
l
l
l

＼
1
1
1

田一十2
、
、・

、
l
l
l

l／．
、

l
、

田一一一一†

l
●／

＼
＼ヽ＼
－

′ノ，

一′．′′

m1 ヽヽ－ヽヽ
ム＼＼1＼1、．／′／l＼＼／／／．、月
1
－／ ll、、

／
／／

l

′
′

ノ／

′
′
′′

／

′

′
／
⊥

／

‾十

＼

．ヾヽ＼．．
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

．1

、

l

l

l－
＼

＼

ヽ

＼
－－－

＼－

一ヽ、

－－－－－＼

－、＼、、
ヽ

－ヽ　．
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

28／／

29
30
31
32
33
34
35
35
37

Nll
ll＼－ ＼．．、

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

＼

l

1

l
l
l

十一．－　‾‘．

1
白

1

、

．

／
／
′

l

′

第90図　押型文土器ⅩⅥの出土分布図
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第91図　押型文土器ⅩⅥ実測図

ている。

土器は楕円押型文土器で，約％が現存し，ほぼ器形を知ることができるが，鹿部を欠失して

いる。器形は91図1に示すような砲弾形をした小型の深鉢形土器である。口綾部は外反する。

鹿部はあまり尖らず丸底に近いものになると思われる。口径15．3cm，推定器高14・5cm，ややひ

ずみがある。胎土は石英・長石・雲母の砂粒を含むが良質である。焼成は良い。色調は外面が

黒褐色～黄褐色，内面が黒褐色をなす。粘土帯の接合部が口緑下4．7cmのところと8．4cmのとこ

ろに二段にわたって残っており段状のひずみをもっている。器壁の厚さは0．6cm～1．3cmで鹿部

にむかって厚くなる。外面全面に楕円文を縦走施文し，口綾部内面には同一原体による短い沈

線（条痕）を施し，口唇部には原体を押圧し刻み目を入れる。内面はヘラ状（棒状）の工具に

よって縦位にナデ研磨を行っている。

この土器の施文原体を復原すると，先ず直径は，文様の反復が各所に存在し，容易に計測が

可能である。文様の反復は2単位2・1cm前後で，これより割り出した原体の直径は0．67cmである。

原体長は，言緑部付近にみえる文様重複部が原体端部間の重複とみることができ，また重複し

ている間隔が1・7cmと一定しており，原体長は1・7cmとすることができる。よって，この土器に

使用される施文原体は直径0．67cm，長さ1・7cm，3条2単位のものと推定できる。
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第92図　木葉文土器の出土分布図
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第93図　木葉文土器実測図

施文方法は・施文重複部等の関係よr）推測が可能である。先ず，土器の整形後土器を倒立さ

せて・鹿部を中心に一段目（鹿部よrO幅2・5cm）を右まわりに縦走施文し，順次二段目，三段目

と同一作業をくりかえしている。施文の段は横方向にほぼ一定している。鹿部から言綾部まで

5段が存在する。それぞれの間隔幅は鹿部よP）2．5cm，2cm，3cm，4．5cm前後で曲線部よrO直

線部分で施文の長さが長くなる傾向が察知できるOまた言綾部に近い部分では，施文重複部と

粘土接合部がほぼ一致している。外面施文後・土器を正位にもどし，内面の原体条痕，および

口唇部の押圧をくりかえしていると考えられる。

⑫木葉文土器（第92，93図）

第1凹部南半部前面にある第4号炉址内に鹿部に木葉の圧痕のついた土器が出土しているが，

これと同一個体と考える胴部破片は広く第1凹部の前面に散在している。出土グリットをあげ

るとJ－5・K－5・6・8・10・L－6・12・13，M－11，N－12，0－11，14，23，p－10

－13・Q－11・R－10・12・15・T－15・U－21グリットである。集中，接合するのはし－12，

13グリット第4号炉址周辺であり明らかに押型文土器ⅩⅥと共伴関係にある。

土器は同一個体と考える破片38点がある。いずれも胴部，鹿部破片でその全形を知ることは

できないが・小型の深鉢形になるものと思われる。鹿部は丸底をなし，鹿部および鹿部近くに

木葉の圧痕がある。この圧痕はこの土器製作時に下に敷いたものであろう。器壁は凹凸が著し

く・厚さは一定しない。鹿部が最も薄く0・7cm・胴部は1．2cmで厚手の土器である。胎土には多

量の石英・長石の砂粒を混入していて良質でない。焼成は良い。色調は外面が黒褐色，内面が

赤褐色をなす。

⑱無文土器Ⅰ（第94，95図）

第1凹部中央部およびその前面15mXlOmの範囲・すなわち，H－23－25，土21，23，J

－23・25・K－25・26・L－25・M－25・0－23・24グ11ットに分布する。H－23－25，土

23・25・J－23とJ－26・L－25・M－25・0－23，24の二つの集中区に分かれるが，接合は

両グループにわたっている。接合で最も離れているのは8mである。

同一個体と考える土器破片は23点あrO・接合関係が良くほぼ％カ現存する。鹿部付近の破片
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第94図　無文土器Ⅰの出土分布図
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が多く，土器上半部の土器片はわずかである

が，ほぼ全形を知ることができる。小型の無

文尖底深鉢形土器である。器形は尖底から外

方へひろがり，胴上半部がやや内側に屈曲し

立ちあがり，言緑部がやや外反する。言緑端

部は丸くおさめる。復原田径17．8cm，推定器

高15・6cmをはかる。

外面上半部は無文であるが，指による調整

のため凹凸がある。下半部はヘラ状の工具を

使用して，鹿部より言緑部に向ってヘラ削り

状の調整が丁寧に施される。内面も外面同様

に胴下半部から鹿部にかけて内鹿部から上方

ヽヽ⊥一′

0
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第95図　無文土器I実測図

に向ってヘラ状工具によるヘラ削り状の調整

が左まわりに施されているのが観察できる。胴上半部から言緑にかけて横方向の刷毛目状の条

線を施し調整している。

器壁の厚さは0．5cm前後で比較的薄い。胎土には石英・長石の砂粒を混入しているが良質で，

焼成は堅敵，色調は外面が黄褐色～赤褐色，内面が赤褐色をなす。外面の鹿部付近にススの付

着が認められる。

⑩無文土器II（第96，97図）

第1凹部中央部前面，8mX7mの範囲，すなわち，K－5－9，L－5，N－7，8グリ

ットに分布する。第1凹部に近いK－5－9グリットの7mX2mの範囲に集中し，他は拡散

したものである。接合関係は集中区内および拡散土器との間に存在し，最も離れて接合するの

は約7m離れている。

同一個体と考える土器の破片は総数24点である。約易が現存し，鹿部は欠失するがほぼ全形

を知ることができる。中型の尖底深鉢形土器で，器形は尖底から大きく広がり，胴下半でたち

あがりが急になり直言するもので，内側に傾斜をもたせ丸くおさめる。復原田径21・3cm，推定

器高18．1cmをはかる。外面は丁寧にナデ調整する。畢下半部は二次加熱を受けて変色している。

言綾部付近にススの付着が認められる。内面は上半部が外面同様に丁寧なナデによって調整さ

れるが，下半部はヘラ状の工具で斜方向にかきあげたヘラ削り状の調整が認められる。内面は

焦げ付きの炭化物が著しく付着している。器壁は比較的厚く0．7cm～0・9cmで，鹿部に向ってや

や厚さを増す。胎土には石英・長石の砂粒，花崗岩の小石を混入している。焼成は堅緻，色調

は胴上半が灰褐色で下半が変色し黄褐色をなし，内面が灰褐色をなす。
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第96図　無文土器IIの出土分布図
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5．II層の遺構と遺物

⑳無文土器III（第98，99図）

第1凹部中央部前面，17mX4mの範

囲，すなわち，K－7，8，14，L－6，

7グリットに分布する。K－14グリット

の1点のみが飛び離れているが，これは

自然の現象とは逆で，その拡散が高い部

分にあることは人為的要素の介入がうか

がえる。接合関係は良好で，最も離れて

いるのはK－14グリットとL－7グリッ

トの接合で約14・5m離れている。

同一個体と考える土器片は総数22点あ

り，接合関係が比較的良好であるために

’＼、、、、「ノ′′
、、」＿一一

0
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鹿部を除いてほぼその全形を知ることが

できる。ほぼ易が現存する。器形は鹿部　第97図　無文土器II実測図

がないが，やや尖った尖底になるものと

考えられ・鹿部からひらき気味にたちあがり，胴中位でゆるやかに屈曲し，日録部は内題する。

やや胴ぶくれの土器である。復原田径22．1cm，推定器高25・7cm，胴部最大径24cmをほかる大型

の尖底深鉢形土器である。

器面調整は・外面がヘラによるナデを施し，器面には細い条線状の横～斜方向の擦過痕を施

し・その上にヘラ状（棒状のものか）工具で粗い横方向の研磨を加えている。内面は胴下半に

ヘラ状工具によるヘラ削り状の調整が一部に観察できる以外は，全面が横～斜方向の条痕を施

し，その上をヘラでなでている。口綾部は指によるつまみが観察できる。

外面の胴上半部一言緑部にかけてススの付着が著しく，胴下半部は二次加熱のために変色す

る。

器壁は凹凸が激しく，厚さは0・6cm～1cm前後である。言縁部下1cmと4cm，7・5cmに粘土接

合痕が明瞭に残っていて・一番上は外傾，2，3は下方が凸状になっな接合である。胎土には

石英・長石・雲母の砂粒を含むが良質で，焼成は良好。色調は外面が黒褐色～黄褐色，内面が

黄褐色～赤褐色をなす。

⑪無文土器Ⅳ（第100，101図）

第1凹部と第2凹部の境，岩盤の突出した部分の前面の15mX4mの範囲，すなわち，H－

21，J‾14・20・K－18，L－14グリットに散発的に分布する。すべてが接合関係にある。最

も離れて接合するのはH－21グリットとL－14グリットで約14m離れている。

同一個体と考える土器片は6点で，接合により易が現存し，鹿部を欠失するがほぼ全形を知
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第98図　無文土器IIIの出土分布図
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5・II層の遺構と遺物

知ることができる。器形は尖底

の鹿部からやや内雪ぎみに立ち

あがる小型の鉢形（浅鉢）土器

である。口綾部は丸くおさめる。

復原田径16．4cm，推定器高10・5

cmである。器壁は厚く1・1cm前後

である。胎土には石英・長石・金

雲母の砂粒，花崗岩の小石を混

入する。焼成は良好で，色調は

外面が灰褐色，内面が灰赤褐色

をなす。内外面共に指による調

整痕が著しく，器面に凹凸が残

る。

⑳無文土器Ⅴ（第102，103図）

第1凹部中央部前面の段丘端

に近い7mX6mの範囲，すな

わち，L－4，5，M－4－7，

N－4－7グリットに分布する。　第99図　無文土器III実測図

拡散はみられず，比較的集中し

0　　　　　　　　　　　10cM
土－．．　－　．；　　　　　　－∃

ている。

同一個体と考える土器片は38点であるが，いずれの破片も胴部破片で，器形が明らかになる

破片はない。かろうじて接合によってその輪郭がつかめるのは図示した鹿部付近の破片であり，

これからすれば大型の尖底深鉢形になることがわかる。器形は鋭く尖った尖底をなすと考えら

れる鹿部から外方にひろがらずに立ちあがる土器で，言緑は直言するものと思われる。器面調

整は外面が縦方向の条痕を施した後に粗いへラナデで条痕を消している。内面はナデののちヘ

ラ状（棒状）工具で粗いナデを不定方向に施す。器壁は厚く0・8cm－1・2cmで，鹿部に向って厚

くなる。胎土には石英．長石の砂粒，および花崗岩の小石を混入しているが良質で，焼成は良

く，色調は内外面共に赤褐色をなす。

⑳無文土器Ⅵ（第104図，105図）

無文土器の口緑部および鹿部破片で9個体がある。

1は第2凹部中央部のG－24，H－22，Ⅰ－20グリットの8mX2mの範囲に分布する土器

である。4点あり，すべて接合関係にあり，最も離れて接合するのは約8m離れている。小型

の深鉢形土器の言緑部である。復原田径16．1cm，言縁は直言し，端部はやや尖り気味に丸くお

－125－
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第100図　無文土器Ⅳの出土分布図
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5．II層の遺構と遺物

さめる。内外面共にヘラ状工具による斜，横方向

のヘラ削り状のナデを施した後，指によるナデを

施している。胎土には石英・長石の砂粒を混入し，

焼成は良好，色調は外面が黒褐色～褐色，内面が

褐色をなす。

2は鹿部破片である。第2凹部北端部から第1

凹部との境の岩盤の突出部前面の5mX3mの範

囲，すなわちⅠ－19，20，J－19，20グリットに

分布する。

、

、、・、＼、、上ク′／
0

［［一口ロ　　ー一一一望M

第101図　無文土器Ⅳ実測図
同一個体と考える土器片は4点で，すべて接合

関係にある。尖底から外傾しながら直線的にたち

あがる土器形で，中型の尖底深鉢形土器である。器壁の厚さは0．6cm前後で，鹿部はやや厚い。

外面は指圧による調整で，器面の凹凸が著しい。内面はヘラ状工具で内鹿部から胴部に向って

かきあげたヘラ削り状の調整を加えている。胎土には石英．長石の砂粒を混入し，焼成は良好。

色調は外面が黒褐色～赤褐色，内面が黒褐色をなす。

3は第2凹部中央部前面，5mX3mの範囲，すなわちK－22－24，L－22－24グリットに

分布する。

同一個体と考える土器片は7点あり，鹿部破片。この土器はIII層出土土器であるが，図面の

関係上ここで説明する。条痕文土器の鹿部になる可能性が強い。尖底は乳首状に尖出する特徴

的な形状を示している。小型の浅鉢形土器の鹿部である。鹿部からはややふくらみながらたち

あがる。外面・にヘラナデが施される。内面は指による調整，器壁は厚さ0・7cm前後で小型品のわ

りには厚手である。胎土には石英．長石の砂粒を含むが良質で，焼成は堅緻。色調は外面が褐

色～黄褐色，内面は赤褐色をなす。

4は第1凹部中央部前面，K－6グリットの出土土器である。

同一個体と考える破片4点があり，すべて接合関係にある。鹿部から胴部までの器形を知る

ことができるが，口緑部がないため全形および大きさは決めがたいO尖底から外方にややふく

れながらたちあがり，胴中位付近から直言する器形になるものと思われる。器壁の厚さは0・5

cmときわめて薄く，小型の深鉢形土器になるものであろう。内外面共に指による調整を加えて

いて，器面には凹凸が著しい。胎土には多量の石英．長石．雲母の砂粒および花崗岩の小石を

含んでいてあまり良質ではない。焼成は堅緻である。色調は内外面共に黄褐色をなす。

5は第1凹部前面，M－7グリットのII層上部から出土した土器である。小型品で，完形品

である。口径4・5cm，器高2．5cmで，鹿部は尖底で，器壁は厚さ1cmできわめて厚い。全体に指

の圧痕が著しく残り，内面は指によるナデがある。言緑端部は丸くおさめる。一見してミニチ

－127－
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第102図　無文土器Ⅴの出土分布図
10M

2Ⅰ．1－．－　ⅰ　　　　　一二∃



5．II層の遺構と遺物
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第103図　無文土器Ⅴ実測図
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エア土器かと思われるが，器壁の厚さ，あるいは器面に残る指圧痕等からみて土器制作時にお

ける一過程のもの，つまり，鹿部を形成し，乾燥させて，次の段階に進むはずの物が何らかの

手違いにより焼かれ本品になったと考える方が妥当であろう。胎土には多量の石英．長石の砂

粒および花崗岩の小石を混入している。焼成は良好で，内外面共に黄褐色をなす。

6は第1凹部前面出土である。尖底の鹿部である。立ちあがりはやや急である。外面は丁寧

にナデが施されている。内面もナデ調整。胎土には多量の花崗岩の小石を混入し，良質でない。

焼成は良好である。色調は外面が赤褐色，内面が黒褐色をなす。器壁の厚さは0・9cm前後であ

る。中型の深鉢形土器の鹿部か。

7は第2凹部前面，K－21グリット出土である。6に比較し，たちあがりが鈍く，外にふく

らむ。内外面共にナデで調整している。内面には指圧痕が残る。器壁の厚さは0．6cm～0．8cmで

部分によって厚さが変わっている。胎土には石英．長石の砂粒を含むが良質であるO焼成は良

好で，色調は内外面共に黄褐色をなす。

8は第2凹部中央のF－24グリット出土である。鹿部は尖り，鹿部からのたちあがりは強く

外反する。外面は丁寧にナデ調整し，内面は指による調整で凹凸が著しい。器壁の厚さは0・6

cm前後で比較的蒔く，小型の深鉢形土器の鹿部となろう。胎土には石英．長石・金雲母の砂粒

を含むが良質である。焼成は堅敵で，色調は外面が黄褐色，内面が赤褐色をなす。

9は第2凹部中央部，H－22グリット出土で，尖鹿部のみの破片である。外面は丁寧にナデ

調整をしている。胎土には花崗岩の小石を多量に含む。焼成は良好で，色調は黄褐色をなす。
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第104図　無文土器Ⅵ（鹿部）の出土分布図
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5．II層の遺構と遺物

＼、汐6
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第105図無文土器Ⅵ（鹿部）実測図　　　　　　　ヒココ丁一二二＝彗M

以上，無文土器の鹿部8点（うち1点はIII層条痕文土器の鹿部）について説明したが，これ

らの鹿部はいずれも使用等による磨耗等の痕跡は認められず，胴部等の器壁面と同じような状

態を示している。尖底土器の使用方法についての示唆を与えるものであろう。

⑭条痕文土器Ⅰ（第106，107図）

第1凹部前面・L－9グリットに分布する土器である。同一個体と考える破片3点がある。

いずれも大型の深鉢形土器の胴部～鹿部の破片である。

1は胴部破片で外面に横方向の条痕を施すが，上よりナデ消している。内面は丁寧なナデ調

整を施す。内面に一部黒姓がある。2も1同様に胴部破片であるが，鹿部に近い部分である。

外面は左→右に斜方向の条線が0．5cm間隔で施されているO内面は丁寧なナデ調整である。3

は鹿部破片である。外面は不定方向からの斜の条痕（条線）で調整している。内面は丁寧なナ

デ調整。1－3はいずれも胎土に石英．長石の砂粒および花崗岩の小石を含むが良質である。

焼成は良好。色調は外面が赤褐色，内面は赤褐色～灰黒色をなす。

⑳条痕文土器II（第108，109図）

第2凹部北端部および第1凹部と第2凹部の境の岩盤の突出部前面の段丘の緑に近い部分の

18mX9mの範囲，すなわち，L－18，19，21，M－16，N－17，Q－18－20，R－18－20，

S－19，T－20グリットに分布する。Q－18－20，R－18－20，S－19グリットにわたって集

中区が認められ，他はその拡散状況とみることができるが，L－17，19，21，M－16グリット

のようにこの集中区より斜面の上位に存在する土器は自然の拡散によるものでなく人為的な要

素をもったものであろう。接合関係は集中区内でが大部分であるが，1点だけL－19グリット

との接合関係がある。その距離は約11m離れている。

同一個体と考える土器破片は総数42点がある。いずれも胴部破片で，言綾部・鹿部の破片を
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第106図　条痕文土器Ⅰの出土分布図
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5・II層の遺構と遺物
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第107図　条痕文土器Ⅰ実測図

欠いている。中型の尖底深鉢形の土器の破片である可能性が強い。やや大きい破片について観

察し，この土器の特徴をみてみよう0

4は言綾部に近い部分の破片である。口緑に近い部分が，ゆるやかに外反している。外面は，

下方から左上方へかきあげる条痕が浅く残る。条痕の幅は0．2cm前後である。内面は，同一の原

体で条痕を施し調整しているが，その方向は上半部が斜方向，中が横方向，下半部が縦方向と

小さい破片の中で一定していない。条痕の施文具の幅については明らかにできない。1は胴部

中位付近の破片と考えられるものである。4と同様に内外面共に条痕を施している。外面は下

から左上方にかきあげた条痕で，条痕の始点には前の条痕を施した時の粘土の付着がみられ，

一度に条痕を施す単位は2cm前後である。右上方には下から右上方にかきあげた条痕もみられ

る。内面は上半部が下から左上方，中位が横方向，下半が縦方および横方向とその条痕の方向

は不定である。条痕原体の幅は2cmである。5も前二者と同様の調整痕をもっている。外面に

は下から左上方へかきあげた条痕を施しているが，左側の条痕が右の条痕を切断し，さらに前

段階での粘土が横に付着していることから条痕の施し方は右→左へと移動したことがわかる。

内面は下から左上方，あるいは縦位の条痕で，条痕の幅は2cm前後と他の破片と一致する。中

ほどに粘土接合部の凹みがある。粘土の接合は内傾である。

以上，3点についてみたが，他の破片も同様のものである。器壁は厚さ0・6cm前後で比較的

薄い。整形時の指圧痕が各所にみえ，器面は凹凸が著しい。器壁の厚さ，あるいは破片からみ

て言縁が外反した中型の深鉢形土器が想定される。胎土には石英．長石その他の粒子および花

崗岩の小石を含んでいるが良質で，焼成は堅緻。色調は外面が黄褐色～赤褐色，内面が黒色を

なす。外面にはススの付着がある。

⑳条痕文土器Ⅲ（第110・111図）

第2凹部前面，段丘の縁の12mX4mの範囲，すなわち，p－19，20，Q－20，21，T－20，

U－20，21グリットに分布し，U－20，21グリットにその集中区が認められる。集中区内での

接合が多く，他にT－20グリットとの接合がみられる。接合関係にあるものは近接したものが

多い。p－19，20，Q－20，21グリットは，この土器集中区からの拡散とみられるが，斜面の

－133一
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第108図　条痕文土器IIの出土分布図
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5・II層の遺構と遺物
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第109図　条痕文土器II実測図

高い部分にあたり，自然的な拡散でなく，人為的にその拡散がなされたものと推測される。

同一個体と考える土器破片は総数19点である。言綾部破片はなく，胴部，鹿部の破片である。

土器破片の状況，器壁の厚さ等からみて，大型の深鉢形土器になるものである。

13は鹿部の破片で，平たい丸底になるが，鹿部の中心が尖底状につきでている。これからす

れば鹿部付近がはり出した円筒状の器形をなすと考えられる。外鹿部は縦方向の条痕を施した

後に指による押圧で器面を調整しているために凹凸が著しい。内鹿部は不定方向の条痕で調整

するが丁寧におこなわれているため滑らかである。1－12は胴部破片である。外面は縦位ない

しは斜位の条痕を粗々しく施し，内面は横方向を基本とする貝殻条痕を深く施し，その上をナ

－135一
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第110図　条痕文土器IIIの出土分布図
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5・II層の遺構と遺物
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第111図　条痕文土器III実測図

10cM
ヒ±＝±．「十一一二二当

デている。外面上半部にはススの付着が認められ，胴下半部は二次加熱のため変色している。

内鹿部には焦げついた炭化物が認められる。器壁は厚さ1cm前後で器面には凹凸が著しい。胎

土には石英・長石の砂粒および花崗岩の小石を混入している。焼成は良好。色調は胴上半部と

鹿部が灰褐色，胴下半部が赤褐色，内面は黒色をなす。　　　　　　　　　　　（山崎）
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第4章　調査の記録

（5）石器の出土状況と石器

III層では発掘区のほぼ全域にわたって石器，石片が出土している。II層には15基の炉址

が確認されており，石器の分布も大概この炉に対応する形で把握することが可能である。大き

く7つのブロックに分け，北から第1ブロック～第7ブロックと称する（第112図参照）。各々

のブロックはその中に小さな密集区を有しており，それが複数に及ぶものもある。全体的に見

れば第1ブロック3号炉址南側，第2ブロック北側の6号炉址周辺，第4ブロック，第6ブロ

ック第5号炉址西側付近に顕著な石器，石片の集中区がある。II層出土の石器，石片の総数は2129

点であり，そのうち石器は299点で全体の約14％を占める。以下各ブロックごとに説明を加える。

第1ブロック

遺跡の最北に位置するブロックで第1－3の3つの炉址を含む。視覚的に第1号炉址南側の

接合資料の集中部．ブロックのほぼ中心の石核，UFの集中部，第3号炉址南側の石金族の集中

部に区分けできる可能性もあるが，一線を画することはできない。石器，石片は第1号炉址か

ら第3号炉址にかけての空間に長橋円形状に濃密に分布する。第2号炉址周辺，とくに南東側

には大きな空間があるが，この付近は包含層が薄く，Ⅰ層の当該地の集中区の遺物がここに入

る可能性もある。

石器は総数95点で，石鏃40点，スクレイパー14点，石匙1点，彫器1点，UF28点，二次加

工ある剥片2点，石斧1点，砥石2点，磨石5点の内訳である。石核は11点出土した。

石鏃〔第113図63－85，第114図86－102〕石鏃は全部で40点出土した。うち完形品が12点（30

％），欠損品28点（70％）である。石材別の内訳は，Ob－A－1点（2．5％），Ob－B－15点（37

．5％），Ob－C－3点（7・5％），Ob－D－2点（5％），安山岩－19点（47・5％）と安山岩が最

も多く，次いでob－Bが多い。完形品の割合は安山岩が最も多く42％であるが，石材の強度よ

り平基もしくは浅い挟lOのある三角鏃が多いことなど，形態による安定性であろう。

形態的には，平基の三角鏃（73，76，77，79，87，91，101），凹で挟lOの浅いもの（63－65，

68，70，71，75，84，86，90，92，94，98－100），凹基で挟r）が深く脚が細く長いもの（66，

69，74，78，80，81，85，89，95，97），凹基で挟lOが内零し深いもので一般に鍬形鏃と呼

ばれるもの（67，82，102），凹基で凍りが三角形で長い脚が広く張り出す鍬形鏃（85）等のバ

ラエティがある。

復原した大きさでは，1－2cmX1－2cm，とくに1．3－1・5×1．3－2．0cmにそのピークがあ

る。石材別にみると黒曜石製石鏃が平均1・64×1・41cm，安山岩製石鏃が平均2・05×1・45cmで特に長

さの面で安山岩のほうが優っている。黒曜石製は長さにして2．3cmを越えずほぼ集約されるの

に対し，安山岩製は2つのピークがあり，2cm以下と2．5cm以上の大小二つのグループ分ける

ことができる。
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5．II層の遺構と遺物

形態的に特徴的なものは・63・70，92，93，102のように脚部が左右シンメトリーにならず，

片脚が短いものがあるが，機能・用途の違いとは考えられない。86は，最も大きな製品で現存

長3・78cm，幅1．90cm，厚さ0．48cm，重量3．4gと第1ブロック出土石鏃中では突出している。また

整形加工は概して表裏面の全部に施されるが，64，83，86，94，98，100のように剥片素材の周

辺に僅かに二次加工を施し整形しているものもある。73と88の石鏃は，欠損品の．接合例である。

一部分不足して完形へは復原できていない。

石鏃の破損状況は，欠損品28点の欠損部36箇所のうち先端部18（50％），脚部18（50％）で，

先端部と脚部の割合が同じである。

石匙〔第117図130〕安山岩製の横長剥片を素材とした石匙で，周辺部を二次加工によって

整形しており，剥離が深く及ぶことはない。挟りの加工は両面から施されており，つまみ部が

体の幅に比べて大きいのが特徴である。長さ4・6cm，幅7．0cm，厚さ1・05cmを側る。

スクレイパー〔第114図104，第115図106－108，第117図131－133，第118図134－136〕，全部

で14点出土したが，完形品のみ図示した。104はob－Bの栂指状掻器である。剥片の形状は不

明であるが，その主要剥離面側の約半分と背面側の各全辺を二次加工している。長さ1．65cm，

幅1．90cm，厚さ0．65cm。106はob－B製の剥片を用いた小形スクレイパーで，刃部は主要剥離面

側からの二次加工によってほぼ全周に作りだされている。長さ2・45cm，幅2．7cm，厚さ1・15cmを

側る。107はob－A製の縦長剥片を用いたもので，その末端を主要剥離面からの剥離によって

刃部にしている。長さ2．2cm，幅1．85Crn，厚さ0・70cmを測る。108は安山岩製の縦長剥片の右側辺

を表裏両面からの細かいリタッチによって刃部としたスクレイパーである。長さ3．30cm，幅2・

50cm，厚さ0・60cmを測る。131は安山岩製の縦長剥片を利用したもので，特に主要剥離面を中

心に二次加工を施している。裏面右側辺部に細かい整形加工がある。長さ7．25cm，幅3・60cm，厚

さ1．45cmを測る。132は安山岩製の幅広剥片を用いて，その端部を表裏面から加工を施し刃部を

作出したものである。長さ3．35cm，幅3．60cm，厚さ1．05cmを側る。133は安山岩製の横長剥片

を用いたもので，頭部に粗い加工痕を留めている。刃部は剥片の端部に主要剥離面側から細か

いリタッチによって形成されており，やや内彎気味である。長さ4．30cm，幅7．65cm，厚さ1．35

cmを測る。134は安山岩製の縦長剥片を使用した小形のスクレイパーで，刃部は両側に作出され

ている。長さ3・90cm，幅3．05cm，厚さ0．95cmを測る。135は安山岩製の縦長剥片を素材とした錯

交剥離の刃部をもつスクレイパーである。左側の刃部と末端部の刃部は，主要剥離面側から，

右側の刃部は背面側から剥離を施している。長さ7．0cm，幅4．35cm，厚さ0・55cmを測る。136は

安山岩製の大形の横長剥片製のスクレイパーで，刃部は略全周辺に作出されている。背面には

素材剥片の自然画を大きく残したままである。長さ9・8cm，幅7・25cm，厚さ2・30cmを測る。

彫器〔第114図103〕ob－C製の石鏃の半欠品を利用したものである。欠損面は石鏃先端方

向からの樋状の剥離面で，それを打面として側辺に沿って2回樋状剥離を行っている。使用の

－139－
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痕跡は観察されない。長さ2・05cm，幅0・85cm，厚さ0・45cmを測る。

二次加工ある剥片〔第114図105，第115図109〕105はob－B製の縦長剥片の両側辺の打面よ

りの部分に表裏両面からの二次加工を施したもので，先端部を欠損する。石錐である可能性が

高い。長さ2．25cm，幅1・05cm，厚さ0・40cmを測る。109は安山岩製の横長剥片に2回の剥離を施

したものであるが，何かの未製品であろうか。

UF〔第115図110－113，第116図114－124〕　総計28点の出土である。一部を図示した。9

割以上が黒曜石製である。112は頁岩製。119，120が安山岩製。

石斧〔第187図446〕安山製の石斧の頭部が出土したが，Ⅰ層出土の刃部と接合した（接合

資料No．12）ため詳しくは後にゆずる。

磨石〔第121図144，145〕全部で5点出土している。144は玄武岩製の磨石で，断面形が扁平

な略三角状を呈する。図中裏面にフラットな面をもつ。正面右側が厚く，左側にいくにしたが

ってうすくなる。蛤状の形態をしている。長さ10・2cm，幅7・6cm，厚さ4・5cmを測る。145は正面

観隅丸長方形の石鹸形の磨石で，花崗岩製である。長さ12．3cm，幅6・4cm，厚さ3．8cmを測る。

145と隣接して出土したもう一つの磨石は花崗岩製の長楕円礫を利用したもので，8・7×5・3×4・2

cmの大きさである。火を受けており赤褐色を呈する。他の2点は，玄武岩製の石鹸型に近い体

形をもつ磨石で，いずれも半分を欠失している。それぞれ6・2cm＋α×8．2cm×5．5cmと6・9cm＋

α×7．5cm×4・4cmの大きさである。

砥石〔第121図146，147〕146はブロック内の南西部から出土したもので，赤褐色砂岩製砥

石の破片である。中央部に浅い5．5cm×2，5cm凹部をもつ。147は145の石斧と近接して出土した

もので，全面に砥麿による平坦な面をもつ。赤褐色砂岩製。

石核〔第119図137，第120図138－143〕119は安山岩製の大形剥片を利用し，両面から剥片

剥離を行なった石核。長さ13・8cm，幅7．6cm，厚さ3・4cm。138，140，142は安山岩製の剥片素材

の扁平な形状の石核である。140は打面に，他は側面に分割面がある。138は2・4cmX3・1cmXO・

95cm，140は1・95cm×2・8cmX1．2cm，142は3．6cmX3．0cmX1．2cmである。139はob－B製の小形

の石核で，素材は剥片を用いている。2．55cmX1．75cmXl・Ocmを測る。141はob－B製の剥片

素材石核の破片である。1．9cm×1．3cmX1．15cmを測る。143は安山岩製の石核で，119，138－

142の石核がいずれも剥片を素材にするのに対して，礫素材である点で異なっている。剥片剥離

も打面を転移しながら実施されるため，立体的となる。4・85cm×4・2cm×2．35cmを測る。打面

調整は認められない。接合資料N0．4で，剥片2点が接合している。

第2ブロック

第4号・5号炉址をとりまく周辺と，これから南東部へ広がる分布域をもつブロックである。

視覚的に大きく西と東の密集地城に分れる。ただしその間に剥片の接合例がある。

ブロックの西隅と第5号炉址東部には剥片，砕片の集中区が存在しており第5炉址を囲む石器

一144－
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第118図　第1ブロック出土石器実測図Ⅵ
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第119図　第1ブロック出土石器実測図Ⅶ

の分布域がブロックの境界を越えて広がる可能性もある。石器の総数は43点で，その内訳は石

鏃14点，スクレイパー7点，石錐1点，UF17点，石斧2点，磨石1点，砥石1点である。石

核は7点出土した。接合資料3つを含む。

－147l
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第120図　第1ブロック出土石器実測図Ⅷ
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第121図　第1ブロック出土石器実測図Ⅸ

石錘〔第122図148－161〕14点出土したが，内完形品5点（35・7％），欠損晶9点（64．3％）

である。石材の内訳はob－B－3点（21．4％），Ob－C－2点（21．4％），Ob－C－2点（14・4

％），安山岩7点（48・2％）と安山岩が略半数を占めている。完形率は安山岩が最も高い。

形態は大きく平基と凹基に分けられる。平基はほぼ正三角形を示す（152，153，156）。凹基

は挟りが僅かで略三角形を示すもの（148，149，155），挟りは深いがU字形を示すもの（154，

157，160）挟りが最も深くⅤ形をなすもの（150，151，158，159）等がある。158は後三者の

中でも特異なもので入念な剥離を施した鍬形鏃の逸品である。接合資料No・13で，第4号炉址西

側で検出された。

復原した大きさは，長さで2cm内に収まるものが多く，1・4－2．OcmXl・0－1．7cmに集中する

－149－
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傾向がある。平均の大きさは158の鍬形鏃，161の未製品を除くと，1．7cmXl・5cmである。長幅

指数は1・03と安山岩が最も低く1に近い値をとる。欠損品の欠損箇所別頻度は欠損数10のうち

先端部5（50％），脚5（50％）と同じである。

スクレイパー〔第122図162，第123図164，165，第125図182～184〕162はob－A製の掻器で

剥片末端の厚味のある部分に背面側から刃部を作出している。接合資料No・41の一つで，刃部成

形の剥片と接合した。長さ3．8cm，幅2．55cm，厚さ1．0cmを測る。164はob－B製の剥片を利用

して表裏両面から二次加工を行なっている。下端の剥離は背面側からのみである。長さ3・3cm，

幅3・1cm，厚さ0・9cmを測る。165はob－A製の小型剥片の打面部付近に表裏両面から二次加工

を施したもので，下半部を欠損する。現存長1・1cm，幅1・5cm，厚さ0・4cm。182は安山岩製の縦

長剥片を素材とし，その右側辺部に裏面から二次加工を施し刃部を作出したスクレイパーであ

る。素材剥片の原形をほぼ留めている。長さ5・5cm，幅3．7cm，厚さ1・1cmを測る。183は外表面

に近い部分の安山岩製縦長剥片素材のスクレイパーで，その末端部に4－5個の剥離痕を留めて

いる。4，0cmX3．0cmX1．1cm。184は安山岩製の大型縦長剥片を素材としたスクレイパー。刃部

は末端に両面か．らの剥離によって作出されている。長さ8．15cm，幅5・3cm，厚さ1．7cmを測る。

石錐〔第122図163〕　第4号炉址西側から出土したもので，Ob－B製の縦長剥片を素材とし

た石錐である。素材剥片の端部に尖い先端部を作り出しているが，右側辺の加工が表裏面から

であるのに対し．左側辺は裏面のみから実施されている。長さ4・Ocm，幅1．45cm，厚さ0・75cmを

測る。

UF〔第123図166－175〕全部で17点の出土である。17点中16点が黒曜石製で安山岩製は1

点のみ（174）で黒曜石製剥片の高い利用率が窺える。175はob－B製の石刃状の剥片を利用して

おり，全周に刃こぼれが観察される。

石斧〔第127図186，187〕186は安山岩製の打製石斧である。素材は方柱状の礫素材で，周辺

よ単組い加工によって整形した後，細かい剥離を加えて整えている。素材の形状をうまく利用

したもので礫の自然画を表裏両面に残している。長さ10・7cm，幅4．8cm，厚さ3．4cmを測る。重

量200g。187は硬砂岩製の扁平な形状の石斧で，粗い剥離を加えて概形を整えた後両面を敲打

整形を行なっている。その後，刃部と両側辺と頭部を研磨して完成させる。刃部は両面からの

砥ぎ出しによって直線上の平刃に作られている。長さ11．0cm，幅6．0cm，厚さ1・7cmを測る。重

量160g。上半部は両面からの剥離によって側辺が挟状に入り込み，有肩状を呈している。186

はブロック南東隅，187は南西隅からそれぞれ出土している。

砥石〔第128図188〕　淡赤褐色砂岩製の砥石で，第4号炉址西側より検出された。裏面は平

坦な面であるが，表面中央部に長さ約5cm，幅1．2cmの凹部を有している。周辺部も砥麿による

面取りがしてある。長さ8．2cm，幅6・9cm，厚さ1・4cmを測る。

石核〔第124図176－178，第126図185〕7点出しているが原形を留めているもののみ図示し

－150－
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第125図　第2ブロック出土石器実測図Ⅳ
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た。176はob－A製の剥片素材

の石核である。正面は剥片の

一方の大きな剥離面を打面と

して剥片剥離を行なっている。

裏面側は求心的に左右の方向

から剥離が実施されている。

打面調整は実施していない。

4枚程の剥片が剥取されてい

る。5・3cmX6．8cmXl．5cm。

177は桂化木製の石核で，左側

面，正面，打面で剥片剥離が

喝忽
第128図　第2ブロック出土石器実測図Ⅶ

実施されている。打面調整の痕跡は認められず，剥離面を打面として交互剥離状に剥片を剥取

していたものと考えられる。桂化木製の製品はこの石核のみで，剥片，その他の石器類は何も検

出されていない。剥離面長3・3cm，打面幅1・8cm，打面奥行3．1cmを測る。右側面は節理面である。

178はob－A製の石核で，素材が礫であったか剥片であったかは不明である。正面に最終剥離の

一枚の大きな剥離面をもち，裏面には二枚の剥離面をもつO最終剥離の打面は自然面である。

右側辺部を欠損している。3・8cmX4．4cmX1．7cm0126は安山岩製の大型剥片を素材とした石核

である。背面に自然画をもつ剥片の自然画を打面として周辺から求心的に剥片剥離を進めてい

る。一部頭部付近と中央部に素材剥片の主要剥離面が観察できる。最も大きな剥離面で約3．2

cmX5．5cmの大きさである。10枚前後の剥片が剥離された痕跡がある。長さ14・5cm，幅5・9cm，厚

さ3．6cmを測る。また，接合資料No．11の石核の接合例の1点はこのブロックから出土したもので

ある。第124図179はob－B製石核の砕片である。

ブロックのほぼ中央で出土した磨石は，10．6cmX8．3cmX5・5cmの花崗岩製の礫を用いたもの

で，正面観隅丸の三角形であるO裏面に大きな平坦面をもつ。

第3ブロック

発掘区のほぼ中央を占める。特に第6号炉址の周辺部はII層中で最も石器，石片の集中した

ところで，数多くの接合資料を含んでいる。遺構としては他に，第7，第8号の炉址があるが，

その周辺部には顕著な密集区はなく散慢な状況である。第7号炉付近には石器の出土があまり

ない。第6号炉址周辺は石器のみ，石器と剥片，砕片の密集する部分が数個存在し，便宜的に

まとまりをつけ，小ブロックa～小ブロックfと名付けておく（第201図参照）。接合資料の多

くは，このa～fの小ブロック間で接合する場合が多く，b－C－d間接合資料No．16，b－e

間接合資料No．18，b－d間接合資料No．21，C－d間接合資料No．20，No・23等がある。また，接合

資料No．22，No・25，No・26は石器，石片が小ブロックdから東方向に拡散する状況を示し

－157－
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ている。

石器総数85点，内訳は石鏃25点，スクレイパー12点，異形局部磨製石器2点，UF44点，磨

石1点，砥石1点で，その他に石核10点，原石2点も出土している。

石鉢〔第129図189－209，第130図210－212，217〕未製品1点も含め全部で25点出土した。

未製品を除くと完形品が7点（24％），欠損品が17点（72％）と欠損品が約％を占めている。

石材別では，Ob－A－7点（28％），Ob－B－9点（36％），Ob－C－1点（4％），Ob－D－

1点（4％），Ob－E－1点（4％），安山岩－6点（24％）で，他のブロックに比して，黒曜

石製石鏃の多い（全体の76％）のは目立っている。

形態的には平基と凹基に分けられ，平基で略三角形を呈するものは4点（191，198，207，

210）と，凹基のものが多数を占める。凹基の石鏃はⅠ一日字形の僅かな決りをもち側辺が外へ

彎曲した寸づまりの三角形を呈すもの（189，211），II－挟r）が浅いU字形を呈するもの（193

208），III－長脚で挟りがU字形を呈する鍬形鏃（190，194，199），Ⅳ－側辺が外へ琴曲し，鋭

角な三角状の挟rO部をもつもので，脚は尖がるもの（190，195，202，203），両脚が外へ張り

出す形をとり，挟生はゆるい弧を描き，鋸歯縁をもつものもある（196，197，209），Ⅴ－その

他（200，201，212）に分けられる。201は第1ブロック出土85の石鏃と同じく長さが幅と同じ

かもしくは小形で，深いU字形の挟りを施した張り出す脚部をもつ鍬形鏃である。196と197はブ

ロック南西隅で近接して出土したもので，石材，形態とも酷似している。191と198は小形の剥

片の周辺を僅かに加工しただけの剥片鏃であり鋭い先端部は形成されていない。195，210は局

部磨製の石錐で，210は断形が厚く三角形を呈し研磨途上のものと思われる。195の脚部は研磨

後の調整剥離によって整形されている。

石鏃の大きさは，復原形で黒曜石製1・98cmX1．45cm，安山岩製2・37cmXl・52cmとやや安山岩

の方が大きい。また1．5cm－2．OcmXl．Ocm－1・5cmと2・2－2・5cm×1．25－1．7cmの二ヶ所にそのピ

ー－クがある。長幅指数は全体平均が1・41と長さと幅の比がほぼ3：2となる。石材では黒曜石

1．41，安山岩1．56と安山岩製石鏃の方がやや細身である。

欠損品18点の総破損部数30ヶ所のうちその頻度は先端部14ヶ所（46．7％），片脚16ヶ所（53．3

％）と僅かに脚欠損の方が高い。

異形局部磨製石器〔第130図213，214〕トロトロ石器と称される資料で，第2ブロック内で

約7cmの距離を隔てて2点出土した。214は青灰色と白色の縞の入るチャート製で，小形の完

形品である。先端部は丸味を帯び胴部がややふくらむ先細りの形態をもつ。両脚部は外へ張り

出す。整形は入念に仕上げられている。横断面形はレンズ状を呈している。この種の石器には

研磨による平坦な面をもつものが多いが，本品はわずかに剥離痕の稜のつぶれを観察できるの

みである。全体的に滑らかな感がある。長さ6．3cm，胴部幅2・9cm，脚部幅3．5cm，厚さ0・95cmを

測る。213は黒い縞の入る青灰色チャート製で，先端部を欠損している。両側辺部は214と比べて
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胴部の張り出しが弱く直線的である。両脚部の張り出しも弱い。整形は入念であるが，研磨に

よって剥離痕の稜は不明瞭でそれが剥離面に及ぶ部分もある。全体に磨耗した感が強い。横断

面形がレンズ状をなす。現存長5．5cm，胴部幅3．4cm，脚部幅4・1cm，厚さ1．2cmを測る。144が

第6号炉址より東へ約6m，143が第8号炉址より北へ約4mの所でそれぞれ出土している。

スクレイパー〔第130図215，216，218，第135図262，第136図263，264〕12点出土している

が，内6点を図示した。215はOb－D製の小型の掻器であるO素材剥片の最も厚味のある部分に

急角度の剥離を加え刃部を形成している。長さ1．9cm，幅1．55cm，厚さ0．9cmを測る。216はob

－A製の剥片を素材とした栂指状掻器である。裏面の周辺加工と裏面から背面への刃部形成の

剥離が施され，刃部は左側の一辺に作出されている。長さ1．6cm，幅1．75cm，厚さ0・8cmを測る。

218はob－B製の横長剥片を利用し，表裏両面からの加工によってほぼ全周に刃部を作出してい

る。裏面中央には素材剥片の主要剥離面を大きく留めている。長さ3．5cm，幅3・25cm，厚さ0．9

cmを測る。262は安山岩製の大形横長剥片を利用した大形のスクレイパーであるO剥片の打面付

近は粗い調整剥離が施されている。刃部は剥片の末端辺に細かい両面からの剥離によって作出

されやや外側に彎曲している。刃部以外の側辺と頭部付近は研磨され滑らかに仕上げられてい

る。素材剥片の形状にはほとんど変化がない。長さ6・9cm，幅12・4cm，厚さ1．45cmを測る。第8

号炉址の北東部約5mの所で出土した。263は安山岩製スクレイパーの半欠品である。素材は幅

広の横長剥片で，その末端に主に表面側から細かい剥離によって刃部を形成している。現存長

5・7cm，幅5．4cm，厚さ0・85cmを測る。264は安山岩製の縦長剥片の側辺に背面からの急な二次

加工を施したスクレイパーである。素材剥片の打面は平坦な無調整打面である。長さ5．1cm，幅

3．6cm，厚さ0．9cmを測る。

UF〔第131図219－224，第132図225－233，第133図234－250〕全部で44点出土しており，

本ブロック中で最も数的に卓越した石器である。また他ブロックと比較しても最高数である。

石材別では，安山岩製剥片を利用したものが1点のみで他はすべて黒曜石製剥片である。他の

石器と同じく第6号炉址に集中する傾向が認められる。UFを含む7つの接合資料が存在して

おり，この場で剥片の生産．使用が行なわれた可能性が高い。219と223は互いに接合する接合

資料No．13の資料で3点中2点が使用されている。221も剥片と接合する接合資料No．21の資料であ

る。この他に剥片と接合する例は246，248，250で，それぞれ接合資料No．26，No・24，No．23中の資

料である。また石核と接合する例は232，249で，接合資料No16，No．27である。

砥石〔第134図260〕淡黄褐色砂岩製の砥石の破片である。僅かに表裏面中央に凹部を有する。

しかし平坦面との境はあまり明瞭でない。現存長4・8cm，幅2．55cm，厚さ0・8cmを測る。

石核〔第137図266－269，第138図270－273〕266はob－B製の剥片素材の石核で，分割面で

接合した例である（接合資料No・25）。上面に打面状のフラットな面がある他は，全て剥離面打

面で，打面調整の痕跡は認められない。剥片剥離は石核の中心に向って求心的に実施される。
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長さ2．9cm，幅3・9cm，厚さ1．0cmを測る。267はob－B製剥片素材の石核である。2点の剥片と

接合する接合資料No・17中の石核で，剥片素材石核の刺辺剥離工程がよく分かる資料である。打

面は全て剥離面打面で，打面調整の痕跡は認められない。剥片剥離は主に左右方向から実施さ

れている。略半分を欠失している。両側辺とくに右側辺には細かい使用痕が認められる。長さ

2．6cm，幅4・6cm，厚さ1．0cmを測る。268は266，267と同じくob－B製の剥片素材の石核である。

打面も剥離面打面で．打面調整も施していない。剥片剥離は側辺から求心的に実施される。略

半分を欠失する。長さ2．1cm，幅3・6cm，厚さ1．1cmを測る。269もob－B製の剥片素材の石核

であるが，体形が他とやや異なっている。裏面には素材剥片の主要剥離面が認められる。剥片

剥離は上方からの2回，下方からの1回の剥離のみである。中央から分割したものが接合した

例（接合資料No．11）で，右半分の個体は第2ブロックから出土している。長さ2・4cm・幅6．2cm・

厚さ1・4cmを測る。270はob－A製の剥片素材石核。266－268に類する資料である。正面に上下

方向からの3枚の剥離痕が認められる。長さ2．1cm，幅3．5cm，厚さ1．2cmを測る。271はob－A

製の剥片素材の石核で，UF232と接合する。（接合資料No16）。石核を2分割し，その分割面を

打面としてUF232の素材剥片を剥取している。長さ2．6cm，幅2・5cm，厚さ1．0cmを測る。272は

。b－A製の剥片素材石核である。左側の一部を欠損している。266－268，270，271と同様に剥

離面打面から求心的に剥片剥離を行なう無調整打面の石核である。長さ2・7cm・幅3・7cm・厚さ

1・0cmを測る。273はob－B製の剥片素材石核であるが，剥片剥離はあまり進行していない。分

割した2点が接合している（接合資料No．42）。長さ2・6cm，幅5・6cm，厚さ1．5cmを測る。

上記の石核は剥片素材の扁平な形態をもつ石柱で，本遺跡の石核の大部分を占める。これに

ついては後章において再考する。

磨石〔第138図274〕第6号炉址の直西側，aブロック内から出土した。花崗岩製の扁平な

礫を使用したもので，主に裏面に磨痕が顕著である。10．5cmX9．2cmX4．6cm。

原石〔第134図261，第136図265〕　2点ともaブロック内から出土した。261はob－Cの原

石で鶏卵大の円礫である。平坦面の一部に一枚の剥離痕をもち，外表面を剥いで石質を観察

したものと考えられる。3・8cm×3．0cmx2・5cm。265は石材ob－Bの角礫の原石で，これも外表

皮面を剥いだ痕跡が認られる。4・3cm×5，3cm×3・Ocm。

第4ブロック

第2凹部の北隅の位置に相当する箇所に分布域をもつ。ブロック内でも北部が顕著な密集状

況を示すが，南部は散慢な状態である。III層第1ブロックと重複する。III層第1ブロック出土

の砥石の破片と接合する破片を含んでいることから，このブロックとIII層第1ブロックの層位

的分離が妥当性があるものか否か問題である。

石器は総計12点，内石鏃4点，UF4点，石核は1点のみである。砥石4点である。

石鏃〔第149図285－178〕4点のうち完形品は277の1点のみで，他は全て脚部を欠損してい
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第135回　第3ブロック出土石器実測図Ⅶ

る。石材はob－B（275－277），と安山岩（278）の二種類である。275はob－B製の剥片を利

用したもので背面と裏面の一側辺に加工を施したものである。形態不明。277は。b－B製の小

型石鏃で脚をもつ形態に復原されるが，大きさも大きくて1cmを越えないものと思われる。裏

面には大きく素材剥片の主要剥錐面を残している。277はob－B製の左右対照形の石鏃である。
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剥片の周辺のみを加工しているだけで先端部は丸く整形している。右脚部は素材剥片の打両部

に相当し，打痛を残しており二次加工が困難であったものと思われる。製作途上の未製品であ
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ろうか。278は安山岩製石鏃の先端部で，粗い剥片加工で整形されている。復原形態は平基の側

辺がやや張り出した三角形かと思われる。

UF〔第139図279〕　4点とも黒曜石製剥片を利用している。279はob－b製の剥片の左側辺

を使用したもので末端を僅かに欠損している。

砥石〔第139図282－285〕4点が出土しているが，全て破片である。282－284はいずれも黄

褐色砂岩製の砥石の破片であるが，色調や厚味の具合から同一個体であった可能性が高い。283

の右側辺は砥磨面で平滑である。また284の二側辺は同じく面取りされており，方形の砥石の角

部に相当する部分である。いずれも表裏面に砥磨面をもっている。285は3点の砂片の接合例

（接合資料No・31）であるが，小さな破片が本ブロックから出土した。

石核〔第139図281〕ob－A製の剥片素材の石核である。素材剥片を剥取した石核は拳大の

円礫であり，自然画を打面としたものである。素材剥片の背面側に周辺から剥辺剥離を実施し

た痕跡が認められるが，端正な剥片は得られていない。素材剥片の主要剥離面が281の左側面，

背面が右側面に観察できる。最終剥離は打面の方向を変え，打面を作出（打面調整か）してい

る。最終剥片の大きさは3．OcmXO．7cmである。長さ4．3cm，幅1・8cm，奥行1・9cmを測る。

第5ブロック

第11号，第12号炉址を中心に嵐　及び西へ拡がりをもつブロックで，特に顕著な密集城は存

在しない。第11号炉址と第12号炉址はII層内においてレベル差をもって検出されている。よっ

て石器，石片類も二枚の生活面に分離されることが予想されるが，明瞭なレベル上の断絶も認

めがたいので，一括して取り扱った。今後，精微な分析を加えて検討しなければならない。

ただし第12号炉址南側に集中するスクレイパー（第141図303，第142図304，305）とUF（第

図266），第12号炉址に近接した石核（第143図306），UF（第140図294），スクレイパー（第141

図302），石鏃（第140図291）は第12号炉址の生活で出土したものであり，炉に伴うものである。

また，第12号炉址西側には本ブロック出土石鏃8点中6点が集中している。接合資料はブロック

内で完結するもの2例。ブロック外接合1例がある。

石器の総数は23点で，その内訳は石鏃8点，スクレイパー6点，UF7点，磨石2点である。

石核は4点出土した。

石鎚〔第140図286－293〕8点出土した中で3点が完形品（37．5％），5点が欠損品（62．5

％）である。石材はob－A製が3息安山岩製が5点で，他の石材は使用されていない。黒曜

石製の3点は全て欠損品である。復原形の大きな鍬形鏃を除くとほぼ2cm内外に集約される。

復原形態の平均の大きさは黒曜石製が2・3cmX1．4cm，安山岩製が1．67cmXl・46cmと黒曜石製が

長さで優る。長幅指数は黒曜製1．66，安山岩製1．18と安山岩製石鏃の方が黒曜石にに比べて寸

づまりの体形をとる。

石鏃の欠損部位度の頻度は，欠損品5点ののべ欠損箇所数6のうち頭部3，脚部3で半分づ
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づつである。

形態は平基と凹器がある。平基（288）以外はすべて凹基で大きく基部の挟りの形態で2つに

分けられる。挟りが僅かでゆるやかなカ一ブを描くもの（287），決りがやや浅くU字形をなし，

胴部がやや張り出すもの（290・291・293），U字形の挟りで側辺が直線的なもの（289・292），

挟rOが深くⅤ字形を呈し脚部がややふくらみ加減に張り出すもの（283）等がある。289．292は

鍬形鏃である。289の側辺は鋸歯状に整形されている。

スクレイパー〔第140図297，第141図302・303，第142図304．305〕　6点中5点を図化した。

297はob－A製の両面加工の栂指状掻器である。刃部は末端の厚みのある部分であるが，周辺

部の稜のつぶれも観察されることから側辺も使用されたと思われる。整形は入念に仕上げてい

る。長さ2・7cm，幅2・35cm，厚さ0，9cmを測る。302は安山岩製剥片を利用したスクレイパーで末

端辺に裏面側からの剥離によって刃部を作出したものである。素材の形状はほとんど変えられ

ていない。長さ6．8cm，幅4．7cm，厚さ1．6cmを測る。第6号炉址のすぐ西から出土している。

303，304，305は第12号炉址の南約4mのところに集中して出土したもので，296とUFとの

一括遺物である。303は安山岩製剥片を利用したスクレイパーである。剥片の末端辺に裏面から

加工を施しているが，刃部を僅かに欠損している。接合資料No．36で，この密集区内で安山岩の

大型剥片と接合している。長さ7．2cm，幅6．3cm，厚さ1・25cmを測る。304は安山岩製の両面加

工のスクレイパーで，刃部は両側の下半部に形成されている。刃部は両面からの粗い剥離の後

細かいリタッチが施されている。素材剥片は自然打面の厚味のある大形縦長剥片で，裏面には

打留，主要剥離面を残している。長さ9．2cm，幅6・65cm，厚さ1．7cmを測る0　305は安山岩製の

大型剥辺の末端辺に両面からリタッチを施し，刃部と形成したスクレイパーである。素材剥片

は自然画打面で，外表面に近い部分の剥片である。刃部を整形加工は粗い。長さ9．5cm，幅8・7

cm，厚さ2・5cmを測る。303－305の3点のスクレイパーはいずれも安山岩製であるが，自然画の特

徴や縞文様の入り方を観察してみると異なる母岩から割出されたものである。しかしその母岩

（石核）は全く出土していない。

UF〔第140図294～298〕全部で7点出土した。石材は7点中2点が安山岩で，他は黒曜石

である。295はob－B製の寸づまりの横長剥片の打面の縁辺と側辺を使用したもので，比較的

大きな使用痕が認められる。296は303－305のスクレイパーと共伴したもので，Ob－B製の縦長

剥片のほぼ全縁辺を使用している。298はob－B製剥片の一側辺を使用したものである。

石核〔第143図306－308〕　306はob－A製の剥片石核である。背面右側辺から裏面にかけて

一枚の剥片を割出している。よって割出された剥片は両面にポジティブな面を有することにな

る。その剥片は第3ブロックの小ブロックbから出土したUF（第133図249）で，両者は約14

m離れて出土した（接合資料No・27）。その後剥片を剥取していないので石核という分類には疑

問であるが，素相生産とその使用という点から石核の範噂に入れておく。長さ2．4cm，幅4．0cm，
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第141回　第5ブロック出土石器実測図II
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第143回　第5ブロック出土石器実測図Ⅳ
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厚さ1．1cmである。第12号炉址に近接して出土した。307はob－B製の剥片素材の石核である。

表裏面に数回の剥片剥離が実施されているが，最終剥離は正面中央の自然面を打面とした剥離

である。打面調整の痕跡があるが，その数は一つのみである。長さ2・6cm，幅5．5cm，厚さ1．1

cmを測る。308は安山岩製の剥片利用の石核で，略半分を欠失している。剥片剥離は剥離面打面

で主に上下方向から実施されている。よって縁辺はジグザグ状のエッジをもつ。長さ4・2cm，幅

2・8cm，厚さ1．3cmを測る。

磨石〔第143図309〕　ブロックの西隅の石器，石片の散慢なところと北隅から2点出土して
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土している。いずれも花崗岩製の礫を利用している。309はブロック北隅から出土したものであ

る。扁平な形態をもつ。表面に2両，裏面に一面の磨痕をもつフラットな面が観察されるO　側

辺部の利用はない。長さ11．4cm，幅9．4cm，厚さ5．1cmを測る。もう一方の磨石はやや厚めの礫

の表裏面を利用したものであるO　長さ12．6cm，幅8．8cm，厚さ5・4cmを測る。

第6ブロック

第9号炉址の西側に顕著な密集城をもつブロックで，第3ブロック北部とともに比較的集約

する部分をもっている。この炉西部の集中城は，No・28，No．29，No・30の3つの接合資料を含んで

おり，石器製作を行なった場と考えられる。石器，石片はこの集中区を中心に南東へ拡がりを

もつ。第9号炉址と第3ブロック第8号炉址の間の無遺物地帯は，F－1号境の石室の掘り込

み部分に相当し，包含層が削平された状況を示している。第10号炉址は石鹸型の磨石（第145図

333）と石皿の破片（第145図334）を含むものであるが，それ以外の遺物の出土は殆どない。この

上位である第一層の該当城には，比較的まとまった石器の集中区が存在し，石器の石材も均質

である。これは両者を断面図で比較した場合，僅か10数cm前後のレベル差となってあらわれる

ため分離したが，軽量遺物の浮遊化現象によるものと考えられ，まとめて取り扱える可能性が

ある。よって，第6ブロック内には第9号炉址と第10号炉址を中心とした二つのグループに分

けることができよう。ただし，この第10号炉址付近より出土した遺物については石皿（334）磨

石（333）を除いて，I層の出土遺物の項で説明する。

石器の総数は上記2点を除いて23で，その内訳は，石鏃10点，スクレイパ－2点，石錐1点，

UF7点，磨石2点，環状石斧1点である。石核は3点出土した。

石鏃〔第144図310－319〕10点のうち完形品が3点（30％），破損品が7点（70％）である。

石材別ではob－B製1点，Ob－C製5点，安山岩製4点と，Ob一Cが半数を占めている。また欠

損率もOb－Cが40％と最も低い。

形態的には平基が1点（317）以外は全て凹基の石鏃である。凹基は基部の挟りが浅くゆるや

かに彎曲したもの（310，212，315，318），挟りがやや深く脚が外に張り出すもの（311），挟り

が深くU字形をなし脚が長いもので側辺は直線的であるもの（313，314，316，319）に分ける

ことができる。313はob－C製の局部磨製石鏃の欠損品で，表裏面の一部に研磨された面をも

っている。314はob－C製の石鏃であるが，全体的に摩耗しており，剥離面が不明瞭で平滑で

ある。形態，大きさが，復原可能なのは10点中7点で，その復原長幅は，黒曜石製（ob－C）が

平均2．57cmX1．38cmで，安山岩製が平均2．13cmX1．8cmと黒曜石製の方が長さの点で優っている。

ただし，312の大形品を除けば20．2cmX13．2crnと長さ幅ともに安山岩の方が大きい。

長幅指数は黒曜石製石金族が1・67，安山岩製が1．17と黒曜石製石鏃の方がその値が極めて大き

く，安山岩製に比べて細身であることを示している。312の石鏃はその値が2・14と極めて大で

長さが幅の2倍以上もある。
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5・II層の遺構と遺物

第146図　第6ブロック出土石器実測図III
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欠損状況は・欠損品7点の総欠損箇所数9ヶ所のうち脚部6（66．7％），先端部3（33．3

％），と脚部の欠損が多いことがわかる。

スクレイパー〔第144図324〕ob－B製の小型のスクレイパーで，剥片の一側辺に両面からリ
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第147図　第7ブロック出土石器実測図

タッチを施し刃部を形成している。表裏面に素材剥片の背面及び主要剥離面を大きく残したま

まである。長さ2・1cm，幅1・9cm，厚さ0・5cmを測る。

石錐〔第144図320〕第9号炉址に近接して出土した。Ob－B製の縦長剥片の末端に両面か

らの二次加工を施し，錐刃を形成している。他の縁辺には加工の痕はみられない。その西側か

ら30。m程離れて出土した剥片と摸合した（接合資料No．28）。両者の剥片の形態は非常によく似

ている。長さ2・6cm，幅2・1cm，厚さ0・6cmを測る。

UF（第144図321－323，325，第115図326〕　7点ともすべて黒曜石製剥片を利用したもの

である。内5点を図示した。321はOb－B製の端正な縦長剥片を利用したもので・側辺に部分

的に使用痕が認められる。323はob－C製の大形剥片の右側辺を使用している。

環状石斧〔第146図335〕第9号炉址の南約3mのところで出土した。石材は硬砂岩製で素

材の形状は不明である。周辺部を粗い剥離で整えた後研磨している。両側辺は研磨されている

が，両端部は剥離痕を残したままである。表裏面の中央部には径3．2cm程の穿孔途上の四部が

残されている。凹部面は滑らかで，磨ぎ出しによる穿孔法を用いたと考えられる。長さ12．4cm・
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幅10．8cm，厚さ2・5cm，凹部の厚さ1・5cm，重量495gである。

磨石〔第145図332〕花崗岩製の扁平な礫を利用したもので，第9号炉址両側の密集地から

出土した。裏面の左半分9及び裏面に磨痕のある平坦な面をもつ。表面右側半分と側面は粗い

礫素材の表面が残されたままである。他の面はすべて滑らかな表面をもつO長さ10．7cm，幅6．9

cm・厚さ4．2cmを測る。炉南西部から出土した磨石は玄武岩製の正面観長礫円形扁平なものであ

る。約％を破損している。全面に磨痕が認められる。残存長5・2cm，幅8．8cm，厚さ5・Ocm。

石核〔第145図329，331，第146図336〕329はob－A製の剥片素材の石核で，扁平な体形を

もつ。表裏面とも剥離を実施しているが，表面の両側にはその後細かいリタッチが加えられて

いる。上部に分割面をもつ。これは剥離後の分割である。長さ2・5cm，幅3．4cm，厚さ0・8cmを

測る。331はob－B製の剥片素材の石核である。ブロック内で出土した剥片と接合した（接合

資和0．30）。長さ1．8cm，幅2．4cm，厚さ0．4cmを測る。打面は無調整打面である。336は安山岩

製の大形剥片を素材とし，その両面から交互剥離状に剥取したものである。図示した石核

表面が素材剥片の主要剥離両側にあたる。得られた剥片はその剥離痕からみると幅5cm大の大

型剥片も存在することがわかる。長さ13．2cm，幅8・4cm，厚さ2．8cmを測る。

第柑号炉址出土石器〔第145図333，334〕333は炉西隅から出土した玄武岩製の石鹸型の磨

石である。表面は一つの平坦面でなく角が落ちるように磨られている。長さ10．5cm，幅6．0cm，

厚さ3湖mを測る。334は花崗岩製石皿の破片で・炉の内部でつきささるようにして出土した。

側面も面取りをして角を作り出している。中央部に作業面が観察される。現存長9．7cm，幅10．4

cm，厚さ4．3cmを測る。

第7ブロック

遺跡の最南端にあるブロックで，第13－14号の3つの炉址を含む。石器の集中はそれほど密

でなく，炉を離れて西側に分布している。

石器は石鏃4息砥石1点の計5点のみである。他のブロックの境界が不明瞭であるのに対

し，このブロックは単独で画然とした集中区と見傲すことができる。

石錘〔第147図337～340〕4点中，完形品は339の1点のみである。石材別ではob－A製が1

点，Ob－B製が1鳥安山岩が2点である。

形態的にはバラエティがあり，1点1点異なっているが，337と340は所謂鍬形錫と称される

ものである。337はob－A製で入念な整形仕上げを行なっているO脚を欠損している0　337は

安山岩製の剥片を横位に用いたものであるが9全体に磨耗が激しく剥離痕が明瞭でない。

砥石〔第147図342〕赤褐色砂岩製の砥石の破片である。復原形は長さ7．1cm，幅4．6cm，厚

さ1．6cmの正面観が隅丸の長方形で扁平なものである。表面には線状の浅い凹みが観察される。

（小畑）
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（4）小結

以上，前節においてII層の遺構および出土遺物である土器，石器の出土分布と遺物について

詳述したが，ここでII層についての若干のまとめをして小結としたい。

①遺構

II層の遺構は遺跡全面にわたって検出した炉址15基であるが，この中には厳密には炉址と認

定できない集石も含んでいる。炉址およびその拡散状況を示すものは第1，2，4，5，6，

9，10，11，12，13，14，15号炉の12基である。分布はIII層段階で，第2凹部が埋り，II層の

時はその使用が不可能になるために，第2四部ではその前面に炉の築成が行なわれ，第Ⅰ凹部

から第2凹部前面，第3凹部前面とほぼ並列している。しかし，この分布状況も詳細にみると，

第4号炉址と第5号炉址，第9号炉址と第10号炉址，第11号炉址と第12号炉址，第13号炉址と

第14号炉址と第15号炉址という具合にきわめて近接する2基以上の炉址が存在することがわか

る。これら近摸した炉址は最も近接する場合は1m前後で，炉を中心とした生活空間を考えた

場合は同時に存在し得ないことは明らかであり，また，発掘における所見でも，その検出面の

高低差は明らかであった。よって，これら近接する炉址間には当然のこととして，時間差を求

めなければならない。先に指摘した近接した炉址間で，その前後関係をみると，第4，5号炉

址間では炉の残存状況，検出面から第4号炉址→第5号炉址，第9，19号炉址間ではその検出面

の違いから第10号炉址→第9号址，第11，12号炉址間では明確な検出の違いから第11号炉址→

第12号炉址，第13－15号炉址では検出面の違い，および残存状況の違いから第15号炉址→第14

号炉址→第13号炉址という関係が存在する。このことから言えるのは，少くとも検出面に大き

な差がない場合は，より拡散した炉址が先行するものとして把握され，また，残存状況が良好

な場合は，その埋没は急激であったことが想定される。また，近接した炉址間で，その先行する

ものは，第4，10，11，15号炉址であるが，その形態が把握できるのは第4，11号炉址である。

第4号炉址は規模が大きく，深く掘り込み，周囲に石を立て並べたもので，第11号炉址は小規

模，かつ，敷石が平担である特徴をもつ。次に後続する炉は第5，9，12，13，14号炉址であ

るが，その形態が把握できるものに第5，12号炉址がある。第5号炉址は大規模で残い皿状を

なし，花弁状に敷石したもので，第12号炉址は大規模で，深く掘り込み，立派な石囲い炉であ

る。以上，炉の関係から炉の前後関係をみると先行する炉の一つであった第4号炉址は後続す

る炉の一つである第12号炉址と類似する点が多く，第12号炉址がより残存状況が悪いものとし

て，一つの類型の中でおさめられるので，この2基がほぼ同時存在するとみた場合，第11号炉

址は，これらに先行する類型として把握され，また，第5号炉址は後続するものとして把握さ

れ，ここに炉の形が時間差として保存状態の良好なものでいえば第11号炉址（Ⅰ類型）→第12

号炉址（II類型）→第5号炉址（III類型）としてその変遷を追うことができる。また，これと

は別に第13～15号炉址にみられるように炉址の破壊，拡散状況も，その過程が把握されるので
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ある。

以上の結果をふまえて，炉の分布を見た場合・Ⅰ類型としては第1凹部の中央に位置する第

2号炉址・第2凹部北端部前面に位置する第6号炉址第2凹部北端前面に位置する第11号炉

址の3基があり，それぞれの間には約21mと約24mの距離を有する。II類型としては第1凹部

北端部前面に位置する第1号炉址（この類型に入れることには若干の疑問点もある。），第1凹

部南端部前面に位置する第4号炉址，第2凹部南端前面に位置する第12号炉址の3基があり，

それぞれの間には約20mと約28mの距離を有する。III類型は第1凹部南端部前面に位置する第

5号炉址1基のみが明確であるが，Ⅰ，II類型のあり方から推測すれば，第2凹部中央部前面

に位置する第10号炉址，第3凹部前面に位置する第12号炉址がIII類型の拡散したものとみるこ

とができる。各炉址間の距離はそれぞれ，約19mと約22mである。このようにⅠ～III類型の炉

址は発掘区内では3基よりなる可能性が強く，それぞれの間の距離も約20m離れていて，それ

ぞれが一定の生活空間を有し得る状況である。このように炉址の類型とその分布が一致するこ

とは，炉址のみに限っていえば，II層中に少なくとも3時期以上の生活の営みを考えることが

できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山崎）

②土器について（第148図）

A，土器の分布

II層出土の各個体の土器分布を重ね合せたのが第148図である。この土器分布からII層におけ

る遺跡利用のあり方をみていこう。土器の分布は主に第2凹部北半部前面から第1凹部にかけ

て分布し，第3凹部周辺に遺物の分布は非常に希薄である。

土器の分布は大きく3つのグループに分けることができる。第1グループは第1凹部前面の

20mX13mの範囲で11個体＋αの土器分布の重複がみられる。第2グループは第2凹部北半部

から，第1凹部の境の岩盤の突出部前面，22mX5mの範囲で8個体＋αの土器の重複がみら

れる。第3グループは第2グループの南東部前面17mX25mの範囲で9個体＋。の重複がみら

れる。いずれのグループも土器の重複関係が顕著であるが，第3グループの中心部に上部に築

造された古墳の墓壙が存在するため，その部分に空自部がみられるが，これは本来の姿ではな

い。以下，各グループの整理を行い問題点の抽出を試みることにする。なお，土器の分布と炉

址との関係は第5章でふれるのでここでは省略する。

第1グループは押型文土器4個体，無文土器4個体＋αの重複部である。この場所はIII層の

後半から使用が開始されII層で貴盛期をむかえる。この重複部で注意されるのは北側の重複部

と，やや土器個体が希薄である南側の重複部との間に遺物の少い空間が存在する点である。土

器の拡散状況には東西方向に拡散した状況を示すもの2個体，南北方向に拡散した状況を示す

もの6個体，面的広がりをもって拡散したもの3個体があり，それぞれの土器の拡散状況の違

いが何を意味するのか興味あるところである。
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第2グルーブは押型文土器4個体，無文土器4個体＋αの重複部である。この重複部は南北

に細長い分布を示している。土器の拡散状況は東西方向に拡散した状況を示すもの1個体，南

北方向に拡散した状況を示すもの6個体，面的広がりをもつもの1個体があり，第1グループ

同様にその拡散状況の相違が指摘できる。

第3グループは押型文土器6個体，無文土器1個体＋αの重複部で，土器の広がりとしては

貴も広く，第2凹部前面の段丘上全面に広がる。土器の拡散状況は，このグループでもその違

いが求められる。すなわち，東西方向の拡散状況を示した土器は4個体存在し，南北方向の拡

散状況を示すもの2個体，面的広がりをもつもの1個体が存在する。

このように各グループに共通して認められる，東西方向，南北方向，面的広がりと二つの土

器拡散は，各グループに共通した要素によってその拡散が促進されたことがうかがえる。各グ

ループに共通する要素として最も考えやすいのは自然による拡散とみることであり，この拡散が

時期的要素を示しているか否かは，各土器間の層位関係，型式等，詳細に検討する必要がある

が，先に検討した炉址が3時期に分かれることと符号し注意されるところである。また，土器

個体は別でも，同一時期，同一型式の土器が2グループにわたってみられる場合がある。押型

文土器XIIIと押型文土器ⅩⅣの場合がそれで押型文土器ⅩⅣは第1グループに，押型文土器ⅩIIIは

第2グループに存在する。このことが何を意味するかは今後の検討課題として残しておく。

B，土器の重複関係

II層内における各土器の重複関係から、その前後関係を把握するために，最も重複関係の認

められる部分、つまり第1グループではⅠ－6，J－6，K－6，L－6，M－6，N－6グ

リットの1列とK－7，L－7，M－7，N－7グリットの1列の2列において，第2グルー

プではH－22－25グリットの1列とJ－16－19グリットの列，K－16－19グリットの3列にお

いて、第3グリープではN－19－26グリットの1列とR－18～23グリットの1列の2列におい

て土器の上下関係を検討してみよう。

まず第1グループのⅠ－N－6グリットの列では8個体の押型文土器，無文土器の重複関係

がある。土層堆積が斜面であるために土器の移動が激しくその上下関係をもとめるのは容易

ではないが大体の傾向をつかむことはできる。最も先行するものと考えられる土器は無文土器

Ⅴで，それよりやや後続する土器に押型文土器IIと木葉文土器（？）がある。さらに，これら

の土器に後続すると考えられるものに無文土器Ⅵ，無文土器III，押型文土器ⅦⅤ，無文土器IIが

ある。以上の傾向はその上下関係で把握できるが，層内ではいずれも混在状態にある。K－N

－7グリットの列では5個体の土器が重複していて，その上下関係は最も下部に無文土器Ⅴが

出土し，その上に無文土器III，さらにその上部に無文土器II，やや間をおいて押型文土器ⅩⅣ

が重なる傾向ができる。以上2列のグリットでその上下関係を検討したが，これをまとめると以
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下の関係がつかめる。しかし，この関係は一定の面をもって重なり合うものでなく，その傾向

をとどめるにすぎない。古い順に記すと，無文土器Ⅴ→押型文土器II，木葉文土器（？）無文

土器III，Ⅵ→無文土器II→押型文土器Ⅵとなる。

次に第2グループのH－22－25グリットの列では3個体の土器が重複している。いずれもII

層下部の出土であるがその上下関係は比較的良好な状態で把握することができる。最も下部に

出土する土器は無文土器Ⅵ－1で，その上に無文土器Ⅰがほぼ南をもって重なり，そのさらに

上に押型文土器Ⅷが重なる。J－16－19グリットの列では4個体の土器の重複がみられる。こ

のグリット列ではH－22－25グリット列のように明確に分離できず，やや混在する状況がある

が、その傾向は充分に把握できる。すなわち最も下部に出土する土器として押型文土器Ⅳと押

型文土器Ⅵがあり，この両者は共伴関係にあるとみて良い。この両土器の上部には無文土器Ⅵ－

9の鹿部破片が重なり，それと混在する状況で押型文土器Ⅶがのっている。K－16－19グリッ

ト列では4個体の土器が重複し，最も下部から出土する土器はJ－16－19グリット同様に押型

文土器Ⅳ，Ⅵであり，その上部に押型文土器Ⅶが重なり、その上に無文土器がのっているとJ

－16－19グリット列と全く同様の結果が得られる。以上，第2グループの3列のグリットにつ

いて土器の上下関係を検討したが3列で共通して出土する土器がないために，その関係は把握

しがたいが，H－22－25グリット列の出土土器すべてがII層下部であること、J－16－19グリ

ット列，K－16－19グリット列の最も下部から出土する押型文土器もII層下部に相当し、また

H－22－25グリット列の押型文土器ⅧとJ－16－19グリット列，K－16－19グリット列の押型

文土器Ⅳ，Ⅳは型式的に同じであり，この三つの土器は共伴する可能性が強く，これから3列

のグリット列をまとめた土器の上下関係は，無文土器Ⅵ－1→無文土器Ⅰ→押型文土器III，Ⅳ，

Ⅵ→無文土器Ⅵ→押型文土器Ⅶ→無文土器の順が確定できる。

最後に，第3グループの各グリット列について検討してみよう。N－19－26グリット列では

3個体の土器の重なりがあり，最下部に出土する土器は押型文土器IIIで，その上のII層中位に

押型文土器Ⅴと押型文土器Ⅶがあるがその上下関係は明らかにできない。R－18－23グリット

列では3個体の土器の重なりがあり，最下部に出土する土器は押型土器Ⅹでその上に押型文土

器Ⅰが重なりさらにその上に条痕文土器IIがのっている。両グリット列の土器の上下関係は両

者に重複する土器がないため明らかにLがたい。

以上　各グループにおける土器の上下関係をのべたが，第5章でさらに編年的検討を加える

こととする。
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（②石器について

II層から出土した石器・石片の総数は2112点でうち石器が299点（14％），石核が36点（1．6

％），原石が1点（0．04％）である。石器・石片の分布状況は第1－15の炉を中心に密集する

傾向がある。中でも第1ブロック，第3ブロック西半部，第6ブロックは数多くの接合資料を

もつ密集の顕著な小さなブロックを有している。石片の多さ，接合資料などから石器の製作，

使用の状況を推察させる場である。第4ブロックはIII層第1ブロックと同一時期の可能性があ

り，第1ブロック第2号炉址東側の空白部，第6ブロック第10号炉址南側の空自部にはそれぞ

れⅠ層の当該地の石器密集城が入る可能性が高い。

石器の種類とその割合は，石鎌114点（38％），スクレイパー46点（15．4％），石匙3点（1％），石

錐2点（0・7％），彫器1点（0．34％），使用痕のある剥片103点（34．4％），二次加工のある剥片2

点（0．7％），石斧3点（1％），砥石9点（3％），磨石12点（4％），異形局部磨製石器2点（0・7

％），環状石斧1点（0．34％），石皿1点（0・34％）で，III層に比べ石鏃の割合が少くなり，使用

痕のある剥片の割合が増加する傾向にある。狩猟用具，植物性食物加工具、生活用具別では、

38％，4・35％，56．77％の割合を示す。

II層は押型文土器の型式から3つの時期に分けられる（稲荷山式，早水台式，田村式の時期）。

これらはそれぞれ遺跡内において3ヶ所に展開しており，計9のグルーブの占置をみたことに

なる。1グループごとの石器の数は，石鏃12・7点，スクレイパー5・1点，石匙0．33点，石錐0．22

点，彫器0．11点，使用痕のある剥片11・4点，二次加工のある剥片0．22点，石斧0．33点，砥石1

点，磨石1．3点，異形局部磨製石器0・22点，環状石斧0・11点，石皿0・11点，石核4点，剥片、チ

ップ119点である。その個数が1に満たないもの石匙，石錐，彫品とくに異形局部磨製石器，環

状石斧，石皿などは，この3つの時期の一時期ないし単一のグループに属する可能性がある。

また剥片，チップの個数が他の層に比べて多いようであるが，剥片石器，剥片，チップの数は

石核1個あたり平均57・3個とIII層（109．8個），Ⅰ層（87．1個）に比べると少ない。グループ単

位の石核，剥片，チップ数が少ないことは遺跡内における石器製作の効率の低さというより逆

にⅠ・III層の石核の少なさを問題として，石核の遺跡外への搬出を想定してみる必要がある。

しかし，これには目的剥片と破片の量的比率の検討を加味して考え直す必要があろう。

スクレイパーは所謂才母指状掻器と称される小型のものと大型剥片を素材としたものがあり，

後者については刃部が片方から加工されるものと右側から作出されるものの二者がある。スク

レイパーの形態の分化は何らかの用途の違いが考えられる。

本層出土の異形局部磨製石器は一般に「トロトロ石器」と称されるもので，西日本を中心と

して縄文時代早期に散見される特異な石器の一つである。その分布は中部地方を中心に関東，

近畿，中国，九州に及んでお（控押型文系土器と極めて密接な関係を有している。近年，この石

器に対する関心の高揚，縄文時代早期遺跡の発掘例の増加に伴ない九州においてもその類例が
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数多く知られるようになってきている。副島邦弘産）豊崎晃一巌の出土地地名表にその後管

見にのぼったものを加えると現在九州内における異形局部磨製石器の出土地は次の18箇所であ

る。長崎県泉福寺洞是）剛ヒ側台地，小ヶ倉遺読）福岡県深原遺粛）蒲田遺武）法華原適訳
（4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）

（12）

大道端遺読）柏原F遺跡，大分県早水台遺謎：）ヤトコ。遺謎：）ォドリ畑，熊本県中後迫遺謎：）

小川遺謎4）柿迫遺粛舞ノ原遺読）山ノ口遺武揚舟原遺謎：）東遺跡28）これらの資料はいず

れも押型文土器を伴出しているが，その細かい所属時期については不明である。本遺跡では押

型文土器Ⅵ類（田村式の直前）の時期に比定され，これまでこの種の石器の所属時期について

述べられてきた所見とほぼ一致する。また吉田英敏晶述べる如く鍬形鎌との関連性が強いこ

とは，本遺跡においてII層での鍬形鏃の増加という形で認められるのである。異形局部磨製石

器の用途については「“石鏃”のもつ本来の効力を『皆無』にすることによる狩猟活動規則に
（1餌

関連した特殊な石器」という指摘があるように“特殊な石器，’として認識されているようであ

るが具体的な用途に関しては不明のままである。ただし，本遺跡で認められるごとく遺跡内で

製作された痕跡がなく他から搬入されたものであること，遺跡内で遺棄されること等がそれ

について示唆を与えるものである。製作地の追跡，石材原産地の同定がその解明の糸口になる

と思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小畑）
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6．Ⅰ層の遺構と遺物

（1）遺構の位置と遺構

①遺構の位置（第149図）

Ⅰ層の遺痛は，土層的に極めて判別が困難で，その大部分を把握するのは困難であった。確認

した遺構は主に断面によって確認したもので，その全形を知ることはできないが，竪穴状遺構

3基と土壌5基である。分布は第2凹部前面と第2凹部と第1凹部の境の岩盤の突出部の前面

であるが，これは本来の分布を示すものではない。発掘所見からはほぼ全面にその分布があっ

たものと考えられる。

②遺構

A，第1号竪穴（第150図1）

第1凹部と第2凹部の境である岩盤の突出部前面，K－14，15，L－14，15グリットにわた

って検出した遺構である。断面の検討によって確認したので約半分を未確認であるが，直径2．6

cmの不整円形プランをなすと考える竪穴である。深さ約0．45－0．7mで，壁のたちあがりもゆる

やかで皿状をなしている。床面は平担でなく，東側が大きなピット状をなして深くなり，西側

に向って序々に浅くなるものである。竪穴埋土中より安山岩原石，黒曜石，撚糸文土器IIの破片

が出土した。II層の第5号炉址はこの竪穴の壁面に接している。

B，第2号竪穴（第150図2）

第2凹部北端部前面，Ⅰ－18，19，J－18，19グリットにわたって検出した。この竪穴も第1

号同様に断面観察によって確認したものであり，約半分を確認していない。直径2．7mの不整円

形プランをなすと考える竪穴で，深さ約0・5m。壁はたちあがりが垂直でなく，ゆるやかで断面

形は皿状をなしている。底面は第1号に比較して平担であるが，大小の浅いピットがある。竪

穴埋土中よりは遺物の出土はない。

C，第3号竪穴

第2凹部南端部前面，0－28，29，p－28，29グリットにわたって検出した。径2・4mの円形の

プランをなすものであるが，その存在のみを確認するにとどまった。埋土中の出土遺物はない。

D，第1号土壌（第151図1）

第1凹部と第2凹部の境の岩盤の突出部前面，L－15，16グリットにわたって検出した土壙

である。断面観察時に確認したので約半分を失う。第1号竪穴の南に約0．5m離れて位置する。

幅0・92m，長さ0．55m＋α（1．2m前後を推測できる）のやや不整の長方形プランをなす。深さ

0．32mで断面形は箱形をなす。

E，第2号土壌（第151図2）
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第151図Ⅰ層の遺構実測図II

第1凹部と第2凹部の境の岩盤突出部の前面，J－16，17グリットにわたって検出した土堰

である。第1号竪穴と約3m，第2号竪穴を約2・5m離れて位置する。わずか一部の存在であり，

全形は明らかにできない。幅約1m，深さ約0・5mで，壁面のたちあがりは垂直に近く，断面形

は箱形をなす。

F，第5号土壌

第3凹部前面，N－32，33グリットに検出した。長さ約1．2m，幅0・75mの長方形プランを有

し，深さ0・4mで断面舟底状をなす土壌である。

なお，第3，4号土堰は図示しなかったが，それぞれR－19，20グリット，S－28，29グリ

ットに検出したもので形状等は前三者と同様である。　　　　　　　　　　　（山崎）
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（2）土器の出土状況と土器

①撚糸文土器Ⅰ（第152，153図）

第2凹部北半部前面・段丘の中央から縁にかけて約21mX約15mの範囲，すなわち，K一23，

N－21・0－19，20，23，p－20・21，23，Q－19－21，R－21，24，S－18，23，T－23，

24・U－17，22，24グリットに分布し，特にp－20，21，Q－19－21，R－21グリットに集中

がみられる。接合関係は良好で，ほぼ集中区を中心としてみられるが，最も離れて接合するのは

N－21グリットとS－17グリット間で約17．5m離れている。集中部からの拡散状況は低い方に

ではなくむしろ高所へ移動している例が多く，この拡散状況には人為的要素を感じる。

土器は撚糸文を施文したもので，土器片総数34点がある。接合関係が良好であり，胴下半部

を欠くがほぼ全体の％を現存していて，その全形を知ることができる。器形は第153図1に示し

たように，大型の尖底深鉢形土器である。復原田径37．4cm，推定器高31．3cm。鹿部は尖底がや

や乳棒状になり，それから大きく外へ丸味をもって広がり，胴中位でやや立ちあがり，さらに

言縁部で大きく外反する特徴がある。口縁端部は面をもって，角ぼった状態である。外面の文

様は一段右撚りの粒の小さい撚糸を10－12条の単位（5cm前後）で縦位に施文している。

その施文は全面におよんでいるが，部分的に施文しない部位もある。胴中位に竹管状の工具で

描いた沈線が横位にめぐる。言縁部内面にも同一原体によって幅5cmで横位に施文している。

器壁は厚さ0．5cm～1．1cmで，鹿部に向って厚くなる。鹿部に粘土接合部が凸面の擬言縁として

明瞭に残っている。胎土には石英，長石，雲母の砂粒を多量に含む。焼成は良好で堅緻。色調

は赤褐色～黒褐色をなす。外面にススが付着し，内面に炭化物の付着がある。

②撚糸文土器II（第154－156図）

第1凹部南半部前面，約20mX8mの範囲，すなわち，J－7，8，K－6－．8，13，14，16，

L－8，10，12－15，M－8，9，11－13，15，N－13，15グリットに分布し，その中でK－

13，14，L－12－15，M－11－13グリットの9mX4．5mの範囲に集中区が存在する。集中区に

は第1号竪穴も含まれ，この土器が竪穴と深い関係にあったことがうかがえる。土器の接合関

係はあまり良好でなく，集中区内での接合が大部分であるが，接合関係は少ない。最も離れて

接合するのは，K－6グリットとM－12グリットで約11．5m離れている。

土器は内外面に撚糸文を縦位に施文した尖底深鉢形をなすものと考えられる。同一個体と考

える土器片の総数は63点である。接合関係が良好でないためにその全形を知ることはできない。

第155，156図に土器の拓本を示した。第155図1－6は言綾部破片，7－23，第156図は胴部上

半部から胴下半部にかけての破片である。器形の復原のために各破片について若干の観察を加

えてみよう°1は口綾部のやや大きな破片で，言線上半部がやや内傾気味に外反し，端部は平
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第156図　撚糸文土器II実測図II

担で，上端部を押さえるために粘土が両側に張り出している。端部にはヘラ状の工具で幅6．5cm

～1cmの間隔で斜の刻目を入れている。外面は著しくススが付着するが，一段右撚りの撚糸文

を0・5cmの間隔で縦位に地文している。内面は口縁から約5cmの幅で外面同様の撚糸文を左上か

ら右下に向う斜位で施文している。2も1と同様であるが刻目が良く残っていて，その深さは

2．5mmである。刻目と内外の撚糸文と施文の前後関係は，刻目によって内外面の撚糸文がつぶれる

部分があることより刻目が最後の施文であることがわかる。3～6の破片についても同様のこ

とがいえる。言縁径は1より算出することは無理で，かなりの大型品になる可能性がある。7

－13はロ縁に近い破片で内面に外面と同様の撚糸文を斜方向で施文している。14は胴部破片の

比較的大きい破片である。外面には先の土器と同一原体による撚糸文を縦位に施文しているが

施文に重複がみられ，その順位と単位が明らかにできる。破片の右端の上位から施文された8

条の撚糸はその始点の端部が破片下部に認められる。この施文は破片中位に終点のある5条の

撚糸を切っていて，明らかに下の撚糸より新しい施文であることがわかる。また，破片の右に

ある左下より右上へ向う6条の撚糸も切っている。この6条の撚糸はその下部にある左下より

右上へ向う4条の撚糸を切っていることが観察できる。以上よりこの土器の施文順位は，この

土器の施文が押型文土器と同様に転位で施文されたとした場合鹿部を中心として右まわりに一

段づつまわりながら施文されたことがわかる。内面はヘラ状の工具によって横方向に擦痕状の

ヘラナデで調整する。18は14の上半分と接合関係にあり，胴上半部の破片でススが付着してい

る。撚糸の施文順位は14で観察したのと同様であるが，撚糸の施文がなく，無文のまま放置さ

れる部分がある。内面は14より上部であるためかヘラナデ状の調整後，丁寧な擦過痕を消して
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いる。18の破片は横に大きいためこの部分での径が明らかにできる。復原すると28cm前後とな

り，胴上半部である点を考慮すれば，口径はこれよりやや大きくなるものと思われる。かなり

の大型の深鉢であったことがわかる。なお，14，18の破片は破片の上半が黒褐色～褐色を示す

のに対し，下半部が二次的に火を受けて赤変し赤褐色をなすことからも胴中位の破片であるこ

とがわかる。15－17，19－21，24，26－35，37，38，41は胴部破片で，その特徴は14，18の破

片と同様である。22，23，25，36，39，40は鹿部付近の破片である。39，40は無文のみで放置

されており鹿部に近いことがわかる。22，23，25，36は鹿部付近ではあるが，外面には撚糸文を

縦位に施文し，23はその下半部が無文のまま放置されている。以上より推測し，この土器は鹿

部付近には撚糸文の施文はなかったと思われる。また，形状については39，40よりみて，尖底

に近い丸底が想定される。内面はいずれもヘラ状工具によって横方向にヘラ削り状に調整され

凹凸が著しい。

以上，各破片の観察からこの土器について復原を試みると以下のごとくなろう。口径は30cm

前後で，器高も他の土器例からみてほぼ口径に近く30cm前後と考えられる。鹿部は尖底ではあ

るが，より丸底に近く，言縁部でわずかに内傾気味に外反する。言線端部は上より押さえられ，

その部分にヘラによる刻目を入れる。外面は鹿部近くから部分的に施文されない部分もあるが，

基本的には全面に斜位～縦位の撚糸文を施文し，さらに口綾部内面に幅5cm前後に横位の撚糸

文の施文帯を有する。文様の施文は鹿部より言綾部に向って右まわりに行なわれ，言綾部の刻

目は最後に行なっている。

器壁の厚さは0．如m～0．8cmで言綾部が薄く，胴部一鹿部はやや厚くなる傾向がある。器面に

やや凹凸が目立つ。胎土には石英，長石，雲母，赤色鉱物の砂粒を多量に含んでいるが良質で，

焼成は良い°色調は黒褐色～赤褐色で，胴中位が二次的に火を受けて赤変している。

③撚糸文土器Ⅲ（第157，158図）

第2凹部前面の段丘部，約18mX16mの範囲，すなわち，L－26，M－26，N－19，p－26，

Q－23，24，26，R－23，25，26，S－23，24，26，T－17，23，25グリットに分布している。

特に集中する部分としてp－26，Q－23，24，26，R－23，25，26，S－23，24，26，T－23，

25グリットの約8mX8mの範囲があるが，その密集度合は他－と比較し低い。接合関係は良く

なく，集中区の中の隣接した土器間のみに認められる。拡散状況は，集中区より高所のL－26，

M－26グリットの5点，低所のN－19，T－17グリットの2点があるが，これらは集中区より

10m前後も単独で離れていることからみて人為的要素による拡散がうかがえる。この部分に築

造されたF－1号境との関係も考慮する必要があろう。

同一個体と考える土器片は22個体で量的に少い°撚糸文土器IIと非常に良く似た土器で一見

して区別は困難であるが，分布のちがい，言縁端部の刻目が逆であることから，別個体である
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第157図　撚糸文土器IIIの出土分布図
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第158図　撚糸文土器III実測図

0

ニー睾二。苛一二
15　0

ことが判別できる。器形，形状は撚糸文土器IIとほぼ同様と考えら、れる。以下，各破片の観察

からみていきたいと思う。第158図1，2は口縁部破片である。1，2共にその特徴は同じで，

言綾部がわずかに内傾気味に外反し，言縁端部は平坦におさえられ，その上面に間隔幅0．5cm～

1．2cmで刻目を斜に施すが，その刻目の仕方は，撚糸文土器IIとは逆の関係にある。外面には一

段右撚りの撚糸を縦位に施文している。内面は言縁下，5cm前後の幅で左上から右下の斜位で

外面と同一原体による撚糸を施文する。言縁部刻目と撚糸文の施文順位は撚糸文土器IIと全く

同じである。外面にススの付着が認められる。4－6，8は，内面の施文が認められ，言縁部

付近の破片である。特徴的には，1，2の言緑破片と同じである。2の言縁内面の下中央部，

5の外面中央部，7の右上半乳　8の内面中央下端部には撚糸の結び目が明瞭に残っている。

5，9－17は胴部破片で特徴的には同じである。破片が小さいために，撚糸文の施文単位，順

位は明らかにできない。7は鹿部近くの破片，外面は他と同様であるが，内面はヘラ状工具で

ヶズリ状の粗いナデ調整をしている。

器壁の厚さは0・7cm前後，器面に凹凸がある。胎土には石英，長石，雲母，赤色鉱物の砂粒を

多量に含んでいるが，良質で焼成は良い。色調は外面が黄褐色～赤褐色，内面が黄褐色～黒褐
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第160図　撚糸文土器Ⅳ～Ⅶ実測図

色をなす。

撚糸文土器IIとIIIはその分布範囲および言綾部の刻目の違いを除けば，胎土，焼成，撚糸文

原体，器形が極めて類似していて，おそらくは同一人物の製作によるものと想定される。

⑥撚糸文土器Ⅳ（第159図，第160図1）

第1凹部の前面，段丘緑の近く，Q－10グリットに出土した土器で，1点のみで，他に同一

個体はみられない。深鉢形土器の破片である。口縁付近の破片と考えられ，破片の中程で外反

する特徴がある。外面にやや太目の撚糸が右上から左下の斜位で施文される。撚糸については

保存状態が良くないので轟細不明，器壁は1．1cmと厚く，胎土には石英，長石，雲母の砂粒およ

び花崗岩の小石，黒曜石チップを多量に含み良くない。焼成は良好で，色調は外面が褐色，内

面が黄褐色をなす。

⑤撚糸文土器Ⅴ（第159図，第160図5）

第2凹部北端部前面，段丘縁の近く，R－21グリットに出土した土器で，1点のみで他に同

一個体はみられない。深鉢形土器の鹿部付近の破片である。外面に横走する目の細い一段右撚り

の撚糸文が深く施文される。内面はヘラ状工具でナデ調整され凹凸が著しい。器壁の厚さは0・8

cm前後。胎土には花崗岩の小石を含む。焼成は堅緻で，色調は内外面共に黒褐色をなす。

⑥撚糸文土器Ⅵ（第159図，第160図2，6）

第1凹部前面，L－3グリットに出土した土器である。同一個体と考える土器片2点がある。

2は胴部破片，6は鹿部近くの破片である。共に外面は目の細い撚糸（一段右撚り）を横走施

文する。ベルト状の施文である可能性があるが，器面やや荒れていて判別は難しい。内面は丁

寧なナデ調整によって仕上げ3，6は炭化物の付着が認められる。器壁は厚さ0・8cm前後，胎土

には花崗岩の小石を含むが良質，焼成は良好，色調は外面が赤褐色，内面が黄褐色～褐色をな

す。

⑦撚糸文土器Ⅶ（第159図，第160図3，4，7，8）
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第162図　押型文土器Ⅰ実測図

第1凹部中央部前面，L－23，25，N－23，Q－24グリットの10mX4mの範囲に分布する。

同一個体と考える破片は4点ある。いずれも胴部の小破片で，器形等については明らかにでき

ない。外面には一段右撚りの撚糸文をベルト状に縦位に施文している。3の外面にススの付着

が認められる。内面はヘラ状工具で横ナデ調整，3の破片には炭化物の付着がある。器壁は厚

さ0．6cmと比較的薄い。胎土には石英，長石の砂粒を若干含むがきわめて良質である。焼成は良

好。色調は外面が赤褐色，内面が黄褐色をなす。

⑧押型文土器（第161，162図）

第1凹部と第2凹部の境の岩盤の突出部前面，段丘縁近くの約15mX6mの範囲，すなわち，

p－19，Q－12，17，R－13，14，S－12グリットに分布し，1点のみ第1凹部前面のJ－4

グリットに離れて出土した。

同一個体と考える土器片は11点である。第162図1は口綾部破片，2－6は胴部破片，7は鹿

部破片である。1はかなり外反する言縁で，言縁端部は施文原体で押さえ平坦にして刻目を入

れる。外面には隅丸方形に近い大きめの楕円文を横走施文する。内面には縦に沈線（原体条痕）

が施される。2－6の胴部破片も1と同様に同一原体の楕円文が施文される。7は鹿部破片で

尖底に近い丸底をなす。外面は楕円押型文が施文されるが明瞭ではない。器壁の厚さは1cm前

後と厚い。胎土には石英，長石の砂粒を混入するがきわめて良質である。焼成は良好で，色調

は外面が赤褐色，内面が黒色～黒褐色をなす。

以上よりこの押型文土器を復原すると，鹿部が尖底に近い丸底をなし，言縁部が大きく外反

し，外面に大きめの楕円文を全面施文し，言縁内面に沈線（原体条痕）を縦位に入れる大型の

－207－
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第166図　沈線文土器実測図

深鉢形土器が想定できる。

この土器に使用された施文

原体を復原してみよう。施文

文様はすべてが2－3回重複

して，一見複雑であるが，施

文原体は一種類である。文様

の反復は2単位2・85cmごとに

認められ，それより割り出し

3　　た原体直径は0．9cmである。原

体長については施文重複のな

い最長5・8cmとよりも長いと考

えられる。よって，この土器

の施文原体は直径0．9cm，長さ5・8cm以上，4条以上2単位の横刻原体と推定できる。なお，2，

7の土器には粘土接合部が擬言縁として残り，2は外傾，7は凸部を示し，特に2では接合部

にも押型文が施文されていて，文様施文が土器の粘土接合のたびに部分的に行なわれた可能性

を物語り，かつ，文様重複の原因ともなったことがうかがえる。

⑧平挿式土器（第163，164図）

第1凹部北半部前面，13mX3mの範囲，すなわち，N－23，24，0－23，24，p－22，Q

－20・21・23，R－20グリット（Ⅰ）と，第3凹部前面，6mXlmの範囲，すなわち，S－

29・32グリット（II）の2ヶ所に分布している。Ⅰ，IIは別個体の土器である。

Ⅰの同一個体と考える土器破片は22点あり，接合関係が良好で約％を現存し，その全形を知

ることができる。器形は第164図1に示したようになる。文様は3に拓影を示した。鹿部を欠損

するが・他例よりみて平底であることは間違いない。胴中位でくびれ，言綾部で再び広がる器

形を有し・言綾部にはゆるやかな突起が4ヶ所にあり山形言縁をなす。外面の文様は口綾部と

胴下半部では直線と刺突文を混じえた文様構成で，言縁部は斜方向と横方向の沈線を配し，そ

の間を2列の刺突文で埋め，口縁と文様変換部に1列の刺突文をめぐらす。山形の突起部と谷

には縦方向の曲部が配される。胴中位には3本のミミズ膨れ状の粘土紐を貼り付け，4区画に

分割し・その間に曲線山形文を沈線で施文する。胴下半は斜方向の沈線を山形に配し，その間

を2列の刺突文で埋める。文様下端には1本のミミズ膨れ状の貼り付突帯1条をめぐらす。外

面にススの付着が認められる。内面は横方向のヘラナデ調整，口径31．3cm，推定器高27．5cm。

胎土には砂粒を混入するが良質で，焼成は良い。色調は外面が黒褐色～黄褐色，内面が黄褐色

をなす。

IIは同一個体4点があるが，いずれも小破片で，器形は不明，2にその拓影を示した。文様
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第168図　条痕文土器Ⅰ実測図
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構成等はⅠと同様であるが，

一部曲線を混じえるところ

がⅠと異なる。胎土は石英，

長石の砂粒を混入するが良

質，焼成は良好で，色調は

外面が黒褐色，内面が黄褐

色である。外面にススの付

着が認められる。

⑲沈線文土器

（第165，166図）

第1凹部中央部前面の段

丘縁に近くの7mX2mの

範囲，すなわち，T－22，・

U－20，21，23グリットに

分布する土器である。分布

範囲は第7号炉圭山こ近接し

ている。土器は互いに接合関

係にある。

同一個体と考える土器破

片は4点ある。胴中位での

接合が不明であるが，作図復原すると，ほぼ全形を知ることができる。復原田径15．4cm，推定

器高13．3cmをはかる小型の深鉢形土器である。器形は鹿部が丸底で，胴部はゆるやかに立ちあ

がり，胴中位で屈曲し，言縁部は外反し，言縁端部は丸くおさめる。外面にはヘラ描き沈線で

全面に文様を施文する。文様構成は屈曲部より上が縦位の沈線3本を単位として，幅1・5cmの無

文帯の間隔をとって反復し，屈曲部より下半は横方向の短沈線を平行に鹿部の底まで描き，鹿

部は曽畑式の鹿部ときわめて類似する。沈線の施文順位は上半部が先で，下半部は後である。

外面にススの付着が認められる。器壁は厚さ0．8cm前後，胎土には花崗岩の小石を混入し，焼成

は良好，色調は外面が黒褐色～黄褐色，内面が灰褐色をなす。

⑪条痕文土器Ⅰ（第167，168図）

第3凹部前面，N－36グリットに分布する土器である。同一個体と考える土器破片は4点で

ある。いずれも大型の深鉢形土器の胴下半部から鹿部付近の破片である。器形については不明

であるが，3の鹿部付近の破片からみれば，鹿部は丸底のものである。外面には丁寧な横方向

の貝殻条痕を施し，その後，ナデによって貝殻条痕を消す努力をはらっている。内面は外面と
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0　　　　　　　　　　　10cM
l．．1，；　　　　　　1

第170図　条痕文土器II実測図

同様の原体で横方向に貝殻条痕を丁寧に施すが，外面とは違いナデ調整は認められない。3に

は内部に一部ススの付着が認められる。1－4はいずれも粘土の接合痕が良く観察できる。1

では下端と上端に内傾する接合痕があり，下端部は擬言縁をなす。2は上端近くに内傾する接

合痕，3は下端，上端にやはり内傾の接合痕があり，上端のものは擬言縁をなす。4は上，下

端に内傾する擬言縁，その中間に2ヶ所の内傾する接合痕が観察できる。以上よりこの土器の

製作にあたっては，幅3cm前後の粘土帯を接合しながら整形し，2－3段の積みあげ後，乾燥

させたことがわかる。器壁は0．6cm前後で比較的簿い。胎土には石英，長石の砂粒を混入するが

良質で，焼成は良い。色調は外面が赤褐色，内面は黄褐色をなす。

⑫条痕文土器II（第169，170図）

第2凹部中央部前面の段丘縁に近い，T－23，24，U－23，24グリットにわたって1．5mXl・5

mの範囲に集中して分布する土器である。

同一個体と考える土器破片は13点がある。接合関係が悪く，また言綾部，鹿部の破片がない

ため器形は明らかにできないが，中型の深鉢形土器になるであろう。5点を図に示した。いず

れも胴部破片である。胴部破片はたちあがりに傾きがみられず，垂直近くたちあがるものがほ

とんどであることからみれば，四箇形の土器になる可能が強い。外面には竹管状工具による2

本単位の沈線が縦に約2cm間隔で描かれるが器壁の凹凸が著しくその効果は低い。ススの付着

が著しい。内面には1，4は斜方向の荒いへラ削り状の調整で，2，3，5は棒状工具による

擦痕がはいる。内側には炭化物の付着がある。全面に器面の荒れがあり，詳細には明らかにで

きない。器壁の厚さ0・7cm前後，胎土には石英，長石の砂粒，および花崗岩の小石を含み良質で
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第172図　無文土器実測図

はない。焼成は良好で，色調は外面が黄褐色～黒褐色，内面が黄褐色をなす。

⑩無文土器（第171，172図）

第1凹部南半部前面の段丘縁に近い6mX4mの範囲，すなわち，p－10，11，Q－9，R

－9，10グリットに分布する。

同一個体と考える土器破片は7点で，いずれも胴部破片である。器形は明らかにできないが

深鉢形土器であることは破片の観察から推測できる。1は口綾部近くの破片であり，上半で外

反し，ふくらみ，言縁は内傾気味である。この部分での径は29cm前後であり，口綾部径も30cm

前後になるものと思われる。外面は横方向のヘラナデ状の調整で，細い擦過痕がついている°

ススの付着が著しい。内面は整形時の指の圧痕が顕著で，その上に外面と同様のへラナデの調

整を加え，さらにその上からナデ調整を行っている。内面に炭化物の付着がある。他の破片も

ほぼ同様のものである。

この土器を最も特徴づけるのは胎土に混入された滑石である。この滑石混入土器は前，中期

～後期を特徴づけるもので，曽畑，阿高系土器に顕著に認められる。（ただし，福岡県深原遺跡

では押型文土器に滑石混入のものが数点存在する。）

本土器は文様がなく，器形が不明なためにその所属時期を明確に判別できないが，その製作

技法等からみて，中一後期土器とみることができる。また，鹿部に同時期と認定できる平底（滑

石は混入しない）があることからも認定できるものと考える。器壁は0．6cm前後で薄く，胎土に

は滑石を多量に混入し，ぬめぬめとした感じがある。焼成は堅級°色調は外面が黒褐色，内面

が赤褐色をなす。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山崎）
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（3）石器の出土状況と石器

Ⅰ層から出土した石器，石片の総数は，732点で，そのうち石器が121点（16．5％）である。

石器の出土状況は明瞭な密集区として把握し難く，散慢な分布状況を示している。ただし巨視

的に見れば，II層第1ブロック付近，第1号竪穴状遺構付近，発掘区南東部に分布の中心があ

るようである。総じて，石器の出土状況からみれば，III層からII層，Ⅰ層へかけて，生活空間

が東へ，より低いところへ移動，展開していったことが窺える。

石器の内訳は，石鏃57息尖頭状石器1点，石匙4点，スクレイパー24点，UF25点，

石斧2点，環状石斧1点，磨石6点，石皿1点，石核8点，原石4点である。

石鏃〔第174図343－366，第175図367～384，第176図385－400〕全部で58点出土している。

ただしその中で354はIII層第5ブロック出土品との接合例であり，本来III層のものと思われる。

よって，Ⅰ層出土石鏃の総数は57点である。その中で，完形品が24点（42・1％），欠損品33点

（57・9％）とやや欠損品の方が数的に優位である。完形品の中でも安山岩製石鏃が多く64％を

占める。黒曜石製石鏃はその72・7％が欠損品で高い破損率を示すのに対し，安山岩製石鍼は34

7％とその値は低い。形態からくる強度の違いであろうか。石材別ではob－A－19点（33．3％），

ob－B－9点（15．7％），Ob－C－3点（5．3％），Ob－D－2点（3．6％），安山岩－23点（40．3

％），青灰色チャート－1点（1・8％）である。

石鏃の形態は，大別して基部が平基のもの（349，359，364，367，374，376，378，395，397，

400）と凹基のものとに大別できる。平基のものは，剥片の周囲を加工しただけの小形のもの

（349，359，364），側辺部が外へ彎曲した寸づまりの形態をもつもの（367，376，378），胴部

がややふくらみ鋭い先端部をもつもの（374），二等辺三角形状を呈し細身で側辺は直線的なも

の（377），大形で三角形を呈するもの（395），厚味で粗い加工で整形されたもの（400）等に分

けることができる。凹基は基部に挟りの特徴，側辺部の形状などから11類に分類できる。a類

－基部中央に僅かに挟りを入れるもの。寸づまりで先端部はあまり尖らない（396，357，368），

b頬－aに類するが長身で先端が尖るもの（370），C類－基部が挟rOの浅いゆるやかな曲線で構

成されるもの（343，355，361，362，363，379，389），d類－挟りは浅いがⅤ字形で側辺が直

線的なもの（347，365，394），e類－挟りがU字形で深く，やや脚部が開くもの（350，351，353，

356，358，360，377，380，391），f類－薄身で深い挟rOをもつもの（381，383），g類－浅い

挟りをもち裏面からの急角度の剥離で整形されたもの（344），h類－U字形の深い挟りをもち

細身で両側が鋸歯状を呈するもの（369），i類－深いゆるやかなカーブの挟りをもち，尖った

脚が張り出すもの（390），j類－いわゆる鍬形鏃で深いU字形の挟りとやや内折する脚部に特

徴づけられる。大形で長身のもの（346，348，352，371－373，382，385－388，392，393，398，

399），k類－同じ鍬形鏃でも挟りが深く脚部が開き横に長いもの（366，375）等である。この

jの鍬形鏃の中には，鋸歯状の側辺をもつものがある（346，352，371，372）。389はob－A製
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6・Ⅰ層の遺構と遺物

の局部磨製石鏃である。384は尖頭状石器ともいうべき形態と大きさを備えている。Cタイプの

中の355，361，363の3点やdタイプの3点，jタイプの346と399の2点や391と392の2点はそ

れぞれ各タイプの中でも形態的に酷似するものであるが分布上のかたよりはほとんど認められ

ない。391と392が最も距離的に近く，その距離は約3．5mである。

復原可能な資料49点（黒曜石製26点，チャート製1点，安山岩製22点）をもとに，その大き

さを復原してみると，黒曜石製石鏃の平均が2・04cmXl・55cm，安山岩製石錫の平均は2・09cm×

1・67cmとそれほどの差は看取できない。長幅指数を計算すると，黒曜石製石錨の場合平均1．33，

チャート製石鏃が1・45，安山岩製石鏃1．26　とチャート製，黒曜石製，安山岩製の順で細長い

傾向を示す。

石鏃の欠損部位別の頻度は，欠損品33点の総欠損箇所数49箇所のうち，先端部18（36．7％），

脚部31（64．3％）で，脚部を欠損する率が極めて高い。

尖頭状石器〔第177図401〕　安山岩製の厚手の剥片を素材としたもので，粗い加工によって

全体形を略三角形に整えている。右側辺下部には素材剥片の打両部を僅かに留めている。先端

部は鋭角に整形されておらず，周辺への仕上げ加工は加えられていない。断面形はレンズ状を

なして厚い。長さ2．0cm，幅2・14cm，厚さ0．9cmである。

石匙〔第181図433，434，第182図437，438〕433は安山岩製の横長剥片を使用した横形の石

匙である。つまみは休部に比べて大きい。整形加工は入念で全周を巡っているが，表裏面とも

素材剥片の第一次剥離面を残している。刃部は両面から交互剥離によってジグザグに形作られ

ている。長さ3．6cm，幅6．7cm，厚さ0・85cmで，つまみの大きさは幅2．8cmを測る。434も433と同

様に安山岩製の横形の石匙であるが，縦長剥片を横位に用いる点で異っている。整形加工，刃

部作出も両面からの剥離で行なわれている。433が左右対称形を意識しているのに対し，434は

つまみの挟りも浅く，左右非対称形をなす。長さ3．95cm，幅6．7cm，厚さ0．71cm，つまみ部の幅

は3・Ocmを測る。437は流理の入った安山岩製の横長剥片を素材とした横形の石匙である。つまみ

の決りは両面からの剥離によって形成されているが，刃部の作出は左％が裏面→表面，右％が

表面→裏面という方向で実施されている。長さ4．2cm，幅5．35cm，厚さ1．17cm，つまみ部の幅1・9

cmを測る。438は安山岩の縦長剥片を素材とした縦形の石匙である。刃部は素材剥片の主要剥

離両側からの連続する細かい調整剥離によって形成されている。左側辺部は欠損しているが，

側辺の上部に刃部が残されていることから，両側辺に刃部が作出されていたことが窺える。挟

部は両面から加工されており，それ程深く及んでいない。長さ9・5cm，幅5・4cm，厚さ0・7cm，

つまみ部の幅2．9cmを測る。

433，434の石匙は形態的に極めて類似するが，出土地点はS－26グリット，S－27グリット

で約20cmのレベル差をもって出土している。また437はJ－8グリット，438はN－23グリット

よりそれぞれ検出されている。438は他の3点の石匙が横形で刃部も両面加工の交互剥離によ

l　219－
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425

こ‡－

428

査

第179図Ⅰ層出土石器実測図Ⅵ

るものであるのに対し，縦形で一方向からの刃部整形剥離である点で特異である。

スクレイパー〔第177図402－404，第179図424，第181図432，435，第182図436，第183図439

－442，第184図443，444，第185図445〕　24点中15点を図示した。図示していないものは破片

及び割片である。402は安山岩製の不定形剥片の両側辺に刃部を作出した小型スクレイパーであ

る。刃部の整形剥離は背面から裏面にかけて施されている。先端に素材剥片の自然画を留めて

－225－
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第180図Ⅰ層出土石器実測図Ⅶ

いる。長さ2．8cm，幅2・4cm，厚さ0・9cmを測る。403はob－D製の小型剥片を用いた栂指状掻器

である。素材の主要剥離面に裏面か周辺部に剥離を施した後，末端部を中心に刃部を形成して

いる。背面には大きく素材の自然画を残している。長さ1．8cm，幅1．2cm，厚さ0．6cmを測る。

404はob－A製剥片の右側緑に裏面から6回の急角度の剥離によって刃部を作出した小形の掻器

である。背面に自然画が残る。刃部裏面には使用痕らしさものは認められない。長さ1．8cm，幅

1．3cm，厚さ0・6cmを測る。424はob－A製の小型の掻器で，素材剥片の上半部に両面から二次加
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工を施して刃部を形成したものである。背面側にあらわれる剥経は急角度に実施されている。

長さ2・Ocm，幅1．9cm，厚さ0．8cmを測る。432は安山岩製の横長剥片を利用したスクレイパーで

ある。素材剥片の打面は無調整の自然画である。刃部は剥片の末端に両面からの整形剥離で作

出される平刃である。他の部分への調整剥離は認められない。長さ2．9cm，幅5・8cm，厚さ0．95

cmを測る。435は安山岩製の扁平礫の一辺に粗い数回の剥離によって刃部を作出したスクレイ

パーである。略半分を欠損している。現有長6．4cm，幅4．8cm，厚さ1・5cmを測る。436は安山岩

製の横長剥片を利用したスクレイパーである。素材の末端に両面からのリタッチを施して刃部

を作出しているが，主要剥離両側からの剥離方向が主である。刃部の左側はノッチ状に加工さ

れており直線的な刃部ではない。長さ4・Ocm，幅5．8cm，厚さ0・8cmを測る。439は安山岩製の横

長剥片を利用した両面加工のスクレイパーである。素材剥片の打面は石器の上端に残されてい

る。刃部は末端辺及び左側辺に細かい整形加工の剥離によって形成されている。後述するIIa類

の石核の可能性もある。長さ3．9cm，幅6・3cm，厚さ1・5cmを測る。440は安山岩製の横長剥片の

末端片に，主要剥離両側からリタッチを施し，刃部形成したスクレイパーである。素材剥片の

形状はあまり変えられていない。左側辺上部と頭部に僅かに整形剥離の痕が観察される。長さ

5．5cm，幅6・1cm，厚さ1・1cmを測る。441は青い稿文様の入る安山岩製の石刃状剥片を利用した

スクレイパーである。素材の左側辺に主要剥離面側から細かいリタッチを施して刃部を形成し

ている。長さ8．9cm，幅2・9cm，厚さ0・6cmを測る。442は440と同じく安山岩の横長剥片を素材と

したスクレイパーで，素材剥片の末端辺に刃部を作出したものである。刃部の整形加工は主要

剥離両側からのみ入念に施されている。他の部分への加工は認められない。長さ3・3cm，幅6．1

cm，厚さ1・2cmを測る。443は安山岩製の大型剥片素材を用いたスクレイパーである。素材剥片

は自然面打面をもつ。刃部は末端辺に両面からの剥離によって形成されている。刃部の整形は

入念に仕上げられている。他の部分へのリタッチはない。長さ9・Ocm，幅10．5cm，厚さ1．6cmを

測る。444も安山岩製横長剥片を素材としたスクレイパーである。石質は他と比して粘性が少

なく色調も青味がかっている。刃部は末端辺に主要剥離両側からのみの剥離によって作出され

ている。他の部分への整形加工はみられず，素材剥片の形状をあまり変えてはいない。長さ4．5

cm，幅9・4cm，厚さ1・7cmを測る。445は安山岩製の横長厚手の大形剥片を素材としたスクレイ

パーである。素材剥片は自然面打面より剥取されたもので，打両部付近を欠損している。図示

した表面側が素材剥片の主要剥離面である。刃部は裏面から主要剥離両方向への丁寧な整形加

工によって作出されたものである。頭部裏面と刃部裏面の－・部とに数回の剥離痕を留めている。

刃部はやや外考する。長さ5．6cm，幅12・2cm，厚さ2・1cmを測る。

上記の14個のスクレイパーは，Ⅰ類－栂指状の掻器（403，404，424），II類－剥片の側線に

一方向のみから刃部整形の剥離を行なったもの（402，440，441，442，444，445），III類－刃

部が両面からの剥離で作出されるもの（432，435，436，439，443）に分類できる。各々の出土
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グリッドは，402（J－9），403（S－15），404（0－15），424（N－24），432（M－22），435

（N－23），436（L－6），439（J－5），440（J－6），441（J－6），442（0－6），443

（S－24），444（p－34），445（Q－13）で，タイプごとの分布上の偏りは認められない。

UF〔第177図405－410，第178図411－415，第179図425〕　出土した25点のうち安山岩製剥

片を使用したものは4点で全体の16％を占める。他は全て黒曜石製剥片である。出土状況は散

懐で特に密集する部分はない。使用痕は剥片の縁辺に微細な刃潰れとして観察されるが，407

のように大きな連続する刃潰れをもつものもある。

石斧〔第186図446，第187図448図〕446は安山岩製の局部磨製石斧である。三点に破損分割

したものが接合したもので，接合資料No・12の資料である。刃部がⅠ層，頭部がII層第1ブロ

ックより各々出土し，胴部は表面採集資料である。礫素材を粗い剥離で形を整え，その後研磨

－232－
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を施している。表裏面の中央部に研磨痕が観察できる。ただし，刃部には粗い剥離痕が認めら

れ，製作途上のものであるか使用による刃潰れかは判断し難い。ただし，その研磨の具合から

みて局部磨製石斧の可能性が高い。胴部と刃部の接合状態は端正であるが，胴部と頭部の接合

部分には不整合な面がある。これは頭部破損後に修復のための剥離を施しているためである。

これは本体である胴部側にのみ整形のための剥離が加えられていること，そしてその剥離が研

磨面を切っており時間的に新しいこと等から類推される。長さ13．2cm，幅5・4cm，厚さ2・8cm，

重量270gである。

448は油性のある安山岩製の局部磨製石斧である。Q－13グリットで第186図445のスクレイパ

ーと並んで出土した。全面に粗い剥離を施し形を整えた後，研磨を行なっている。研磨仕上げ

は刃部以外に表裏面，側辺部，頭部にまで施されているが，剥離痕の稜上のみでその内部まで

達せず剥離面を大きく残したままである。体形は裏面が平坦で背面が亀甲状に膨んだ丸聖状を

なす。刃部も裏面の平坦面よりで，断面形で中心軸上をはずれる。頭部を僅かに欠損している。

刃部には刃潰れ痕が認められ，表離面の刃部付近には擦痕状の傷が観察できる。長さ15．2cm，

幅5．9cm，厚さ3・4cm，重量390gである。

環状石斧〔第186図447〕　S－24グリットより出土した。硬砂岩製の環状石斧の完形品であ

る。両面からの粗い剥離によって周辺部を整形した後研磨仕上げを行なっている。刃部の研磨

は周辺の刃に沿って回転方向に行なわれている。裏面には一部表面が剥落した部分がある。刃

部周辺には刃部と直角方向の擦痕状の傷が無数に認められる。中央部の孔も両面から回転研磨

によって穿たれている。全径15・5cm，厚さ3・2cm，中央孔の径2．1cmを測る。重量は740gである。

磨石〔第188図450－452〕　450はやや丸味を帯びた石鹸型の花崗岩製磨石（凹石）である。

一面の中央に凹部を有する。長さ10．3cm，幅6・6cm，厚さ3・7cmを測る。N－7グリット出土。

451は花崗岩製の角礫を利用した磨石（敲石）で，一面に敲痕を有している。長さ11．9cm，幅6．6

cm，厚さ6・Ocmを測る。N－14グリット出土。452は玄武岩製の磨石で扁平な長楕円を呈する。

表裏面ともに磨痕をとどめるが平坦でなく角部を落とすように研磨が行なわれている。長さ11．5

cm，幅9・3cm，厚さ3．9cmを測る。U－19グリット出土。他に玄武岩製の小形磨石（6．3cmX4・5

cmX3．1cm，J－8グリット出土），玄武岩製磨石（9・9cmX7．1cmX5・9cm，p－13グリット出土），

花崗岩製磨石の半欠品（3・7cmX6．4cmX5．4cm，M－7グリット出土）がある。

石皿〔第189図453〕　花崗岩製の大形礫を利用したもので，中央部に磨痕をもつ。略隅丸の

長方形をなす。S－18グリットより出土した。

石核〔第179図426－429，第180図430．431〕　8点のうち6点を図示した。426はob－B製の

剥片素材の石核で，石核の中心に向かって求心的に剥片剥離を実施している。二側緑に分割面

を留めている。2．1cmX3．2cmX0．9cm。K－10グ1）ット出土。427，428は426と同じくob－B製

の剥片素材の石核で，側面に分割面を有している。大きさ及び出土グリットは各々2・2cmXl・6

－233－
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第187回Ⅰ層出土石器実測図ⅩⅣ

CmXO．6cm，S－12，2．1cmXl・4cmXO・9cm，N－13である。429はob－A製の石核であるが，素

材の形状は不明である。正面中央の稜上から剥片剥離を実施している。3．0cm×3・3cmx2・Ocm。

N－12グリット出土。430は安山岩製の角柱状の体形をもつ石核で，J－7グリットより出土し

た。剥片剥離は上下の打面上から実施され，打面には調整痕が認められる。6・9cmX3．4cmX2．2

cm。431はob－A製の剥片を利用した石核で，中央部で分割したものが接合している。剥片剥離

は石核の中心に向けて背面の自然画を打面として実施されている。剥片1点が接合している。

（接合資料No・1）。2・9cmX4・OcmXl．2cm。

原石〔第178図42ト423，第188図449〕421はob－Dの扁平な小礫で，422と同じくJ－5グ

リットより出土した。2・9cmx2・6cmX1．3cm。423はob－Aの小形円礫である。2．7cmx2・OcmX

l．5cm。423はob－B製の扁平な角礫で，L－20グリットより出土した。2・2cmX4．5cmXO・8cm。

449は安山岩の大形円礫で，第1号竪穴状遺構中より出土した。剥離面以外は滑らかな自然面で

－235－
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ある。13．0cm×9・8cmX6・4cmである。これらの原石は421を除いてすべて礫面の一部に剥離痕を

留めている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小畑）

（4）小結

前節においてⅠ層の遺構および出土遺物である土器，石器の出土分布と遺物について前述し

たが，ここでⅠ層について若干のまとめを行い小結としたい。

①遺構

Ⅰ層より検出した遺構は竪穴状遺構3基と土塀5基である。その分布は，発掘時の失敗もあ

り，断面図作成のために残したベルトにおいて断面観察の結果，判明したものが多く，本来の

分布を示すものではなく，実際にはさらに多くの遺構が存在したものと考えるが明らかにでき

ないことは発掘における反省としたい。本遺跡における竪穴状遺構，あるいは土壙についてそ

の全形を知ることができず，その使用目的が何であったかを検出するにはあまりに例が少く，

今回はふれない。本遺跡の下流に存在するE遺跡，あるいはK遺跡で同様の遺構を多数検出し

ているので，検討はE遺跡ないしはK遺跡の報告において行うこととする。　　　（山崎）

②土器について

A・土器の分布（第190図）

土器の分布はIII，II層ほどのまとまりはなく，土器個体も少いため充分にその傾向を把握す

ることは困難である。土器の分布は大きくは第1凹部の前面（第1グループ），第2凹部の前

面（第2グループ），第3凹部の前面（第3グループ）として把握される。この中で第2グル

ープが一定のまとまりを示すのに対し，第1グループでは第1凹部南半部前面のより凹部に近

い部分（第1グループA）と第1凹部南半部前面のより段丘緑に近い部分（第1グループB）

と第1凹部北半部前面（第1グループC）に細別でき，第3グループもより第3凹部に近い分

布（第3グループA）と遠い分布（第3グループB）に細別できる。

第1グループでは互いに重複関係はみられず，第1グループAでは撚糸文土器II，第1グル

ープBでは撚糸文土器Ⅳ，押型文土器，無文土器，第1グループCでは撚糸文土器Ⅳがあり，

第1グループでは計5個体以上が存在する。第2グループは，撚糸文土器Ⅰ，III，Ⅴ，Ⅵ，Ⅶ，

平柿式土器，沈線文土器，条痕文土器IIの8個体以上が重複関係で存在するがII層の重複関係

ほどではない。第3グループは，第3グループBの平枠式土器，第3グループAの条痕文土器

Ⅰの計2個体以上の土器が存在する。

この三つのグループの中で最も土器の重複がみられるのは先に指摘したように第2グループ

であり，Ⅰ層の中での中心となるグループである。以下第1グループから，その問題点を整理

しておく。

第1グループはA～Cの3つに細分されるが，A，Bの土器を除いて，まばらな分布を示し，

，238－
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また土器が小破片である。第1凹部の前面Ⅰ層のみの下面において，礫が多量に分布し，一種

の礫層を形成していたが，この礫層を土器の分布が無関係ではないことを，この分布が示して

いると推測できる。このような礫の分布はさらに同一場所でII層下部でも認められることから，

これら土器の分布が希薄であるのは自然災害の結果によるものと推定され，居住するに不適当

な時期が存在したものと思われる。第1凹部の細分化した土器はそれによって流出堆積したも

のと想定できる。このグループではIII層の時と同様に生活の一時的停止があったものと考える。

第2グループは6個体以上の土器の重複があり，Ⅰ層段階での居住の中心となっている。土

器の分布は第2凹部前面，段丘の緑に近い部分であるが，上部に古墳が築造されるため攪乱を

受けてその傾向はつかみがたい。土器の拡散傾向は南西より北東の方向で，各土器が一致して

いる。

第3グループは，土器類がきわめて少く，本来的に居住区としては使用されなかった可能性

が強い。以上の3グループの中で，土器の個体は別でも，同一時期，同一型式の土器が2グル

ープにわたって存在するものがある。撚糸文土器II，IIIは同一人の製作によったのではないか

と考える土器であるが，撚糸文土器IIは第1グループに，撚糸文土器IIIは第2グループに分布

し，平枠式土器は第2グループと第3グループに分布している。このことは，これらの土器が

使用されていた時の屠住空間を示唆するものとして注目される。すなわち，撚糸文土器II，III

の時期に居住空間は第1グループと第2グループの間に存在する空間が想定され，平枠式土器

の時期の居住空間は第2グループと第3グループの間に存在する空間が想定されるのである。

B．土器の重複関係

Ⅰ層内における各土器の重複関係から，その前後関係を把握するために，重複関係がみられ

る第2グループ，p－21，Q－21，R－21グリットとL－23，M－23，N－23，0－23，p－

23，Q－23，R－23，S－23，T－23グリットとL－24，M－24，N－24，0－24，p－24，

Q－24，R－24，S－24グリットについて検討を加えてみる。

まず，p－21，Q－21，R－21グリットでは，撚糸文土器IIと平術式土器の重複関係がみら

れ，非常に近接はするものの，明確に撚糸文土器Iが平枠式土器の下層に出土している状態が

把握され，その前後関係としては撚糸文土器Ⅰ→平栴式土器が明らかである。

L－23，M－23，N－23，0－23，p－23，Q－23，R－23，S－23，T－23グリットにお

いては平枠式土器，撚糸文土器III，撚糸文土器Ⅶ，沈線文土器の重複関係がみられ，それらの

関係は，最も下部に撚糸文土器IIIが存在し，その上部に平柿式土器，撚糸文土器III，Ⅶ，沈線

文土器が存在し，その中で平枠式土器が若干下部に出土する傾向にある。隣接するL－24，M

－24，N－24，0－24，p－24，Q－24，R－24，S－24グリットでは撚糸文土器Ⅶ，平枠式

土器Ⅶ，平柿式土器の重複関係があり，その中で撚糸文土器IIIが最も下部から出土し，続いて

平柿式土器がその上部にのり，撚糸文土器Ⅶは．最上層の出土である。以上，L～T－23，L一

一240－
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S－24の2列のグリットからみた土層内での先後関係は撚糸文土器→平枠式土器→撚糸文土器

Ⅶ，沈線文土器が把握できる。第2グループの先後関係は各土器間の重複が少く，相互の先後

関係を把握するのは困難であるが，以上を相互すると撚糸文土器Ⅰ，III→平枠式土器→撚糸文

土器Ⅶ，沈線文土器が把握できる。しかし，Ⅰ層ではこの他，押型文土器，無文土器の出土が

あり，その関係はさらに複雑なものとなる。撚糸文土器Ⅰ，IIIでは平枠式土器との土層関係，

器形を考察した場合，撚糸文土器Ⅰは撚糸文土器IIIに先行する可能性がある。また，押型文土

器との関係は判別する材料がないが，鹿部の形からみて，平栴式土器に先行する可能性がある

が撚糸文土器との関係は不明といわざるを得ないO撚糸文土器Ⅰ，IIIのいずれかと共伴するか，

あるいはその間にはいるものと推測できる。また，撚糸文土器Ⅶと沈線文土器の関係も明らか

にできないが沈線文土器は丸底を呈し，小破片で明らかではないが，撚糸文土器Ⅶの文様構成

からみて，沈線文土器が先行する可能性が強い。無文土器は先に指摘したごとく，中一後期に

下る可能性が強い。以上をまとめると，Ⅰ層の出土土器は撚糸文土器Ⅰ，（押型文土器）→撚

糸文土器III→平枠式土器→沈線文土器→撚糸文土器Ⅶ→無文土器の序列が把握できる。（山崎）

③石器について

Ⅰ層出土の石器，石片の総数は721点で，うち石器が110点（15．3％），石核が8点（1．1％）原
※

石4点（0．55％）を占めている。石器，石片の分布は散慢な状態で，判然としたブロックを形

成しない。土器の分布から考察すると発掘区北側の第1凹部付近の石器はII層以降のものの可

能性がある。この部分は包含層が薄く，接合資料に認められるようにⅠ層とII層間の接合もあ

ることからⅠ層出土であるという明瞭な判断は下し難い。今後充分な検討が要求される。

石器の種類とその割合は，石鏃48点（43・6％），スクレイパー24点（21・8％），石匙2点（1・8

％），使用痕のある剥片25点（22．7％），石斧2点（1．8％），環状石斧1点（0・9％），磨石6点

（5・5％），石皿1点（0・9％）で，II・III層に比べてスクレイパーの割合が増えている。使用痕の

ある剥片の割合は逆に減少している。磨石はIII層で約10％近くを占めるが，石斧，石皿，環状

石斧などの礫製石器が添加したII層以降はそれらも含めて同じ割合である。狩猟用具，植物性

食物加工具，生産用具別では44・5％，9・1％，46・4％で各層を通じて同一の割合を示しており，

各時期の基本的なセットの関係として把握できよう。

III，II層で分析したようにグループ別の石器個体数を算出すると，石鏃12点，石匙0・5点，ス

クレイパー5．75点，使用痕のある剥片6．25点，石斧0．5点，環状石斧0．25点，磨石1．5点，石皿

0．25点，石核2点，剥片．チップ147点となる。これをIII・II層と比較してみると，各層に共通

な石器である石鏃，スクレイパー，使用痕のある剥片は各層ごとの個体数に大きな違いを示す

が，石鏃・磨石はほぼ近似した値をとる。石鏃9・6－12．7個，磨石1．3－2・0個である。これは第

一次生産用具である石鏃と磨石が時間幅を越えて同じ比率で組成の内に組み込まれていたこと

を示すもので，他の石器の消長を知る際の基準となる。しかしこの石鏃・磨石を基準として他
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の石器を検討してみると，II－Ⅰ層にかけてのスクレイパー・使用痕のある剥片．石斧の増加，

砥石の減少を窺い知るのみであり，遺跡内で展開した調理・道具製作に関与する石器の増減の

みで，直接的な生業に関わる問題にまで発展しない。また，再三述べるようにその数が1個に

満たない石器に関しては，使用頻度（消耗度）より単一時期の使用の結果を想定する方が妥当

であるし，逆に石皿や環状石斧のようにIII，II層から同数出土しているものでも計算上では異

なる数値を示すという計算上のあやによるものであり注意をしなければならない。加えて，一

つのグループの規模および遺跡における占居期間を勘定に入れれば問題は尚一層複雑になって

くる。以後，他の遺跡を含めて検討したい問題である。

本層およびII層に出現する環状石斧は一般に弥生時代に属する資料であるが，近年，縄文時

代にも僅かであるが出土例が徐々に増加している。木下修氏によれば深原遺跡での発掘当時，

縄文時代に属する資料が22遺跡で確認されている（註1）。　縄文時代早期に遡る例として長野

県橋場遺跡，福岡県深原遺跡，宮崎県岩土原遺跡の3例があげられている。鈴木道之助氏によ

ると岩手県大渡野町遺跡，北海道タンネトウ遺跡，青森県長七谷地遺跡でも縄文時代早期後半

の例が知られるという（註2）。その後も九州においては熊本県中後迫遺跡（註3），大分県新生

遺跡（註4）で発見されており，柏原F遺跡を含めて九州における早期に遡る環状石斧は5遺跡

6点となる。ほとんど硬砂岩製で研磨されたものである。　　　　　　　　　　　　（小畑）

〈註〉

註1木下修他　『山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告』第8集福岡県教育委員会1978

註2　鈴木道之助　『石器の基礎知識III　縄文』1981

註3　桑原憲彰他『中後迫遺跡調査報告』九州電力株式会社・中後迫遺跡調査団　1978

註4　栗田勝弘　「新生遺跡」『野津川流域の遺跡II』野津町教育委員会　1981

※II層第10号炉址付近出土の石鏃9点，石匙2点を差し引いた数値
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7．　その他の石器

7・その他の石器

前節で取り扱わなかった，表面採集資料および，F－1号境の墳丘中や周溝内より出土した

石器を取り扱う。出土位置については不明である。石鏃3点，UF2点，スクレイパ－2点，

石核2点，意味不明石器1点，剥片1点を図示した。

石鏃〔191図461，－456〕454はob－A製の長身の鍬形鏃である。側辺は少し外零し，刃部

の尖りもゆるやかである。挟りは他の鍬形鍼に比べて浅く，脚部もあまり内折しない。整形仕

上げは入念である。455はOb－B製の短身の鍬形鏃である。胴部が段目をもってやや張り出す。

脚部は内折し，他のII類が外へ張り出し気味なのに比して張り出しが弱い。片脚を欠損してい

る。456は安山岩製の剥片鏃で，整形加工はあまり入念でない。リタッチは周辺部のみで素材の

第一次剥離面を大きく残したままである。胴が外へ張り出し，先端部の尖らない浅い凹基の石

鏃である。

UF〔第191図457，460〕457はob－A製の剥片の末端辺を使用したものである。使用痕は

背面側に残っている。剥片は略半分を欠損している。260はob－B製の大型剥片を使用したもの

で縁辺の約手を使用している°使用痕は表裏両面に観察できる。

石核〔第191図461，第193図464〕461は安山岩製の舟形を呈する石核である。図示した．A面

図を甲板面とすると，それより垂直方向の剥離が主に行なわれている。その後その甲板面に水

平方向の剥離が実施される。よってA面にあらわれた剥離痕は他のB，C，D面の剥離を切っ

ている。ただし，C面上部の剥離はA面の剥離を切っており，A面の剥片剥離実施後にもう一

度垂直方向の剥離を実施したことを窺わせる。打面はすべて他の剥離面を利用したもので打面

調整の痕跡は認められない。剥片剥離に応じて転移している。6．4cmX4．1cmX3・Ocm。464はob

－B製の扁平な体形をもつ石核で，素材は剥片である。両面加工品を整形するように石核の中

心に向かって求心的に剥片剥離を実施している。打面は剥離面打面である。表面の最終剥離面

に剥片が摸合した（接合資料Na40）。剥片は切断され完形を留めないが，最終剥離面の大きさ

は7・5cmX3・3cmで，形状は縦長である。2・7cm×4・7cmX1．1cm。下面に分割面をもつ。分割後の

剥片剥離は行なわれていない。

スクレイパー〔第192図462・463〕　462は安山岩製の厚さ1．0cm前後の板状礫を分割した素

材を用いたスクレイパーである。図の裏面右側にその分割面が残る。その分割面を打面として

表面側に整形剥離を施している。刃部は両面から交互剥離状に剥離を行ない作出している。弧

状に形成され，刃部の稜線はジグザグである。長さ7．4cm，幅2．9cm，厚さ1．0cmを測る。463は

安山岩製の大型横長剥片を素材としたスクレイパーである。刃部は素材の打点側の縁辺を両面

からの剥離によって整形して作出している。末端辺（図中の頭部側）には裏面からの数回の剥
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第193図　その他の石器実測図III

離痕が認められ，この側辺も刃部が作出されていた可能性があるが，ガジリによって欠損して

不明である°　また左側辺部も破損している。現存長5・4cm・幅12．4cm・厚さ1．8cmを測る。

458はob－C製石鏃の半欠品であるが，その切断部に上下方向からの樋状剥離の痕を留めるも

のである。彫器とも考えたが下方向からの樋状剥離は上からのそれより新しく・石鏃欠損後下

方向からの力が加わったものである。刃部が存在せず明らかな用途は不明である。（小畑）
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1．F遺跡土器の編年

第5章　遺構・遺物の分析

1．土器の編年的検討

本遺跡より出土した土器破片は約4，000点の多量にのぼるが，それらは接合作業によって破片

点数から考えて，以外と少い個体数であることは前章で説明したとおりである。ちなみに，各

層より出土した土器個体数を示すとIII層では17個体＋α，II層では26個体＋α，Ⅰ層では11個

体＋αの合計54個体＋αでその数は予想以上に少ないことがわかる。土器は接合によってほぼ全

形を復原できるものが多い。これに加え遺跡の包含層は約2・5mと非常に厚く，かつ三枚の遺物

包含層に分離できること，あるいは，包含層の土層堆積が速く，出土遺物が同一層内において

も上下関係を有して存在すること，さらに遺構を伴い，その生活面が追求できること，出土土

器の大部分が縄文時代早期のものであること等，土器の編年を考える上で好条件を有している。

しかし，一方では，本遺跡がどのような生活パターンの中に位置づけられるか，あるいは，居

住期間の問題，土器が本遺跡に残された要因等によって土器のセット関係が正確に反映されて

いるか否かの問題を含んではいるが，時間的変遷に対称した土器の変遷を把握することがより

可能であるので，一応，F遺跡において，土層関係と土器型式を基本として早期土器の編年を

試みてみることにする。ただし，今回はF遺跡のみの土器変遷にとどめ，F遺跡の出土土器の

空自部はそのままにして，柏原遺跡群の他の縄文早期遺跡の整理，報告の終了時点で再度，北

部九州縄文時代早期の編年を試みたいと思う。

先ず，土層関係からその前後関係の大略を示しているのが，Ⅰ層出土土器→II層出土土器→

III層出土土器という関係図で，この関係は基本的大きな尺度として利用できる。また，各層の

堆積においての各土器個体の先後（上，下）関係は各層の小結で詳細は提示しておいた。ここ

では，それを総合し，各土器型式の関係を概観したい。

III層出土土器

III層出土土器は型式的に，撚糸文土器，刺突土器，条痕文土器の三種類がある。

Ⅰ類土器

F遺跡で最も古く位置づけされる土器である。器形は丸底をなす深鉢形土器で，器壁は厚い。

外面に斜方向に妄＞Lの密接した撚糸文を施文する。

II類土器

大型と小型のセットがある。丸底の深鉢形土器，器壁は厚い。外面に横方向～斜方向の条痕

を施し，口緑部下に刺突文（棒状のもので下から突き刺し，下方に引いたものと真横から押し
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1．F遺跡土器の編年

たものがある）を一条めぐらし，その下方に，3～4ヶ所コブ状の貼り付けがある土器，I

類土器とII類土器は胎土が非常に類似していて，多量の砂粒を含んでいる。

III類土器

大型と小型のセットがある。丸底あるいは乳房状の鹿部を有する深鉢形土器，器壁は比較的

薄い。内外に縦方向（一部横方向）の条痕を施す。大型器は胴部が円筒状にやや長い。

II層出土土器

II層出土土器は押型文土器と無文土器によって占められる。型式的，層位的に3型式に分類

できる。

Ⅳ類土器

外面に山形文，細い楕円文を横走施文し，口綾部内面に帯状に外面と同様の原体で横走施文

した押型文土器，中には内面の文様帯のないものや口唇部に押型文を施文したものがある。施

文文様は山形文が多い。尖底で砲弾形の器形をなす。東九州の稲荷山式土器に対比される。

Ⅴ類土器

外面に山形文を横走施文し，口綾部内側にⅣ類土器同様に同一原体によって横走施文した文

様帯があり，上部に縦方向の沈線（原体条痕）を施文した土器，尖底で砲弾形の器形を有する。

東九州の早水台式土器に対比できる。

Ⅵ類土器

大型と小型のセットがある。外面楕円文を縦走施文し内面には縦方向の沈線（原体条痕）を

施文する。鹿部は尖底あるいは丸底あるいは丸底に近い尖底で口縁部は外反する。東九州の下

菅生B式土器に対比できる。

Ⅰ層出土土器

Ⅰ層出土土器は押型文土器，撚糸文土器，沈線文土器，平枠式土器，条痕文土器，無文土器

とその種類は多彩である。6型式に分類できる。

Ⅶ類土器

外面に粗大な楕円文を重複施文し，日録部内面に縦の沈線を入れる。丸底に近い尖底で言綾

部は強く外反する。器壁が厚い。東九州の田村式，寺の前式土器に対比できる。

Ⅷ類土器

大型の深鉢形土器，やや突き出した尖底で器壁は比較的薄い。胴部が張り言綾部が強く外反

する器形を有する。外面縦走するr　〈Lの目の細い撚糸文を施文する。言綾部内面には同一の

撚糸文を横走施文する。

Ⅸ類土器

大型の深鉢形土器，器形は明らかにLがたいが，言緑端部が押さえられ，やや外側へ張り出

し，端部は平坦で，ヘラによる刻目を入れる。外面にはr〉　Lの撚糸文を縦走施文し，内面は
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同一の撚糸文を斜位に帯状に施文するO

Ⅹ類土器

平枠式土器，平底の鹿部で胴部が中位で屈曲し，言緑部が外反する。言緑部はゆるやかな山

形言緑をなす。胴中位と下半にミミズばれ状の貼り付け突帯がめぐり，沈線と刺突文で文様構

成を行う。乎柿式土器の範噂で把握できる。

Ⅶ類土器

小型の深鉢形土器で鹿部は丸底，胴中位で屈曲し，言緑部が外反する。胴上半部に縦の沈線，

胴下半～鹿部に横方向の短直線を施し文様構成をなす。

Ⅶ類土器

後続する土器として条痕文土器，撚糸文土器，無文土器がある。これらはすべて破片でありその

全形が明らかなものはなく，時期判別困難であるので，一応，Ⅶ類土器として一括しておく。

以上　Ⅶ類型に土器を分類したが，これらは古いものから順にならべたものであ生　それぞれ

に問題を含んでいる。例ば，III層出土のⅠ～III類土器は石鏃が共伴するために早期として説明

しているが，Ⅰ・II類は他の地域にない新出の土器であり，その内谷も不明点が多い。また，

III層とII層の間には時間的空自の存在が予想される。II層で最も古く位置づけされる土器に無

文土器があるが，この土器については充分に把握していないために省略した。Ⅰ層出土土器は

数型式にわたる土器があり，その共伴関係等は明確に把握していない。今後，その空白や諸関

係を解決する遺跡として，A・E・K遺跡の調査があるので，今後の整理に期したいと思う。

（山崎）
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2・剥片剥離と石鏃の分析

2・剥片剥離と石金族の分析

（1）剥片剥離技術

本遺跡における石核は形態的に分類すると次のとおりである。

Ⅰ類－体形が立方体もしくは三角錐状をなし，剥片剥離は打面を転移しながら実施される。

打面は他の剥離面を利用する石核。（第120図143，第124図177，178，180図430，第191図461）

IIa類－扁平な板状の長方体を呈し，大きさは3×5cm程である。素材に剥片を利用し，両面

加工品を製作するような工程で剥片剥離を行なう。分割面をもつことが多い。（第37図34，第

40図59，第120図138－142，第137図266－268，第138図270－273，第143図308，第145図329，331

第179図426－428，180図431，第193図464）

IIb類－IIa類と同じく剥片素材の石核であるが，素材剥片に残された大きな剥離面もしくは

自然面を打面としているもので体形が正面観長三角形を呈する。（第124図176，第137図269，143図307）

IIc類－板状の剥片を素材とし，その側線部から両面加工品を製作するような工程で石核の

中心に向けて求心的に剥片剥離を実施する。（第119図137，第126図185，第141図301，第146図336）

IId類－剥片素材の石核でIIa～IIc以外のもの。（第139図281，第143図306）

III類一主に円礫を素材とした石核で自然画を打面として後退するように剥片剥離を実施する。
／

背面に自然画を留める。（第40図58，179図429）

これらの石核はⅠ．III類が磯素材，II類が剥片素材である。このII類については本遺跡中最

も出土量が多く，かつ特異な形態をもつためその石核の特徴と剥離技術について若干の考察を

行なってみたい。

第195－197図に示したのがII類石核の剥片剥離の方向とその切り合い及び面構成である。1

－7，9－17がIIa類，8，18，19がIIb類，20－23がIIc類に含まれる。図中黒色部が自然面，

濃いアミのかかった部分が素材剥片の主要剥離面，薄い部分が切断面を表わしている（剥片24

－33の場合は濃いアミの部分が石核の素材剥片の主要剥離面，薄いアミの部分が打面となった

裏面のネガティブ面を表わす）。図示した石核・剥片の石材は2－4，12，13，20－23が安山

岩製で，他はすべて黒曜石である。これを観察すればわかるように，石核の殆んどがその表裏

面のいずれかに素材となった剥片の主要剥離面を残している。（1－12，14，15，18－23）ま

た主要剥離面を残さなくても素材背面の大きな剥離面を石核の打面にもつ場合がある（13，16，

17）。

IIa類の石核を観察すると分割面をもつかもしくはその面で接合した例が多い。18点IIa類の石

核の中で16点までが分割面を有している（約90％）。この分割面をもつ資料の中でも，僅かでは

あるがこれを打面として剥片剥離を実施している例がある（1，3，7）。このIIa類の剥離の
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2・剥片剥離と石鏃の分析

進行する状況を説明する好例として6，7，17の例がある。これは接合資料No・17，No．16，No．40

から復元された。6の石核は大きく素材の主要剥離面を残すが，6はまずその剥片の頭部の自

然面部分から石核の背面方向へ2回の剥離を実施した後，その剥離面を打面として裏面へ向け

て接合資料No．17の剥片17bを剥出している。その後もう一度その剥離面を打面として石核の背面

へ向けて剥離を行なっている。そして打面を側辺に移し，水平方向の剥離を実施しはじめるが

その剥片の一つが接合資料No．17の剥片17Cである。石核はその後も側辺からの剥離を実施され，

最終的に錯交状に細かいリタッチを側辺に加えている。削器として利用された可能性がある。7

には素材剥片の主要剥離面と左側面に打面をもつ石核で右側面は分割面である。背面には右側

上部からの大きな剥離の痕がある。上部の打面からの剥離はヒンジフラクチャーを惹起してお

り，これ以上の剥片剥離は困難である。7aは2個に分割されるが，その分割面を打面として剥

片剥離を実施している。それが7bの石核である。また2個に分割された7b以外のもう一方も細

かい剥離痕を一つ有している。17は素材の主要剥離面は残していないが，裏面側の剥離を実施

した後，その面を打面として表面右側上部から大きな剥片を一枚とっている。この剥離がこの

石核に施された最終剥離で，その後石核は分割されている。剥離方向は石核の中心を向いてい

る。この7aの石核に認められる分割面を利用して剥片剥離の困難性を打開した例は，IIa類石核

の分割面の高い保有率の理解に対する積極的な解答を与えてくれるものであるが，すべての例

に演鐸できるか否かについては問題がないとも言えない。ただし，分割されたもう一方の石核

の不在は，そのすべてが遺跡外に運び出されたと解するよりも，接合不能の状態まで剥離作業

を実施し，その形を変えたものと考える方が自然である。この点については，IIa類石核の分割

片とも言うべき第116図126，128，第124図179，第133図237，第139図280のような石片が多数出土

しており，これがその残核片と考えられるが，今後これらとの個体別分析．接合を通じて検討

しなければならない。

以上総合して，IIa類石核の特徴を述べる。

1．剥片素材である。

2・剥片剥離は素材剥片を両面加工するように実施される。打面は剥離面打面で無調整であ

る。そのため剥離進行に従って打面は転移され，交互剥離状の剥離痕をとどめる。

3．剥離の打撃方向は，石核の中心に向かって求心的である。

4．残核形状は3×5cmの扁平な長方形の板状を示し，断面形は薄い長方形である。

5．石核の一面が分割面で構成される率が極めて高い。

このIIa類石核から得られた剥片については，接合例を除いて，その背面の剥離痕の状態，打

面を構成する面，全体の形などから窺い知ることができる。第197図に示した模式図は，図示し

た剥片，UFの中から選んで模式化したもので大きく3つのタイプに分類できる。

a－24・25のように背面が石核，素材剥片の主要剥離もしくは背面の大剥離面で構成される。
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第133図244，第139図279・第140図300，接合資料No・27bなどがその代表である。

b－26－28のように背面に数多くの上下方向もしくは水平方向の剥離を留めるもので，その

打面は裏面の剥離面（ネガティブ面）で，打面は挟い。第123図169，第131図220，第134図

251，258，第145図328，接合資料No・28の剥片とドリルの素材剥片等がこの典型である。

cl－C′　剥片の末端部に離面の剥離痕（ネガティブ面）の一部を残して剥離されるもので，

側面観がL字形を呈する（29，30）。この他第132図225，第178図415，接合資料No・16b等がある。

C2－裏面頭部，打点付近に裏面の剥離面（ネガティブ面）を留めるもので，その面積が大き

いもの。（31－33）この剥片は上位からみるとジグザグの稜線をもつ。第38図50，116図129，第

123図172，173，第134図257，第147図341，第178図420等が典型例である。

a型の剥片の剥離例は接合資料No．17（第209図）の17bの剥片剥離やNo．27（第212図）の27bの

剥片剥離の工程に認められる。また，b型やC2型の剥片の場合は接合資料No・17の17Cの剥片剥離

やNo．40の40aの剥片剥離工程に認められる。C1型剥片は石核が剥片剥離の進行によって小型化

した段階の剥片である。これは接合資料No16の16bの剥片剥離工程に認められるように剥離が

石核の打撃方向の他端まで及んだために，他端の側線の稜をもつ形態をとることによる。よって

これらのa～Cの剥片はIIa類石核の剥片剥離作業の進行途上の各段階に生みだされた各々の

形態であり，時間的変遷を示している。その順序はa→b・C2→cl（C2）である。

次にIIc類石核の剥離工程を分析する。IIc類石核の特徴は，素材・剥離工程等極めてIIa類石

核に類似している。ただし，素材剥片が概して大きく，これは素材の安山岩礫の大きさに起因

するものと考えられる。

このIIc類石核の剥片剥離工程は，奈良県桜ヶ丘第1地点遺跡（註1）の縄文時代早期の土坑1

から一括出土した石核のそれと類似している。ただし復原されたⅠ類石核の石核素相生産工程

に関しては，柏原F遺跡の場合IIa類石核の打面は第197図21のごとく自然面でないものもあり，

原礫の分割が実施されたか否かは疑問である。しかし，柏原F遺跡でもこれらの素材剥片を剥

離した石核は発見されていない。目的剥片生産の工程に関しては極めて類似する。打製石斧や

大型のスクレイパーとして分類されている資料中にこのIIc類石核のような剥片素材の石核が

存在する可能性がある（註2）。

IIa類石核については僅かではあるが，長崎県岩下洞穴（註3），鷹野遺跡（註4），百花台遺跡

（註5）福岡県深原遺跡（註6）で類例が知られる。

IIa類の大半とIIc類石核はいずれもII層に含まれ，おおよそ縄文時代早期中一後葉に比定さ

れる。これは他遺跡の所見とほぼ一致している。しかしこれらの剥片生産の技術が時間・空間

を限定した一つの技術的伝統として把握できるか否かはいま少しの検討を要するところであるO

この剥片素材を用い目的剥片の生産を行なう技術によって，打痛部の厚味の少ない薄い幅広の

剥片を生産することが可能となった。この種の剥片は石鏃などの小型剥片石器の素材として利
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用されており，合理的な剥片剥離技術であったことが解る。 （小畑）

〈註〉

註1古森政次　麻柄一志　「土坑1の剥片生産技術一縄文早期の石器群の分析－」『二上山

。桜ヶ丘遺跡』　奈良県立橿原考古学研究所編1979

註2　福岡県深原遺跡出土の大型削器がIIc類石核の可能性がある。

木下修他『山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告』第8集　福岡県教育委員会1978

註3　麻生優　『岩下洞穴の発掘記録』1968

註4　副島和明他『西輪久道遺跡・鷹野遺跡』地域振興整備公団・長崎県教育委員会

1981長崎県教育委員会文化課副島和明．福田一志両氏の御厚意により遺物を芙見させ

ていただいた。

註5　長崎県教育委員会及び同志社大学考古学研究室の百花台遺跡採集品の中に認められる。

後者の遺物については，同志社大学松藤和人氏の御厚意により実見の機会を得た。

註6　削器として分類されたものの中にこの種の石核が含まれている。

（2）石鏃の分析

本遺跡で出土した石鏃の数はIII層29点，II層105点，Ⅰ層57点，その他3点の計194点である。

この資料をもとに層位ごとの層性を分析したのが第198図のグラフである。（1），（2）のグラフにつ

いては，完形品と復原形態の類推可能なもの23点（III層），89点（II層），48点（Ⅰ層）をその

分析対象とした。石材別の大きさにみられる偏りはさほど顕著なものではない。ただし各層と

も小型石鏃は概して黒曜石製であることが窺える。細かい加工を施しやすいという加工時の適

性の違いによるもので，意図的な石材の選択があったことを意味している。またII層にみられ

る黒曜石製石鏃の大型品はそのすべてが長脚の鍬形鏃で，この種の石鏃の整形も入念である。

これも上記のような理由によるものであろう。層位ごとにみると，III層→Ⅰ層へと大型品が増

加している。これは石鏃の大型化というより，例えば鍬形鏃等の大型品の添加という形であり，

依然II・Ⅰ層においても小型の石鏃は存在している。石鏃の機能・狩猟対象獣の違いによる石

鏃の分化，変遷を物語るものである。

石鏃の先端部の鋭鈍はほぼ長幅指数（長／幅）の違いに反映される。この偏差を図化したの

が（2）のグラフである。これをみるとII層においては先端部角が鋭角なものに黒曜石製が多く，

鈍角になるにつれて安山岩が使用されている。これは安山岩製の平基の三角鏃が増加した結果

であり，形態ごとの石材選択を意味している。層位的にもIII層においては長幅指数が1．0以上で

あったのに対し，II・Ⅰ層では1．0以下の鈍角なものが増加する傾向がある。全体として1・0－

1・5が最も多く，先端角38度～54度に集中している。
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第1表　石鏃計測表

挿 図 N o ． 長 さ （m m ） 幅 （m m ） 厚 さ （m m ） 重 量 （ g ） 欠 損 部 位 石　　 材 備　　　 考

3 6 3 2 6 ．0 1 0 ．5 4 ・5 1 ・0 a n d

4 1 0 ．0 ＋ α 1 3 ．2 ＋ α 2 ．0 0 ．3　 －土 α 頭 ・両 脚 O b － C 局 部 磨 製

5 8 ・0 7 ．8 2 ・8 0 ．1 5 o b － A

6 2 8 ・4 2 4 ．0 4 ．2 1 ・9 o b － A

7 1 7 ・0 9 ．5 3 ．0 0 ・3 o b － A

1 5 1 3 ．5 8 ．2 ＋ α 1 ．2 0 ．2　 ＋ α 脚 o b － B

1 6 2 0 ．0 1 5 ・5 4 ・0 0 ．9 白樫 色 チ ャー ト

1 7 1 8 ．0 1 3 ・5 5 ．8 1 ・1 a n d パ テ ィ ナ ．磨 耗

1 8 1 6 ・7 9 ．1 －土 α 2 ・8 0 ．3　 ＋ α 脚 O b － A 鋸　 歯

3 7 2 0 1 5 ．0 －土 α 1 0 ．6 ＋ α 1 ．8 0 ・2　 ＋ α 両　 脚 o b － B 局 部 磨 製

2 1 1 0 ．0 ＋ α 1 2 ・0 －土 α 1 ．8 0 ．2　 ＋ α 両　 脚 o b － B 局 部 磨 製

2 2 1 1 ・0 ＋ α 6 ・8 ＋ α 1 ・8 0 ．1 ＋ α 胴 半 ． 脚 o b － ．B 局 部 磨 製

2 3 1 9 ・1 1 2 ．4 2 ・0 0 ．3 o b － B 局 部 磨 製

2 4 1 1 ．2 ＋ α 8 ・5 ＋ α 2 ．0 0 ．2　 －トα 両　 脚 o b － B パ テ ィ ナ ． 灰 白 色 化

2 5 1 4 ．5 ＋ α 9 ．2 ＋ α 2 ．5 0 ・2　 ＋ α 両　 脚 o b － B 青 灰 色 化

2 6 1 4 ．0 ＋ α 1 0 ．2 ＋ α 2 ．0 0 ．3　 －トα 頭 ． 脚 淡師 色 チ ャ ー ト

2 7 2 8 ・0 1 1 ・0 ＋ α 3 ・0 0 ．5　 ＋ α 脚 o b － C o b － B の 青 灰 色 化 ？

2 8 1 9 ・1 1 3 ・5 ＋ α 2 ・6 0 ・6　 ＋ α 脚 a n d

2 9 1 3 ．2 ＋ α 1 0 ・0 1 ．3 0 ・2　 －トα ・… o b － B

3 0 1 3 ．2 1 1 ．1 2 ・1 0 ．3 a n d

3 1 1 5 ・5 ＋ α 1 2 ．5 ＋ α 3 ・3 0 ．6　 ＋ α 脚 o b － C パ テ ィ ナ ． 白 色 化

3 3 3 4 ・1 －トα 2 3 ．・2 ＋ α 4 ・7 3 ．0　 ＋ α 頭 ．脚 O b － A

3 8 3 8 1 1 ・9 ＋ α 1 1 ・7 ＋ α 3 ・0 0 ．3　 ＋ α 雨　 脚 o b － C 鋸 歯 （片 側 辺 ）

3 9 2 1 ・0 1 7 ．8 5 ・3 1 ．5 a n d

4 0 1 9 ・0 1 7 ・5 5 ．0 1 ．0 a n d

4 1 9 ．8 ＋ d 1 2 ・5 ＋ α 3 ・3 0 ．3　 ＋ α O b － B 胴 下 半 の み

4 2 1 7 ．5 1 1 ．5 2 ・0 0 ・3 a n d

4 3 2 5 ．8 1 9 ．5 8 ．0 3 ・4 a n d 尖 頭 状 石 器

1 1 3 6 3 1 5 ・0 1 4 ．3 3 ・5 0 ．4 o b － B

6 4 1 6 ．0 ＋ α 1 2 ・5 2 ・0 0 ．4　 ＋ α a n d

6 5 1 4 ・0 ＋ α 1 5 ・5 3 ．5 0 ・6　 ＋ α 頭 a n d 頭 部 ガ ジ リ

6 6 2 6 ・0 ＋ α 1 4 ．0 2 ・5 0 ．5　 ＋ α 頭 a n d

6 7 2 3 ・2 1 6 ・7 ＋ α 3 ．g 0 ．8　 －土 α 脚 o b － B

6 8 1 6 ．0 ＋ α 1 4 ．5 3 ．5 0 ・6　 ＋ α 頭 a n d

6 9 1 6 ・1 1 1 ・3 ＋ α 3 ・0 0 ．4　 ＋ α 脚 o b － A

7 0 1 5 ．5 1 3 ・0 4 ．0 0 ．4 a n d

7 1 2 6 ・8 1 8 ．7 4 ・7 1 ．2 a n d

7 2 1 2 ．0 ＋ α 7 ．5 ＋ α 2 ．0 ＋ α 0 ．1 5 一十 α O b － B 脚 部

7 3 1 8 ．0 1 1 ．5 ＋ α 2 ．5 0 ．6　 ＋ α 脚 o b － C 接 合 資 料 ．基 部 欠 損

－
－　 7 4 －　 1 0 ・8 1 0　 9 」－′．

、　　　　　▲　ヽノ．‘一　l　L．
－　　 2 ・1 0　 9　 ＋ ′Y

－　　　　　　ヽ′．1－J　　　l　～．
1　 脚 ．　 O b 一 B

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
7 4 1 0 ・8 1 0　 9 」－′．

▲　ヽノ　．　‘一　　l　　L．
2 ・1 0　 9　 ＋ ′Y

′ヽ　．　1－－J　　　　　l　　～．
脚 O b 一 B

7 5 1 4 ・5 1 1 ．5 ＋ α 2 ・7 0 ．3 5 ＋ α 脚 o b － C

7 6 2 4 ．1 ＋ α 2 1 ・2 6 ・0 2 ・3　 ＋ α 頭 a n d

7 7 1 5 ・0 ＋ α 1 7 ・2 ＋ α 2 ・9 0 ・7　 －土 α 頭 ． 脚 a n d

7 8 1 9 ．0 1 2 ．2 3 ．0 0 ・4 a n d

7 9 1 7 ・7 1 5 ．6 ＋ α 4 ．2 0 ．6 5 ＋ α 脚 a n d

8 0 1 4 ．5 9 ．9 ＋ α 2 ・0 0 ．2　 ＋ α 脚 o b － B

8 1 1 6 ．0 ＋ α 1 0 ．2 ＋ α 3 ．5 0 ．3　 ＋ α 頭 ・ 脚 o b － B

8 2 1 8 ．2 ＋ α 1 6 ・0 ＋ α 4 ・2 0 ．9　 ＋ α 頭 ・ 脚 O b － B

8 3 ． 1 6 ．8 ＋ α 1 2 ．0 ＋ α 1 ・8 0 ・2 5 －土 α 脚 o b － B

8 4 12 ・7 9 ・8 ＋ α 3 ．0 0 ．2 5 ＋ α 脚 a n d パ テ ィ ナ ・白 色 化 一磨 耗

8 5 1 2 ．5 1 2 ・2 ＋ α 2 ・8 0 ・3　 ＋ α 脚 o b － B

1 1 4 8 6 3 7 ．8 ＋ α 1 9 ．0 4 ．8 3 ．4　 ＋ α 頭 a n d

8 7 13 ．0 ＋ α 1 6 ・0 ＋ α 4 ・9 0 ．9　 ＋ α 頭 ． 脚 o b － C

8 8 2 5 ・0 ＋ α 1 0 ・5 ＋ α 2 ・8 0 ．7　 ＋ α 両　 脚 o b － B 接 合 資 料

8 9 2 2 ・8 ＋ α 1 6 ．0 3 ・8 0 ・7　 ＋ α 頭 a n d ほ ぼ 完 形

9 0 19 ．5 1 7 ．0 4 ・0 0 ．9 a n d

9 1 2 1 ・0 －土 α 1 1 ・0 ＋ α 4 ．0 0 ．6　 ＋ α 頭 －． 脚 a n d

9 2 1 3 ・5 1 0 －－・0 3 ．5 0 ．2 O b － B

9 3 1 3 ．0 ＋ α 1 0 一5 ＋ α 2 ．0 0 ・3　 ＋ α 頭 o b － D

9 4 18 ．4 1 3 ．1 ＋ α 2 ．9 0 ．4　 ＋ α 脚 o b － B パ テ ィ ナ ． 青 灰 色 化

9 5 1 7 ．8 1 4 ・2 2 ．5 0 ．3 a n d

9 6 14 ．0 1 1 ．5 3 ・2 0 ・3 a n d

9 7 18 ．0 1 3 ・0 2 ・9 0 ・3 o b 一 D

9 8 14 ．0 1 3 ・5 1 ・8 0 ．3 a n d

9 9 1 4 ・5 ＋ α 1 4 ・0 ＋ α 3 ・0 ． 0 ．5　 ＋ α 頭 ．両 脚 o b － B
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第1表　石鏃計測表

挿 図 N o． 長 さ （m m ） 幅 （m m ） 厚 さ （m m ） 重 量 （ g ） 欠 損 部 位 石　　 材 備　　　 考
1 1 4 1 0 0 9 ・0 ＋ α 1 0 ．0 ＋ α 1 ．8 0 ・2　 ＋ α 頭 ． 脚

1 0 1 1 6 ・0 1 3 ．0 2 ．5 0 ．3 O b － B

1 0 2 1 7 ．0 ＋ α 1 4 ・0 4 ・0 － 0 、・7　 ＋ α 頭 O b － B

1 2 2 1 4 8 1 4 ．5 1 5 ・2 3 ・0 0 ．5 a n d

1 4 9 1 1 ．5 ＋ α 1 3 ．8 2 ．5 0 ・3　 ＋ α ・… a n d

1 5 0 1 4 ．8 ＋ α 1 2 ．0 2 ．0 0 ．3　 ＋ α 豆 o b 一 A ほ ぼ ′妾出 杉

1 5 1 1 5 ．8 1 0 ・0 ＋ α 2 ．5 0 ．2　 ＋ α 脚 o b － B
フC　 ／

1 5 2 1 6 ・5 ＋ α 2 0 ・5 4 ・5 1 ・5　 ＋ α 頭 ・ 脚 O b － A

1 5 3 1 ・0 1 7 ．0 3 ・0 0 ．6 a n ノヾ テ ィ　 ・　　　 ．
1 5 4 1 9 ．5 1 5 ・2 6 ・9 1 ．1 o b － C

1 5 5 1 5 ・0 1 7 ．0 3 ．0 0 ．6 a n d

1 5 6 1 7 ．2 ＋ α 1 7 ・0 5 ．5 1 ・4　 ＋ α 頭 a n d

15 7 1 5 ．0 ＋ α 1 3 ．2 ＋ α 4 ．8 0 ．7 5 ＋ α 頭 o b － C

1 5 8 4 7 ．2 2 6 ．0 4 ・0 － 4 ．0　 ＋ α 脚 o b － B 接 合 資 料

1 5 9 1 4 ．9 1 2 ．1 ＋ α 3 ．0 0 ・4　 ＋ α 脚 d b － B

1 6 0 1 8 ．0 1 4 ．5 3 ．0 0 ．6 a n d

1 6 1 3 0 ．0 2 4 ・0 5 ．0 4 ．2 ・ a n d 未 製 品

1 2 9 1 8 9 1 1 ・0 1 1 ・8 2 ．5 10 ．2 o b － A

1 9 0 1 2 ．8 8 ．7 ＋ α 2 ．0 3 ．2　 ＋ α 脚 o b － B

1 9 1 1 2 ．7 9 ．2 －　2 ・8 0 ．2 O b － E

1 9 2 1 9 ．0 ＋ α 1 5 ．2 ＋ α 3 ・0 1 ．7　 ＋ α 頭 ． 脚 o b － A

1 9 3 1 9 ・5 ＋ α 1 2 ・0 ＋ α 4 ・8 0 ・9　 ＋ α 頭 ． 脚 o b － D

1 9 4 1 8 ．0 ＋ α 2 2 ．0 4 ・0 1 ．2　 ＋ α 頭 o b － A

1 9 5 1 5 ．0 1 1 ．3 ＋ α 1 ．8 0 ．3　 ＋ α 0　 － パ テ ィ ナ ・灰 色 化 ・局 部 磨 製

鋸 歯1 9 6 2 3 ．0 1 6 ・2 3 ．5 0 ．6 a n d

1 9 7 2 2 ・0 1 3 ．3 ＋ α 2 ・0 0 ．4　 ＋ α 脚 a n d

1 9 8 1 5 ．0 1 0 ・5 2 ・0 0 ・4 o b － A

1 9 9 2 5 ・2 ＋ α 1 9 ．0 ＋ α 5 ．0 2 ．0　 ＋ α 頭 ・両 脚 o b － A

2 0 0 1 7 ．0 1 4 ．5 4 ．0 0 ．6 O b － B

2 0 1 1 9 ．5 1 7 ．2 ＋ α 3 ・6 0 ・7　 ＋ α 脚 d b 一 B

2 0 2 1 7 ．5 1 2 ．0 ＋ α 3 ・0 0 ．4　 ＋ α 脚 o b － B

2 0 3 1 5 ・7 1 1 ・2 ＋ α 2 ．2 0 ．2 －＋ α 脚 o b ー C

2 0 4 1 7 ．0 ＋ α 1 4 ・0 ＋ α 3 ．5 ＋ α 0 ・6　 ＋ α o b － B 脚 部

2 0 5 1 3 －．2 ＋ α 7 ．2 ＋ α 2 ．3 ＋ α 0 ．2　 ＋ α o b － B 脚 部

2 0 6 1 7 ．8 ＋ α 1 2 ・0 ＋ α 3 ．8 0 ．4　 ＋ α 脚 a n d 頭 部 ガ ジ 11

2 0 7 1 8 ．5 ＋ α 1 0 ．5 2 ．0 0 ・5　 ＋ α 頭 a n d
言

ほ ぼ 完 形
2 0 8 3 3 ・2 ＋ α 1 2 ・2 ＋ ‘α 4 ．7 1 ．8　 ＋ α 脚 a n d　 －

二′

2 0 9 2 4 ・0 1 6 ．5 ＋ α 2 ．5 0 ・6　 ＋ α 脚 a n d 鋸 歯

1 3 0 2 1 0 2 3 ・0 1 4 ．0 4 ・8 1 ．4 O b － ．B パ テ ィ － ・太 ．　 ． 立　 l
2 1 1 1 6 ．0 1 4 ・0 ＋ α 2 ．5 0 ・－4　 ＋ α 脚 。b － B

円　　　　　　 田 ロ

2 1 2 2 0 ．8 ＋ α 1 2 ．－0 ＋ α 3 ・7 0 ．5　 ＋ α 頭 ． 脚 o b － A

2 1 7 2 9 ．5 2 4 ・5 5 ．0 3 ・0 5 o b － A 未 製 品

1 3 9 2 7 5 1 2 ．7 ＋ α 1 0 ．8 ＋ α 2 ・0 0 ・2 5 ＋ α 両　 脚 o b － B

2 7 6 7 ．8 ＋ α 7 ．8 ＋ α － ．1 ・5

3 ．5

0 ．1 ＋ α 両　 脚 o b － B

2 7 7 1 6 ．－0 1 1 ・8 0 ．5 o b － B　 －

2 7 8 1 9 ．5 ＋ α 1 8 ．5 ＋ α 3 ．8 1 ．5　 ＋ α 脚 a n d

1 4 0 2 8 6 1 6 ・0 9 ．5 ＋ α 3 ．0 0 ・2　 ＋ α 脚 a n d

2 8 7 1 2 ．5 1 2 ・－8 3 ．5 0 ・4 a n d

2 8 8 8 ・2 ＋ α 8 ．0 3 ・5 0 ．2　 ＋ α 頭 o b － A

2 8 9 1 4 ．5 ＋ α 1 3 ．9 ＋ α 3 ．0 0 ．5 5 一十 α 両　 脚 O b 一一 A 鋸 歯

2 9 0 1 7 ・3 ＋ α 1 7 ．1 4 ・9 1 ．3　 ＋ α 一頭 ． 脚 a n d 、

2 9 1 2 0 ．0 1 8 ．0 3 ．0 1 一1 a n d

2 9 2 3 1 ・3 ＋ α 1 9 ・0 4 ．0 1 ．8　 ＋ α 頭 o b 一 一A

2 9 3 1 4 ・8 1 5 ．5 3 ．0 0 ．6 a n d L

1 4 4 3 1 0 1 6 ．0 1 4 ・5 3 ．0 0 ・5 a n d

3 1 1 2 4 ・7 1 9 ・8 ＋ α 4 ．1 1 ．2　 ＋ α 脚 a n d

3 1 2 3 6 ．0 ＋ α 1 9 ・6 4 ．1 2 ．5　 ＋ α 頭 ．脚 o b － C

3 1 3 9 ．0 十 α 1 1 ・0 ＋ α 2 ．0 0 ．3　 ＋ α 豆 ・ o b － C 立　　　　 l
P3 1 4 2 8 ．9 1 ．5 ．0 3 ．0 ・ 0 ．6　 － o b － C

ロ
バ テ ィ ナ ． 磨 耗

3 1 5 1 4 ・5 ＋ α 1 8 ・0 3 ．0 0 ．8 頭 a n d

3 1 6 1 4 ・2 ＋ α 1 2 ．7 ＋ α 2 ．2 0 ．3　 ＋ α 両　 脚 a n d

－　3 1 7 1 4 ．8 1 3 ・0 4 ．0 0 ．4 o b － C

3 1 8 9 ・3 ＋ α 8 ・8 ＋ α 1 ．8 ＋ α 1 ．5　 ＋ α o b － C 胴 半 分

3 1 9 1 0 ．0 ＋ α 1 2 ・0 ＋ α 2 ．8 ＋ α 0 ．3 o b － B 脚 部

1 4 7 3 3 7 3 4 ．5 2 0 ・5 ＋ α 5 ．5 2 ．3　 一十 α 脚 o b － A

3 3 8 1 5 ．6 ＋ α 1 0 －．5 ＋ α 3 ．2 0 ．4　 ＋ α 両　 脚 a n d
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第1表　石鏃計測表

挿 図 N o ． 長 さ （m m ） 幅 （m m ） 厚 さ （m m ） 重 量 （ g ） 欠 損 部 位 石　　 材 備　　　 考

1 4 7 3 3 9 2 3 ．6 1 9 ．8 3 ．9 1 ・4 ．土 α a n d パ テ ィ ナ ・ 磨 耗

3 4 0 2 8 ．0 1 8 ．1 ＋ α 4 ・7 1 ．2　 ＋ α 脚 o b － B

1 7 4 3 4 3 2 2 ・5 ＋ α 2 0 ．8 5 ．0 1 ・3　 ＋ α 頭 o b － A

3 4 4 1 4 ．5 1 1 ．0 3 ・2 0 ．4 a n d

3 4 5 9 ．5 ＋ α 7 ．0 ＋ α 3 ．3 ＋ α 0 ・2　 ＋ α o b － A 脚 部 ？

3 4 6 2 5 ・0 ＋ α 1 3 ・0 ＋ α 3 ．0 0 ．8　 ＋ α 脚 O b － C 頭 部 は ガ ジ リ

3 4 7 1 7 ．5 1 3 ．9 3 ．6 0 ．5 o b － B

3 4 8 2 4 ．3 1 8 ・0 ＋ α 4 ・5 1 ．1 ＋ α 脚 a n d

3 4 9 1 4 ・5 1 1 ．0 1 ．8 0 ．3 o b － A

3 5 0 1 9 ．8 1 4 ・8 2 ．8 0 ・6 a n d

3 5 1 2 2 ．8 1 5 ．0 ＋ α 4 ・0 0 ・9　 －土 α 脚 o b － B

3 5 2 1 6 ．5 ＋ α 1 7 ・5 ＋ α 2 ．5 ＋ α 0 ・7　 －土 α 頭 ． 脚 o b － A 鋸 歯

3 5 8 1 5 ．8 1 3 ．0 ＋ α 3 ．0 0 ・4　 ＋ α o b 一 C 完 形 ．頭 部 は ガ ジ リ

3 5 4 1 4 ・3 1 1 ．5 2 ・0 0 ・3 （0 ・1 ＋ 0 ・2 ） o b － B 接 合 －資 料 ．

3 5 5 1 5 ．2 1 5 ．2 3 ・0 0 ・4 a n d

3 5 6 2 5 ．0 1 3 ・6 ＋ α 4 ・0 0 ．8　 ＋ α 脚 a n d

3 5 7 1 5 ・0 ＋ α 1 6 ．0 ＋ α 3 ．5 0 ・8　 ＋ α 頭 ． 脚 o b － A

3 5 8 1 7 ．0 ＋ α 1 6 ．0 3 ・0 0 ．5　 ＋ α 頭 a n d

3 5 9 1 2 ・5 1 2 ・0 2 ．5 0 ・3 o b － D

3 6 0 1 1 ．0 8 ・5 2 ・2 0 ・1 5 O b － A

3 6 1 1 5 ．2 1 6 ．2 4 ．0 0 ．7 a n d

3 6 2 2 0 ・0 ＋ α 1 5 ．2 1 ・5 0 ．4　 ＋ α ．＝ A n d

3 6 3 1 3 ・5 1 4 ・0 4 ．0 0 ・5 a n d

3 6 4 1 5 ．9 －1 0 ．2 2 ・0 0 ．3 5 a n d

3 6 5 1 7 ・0 1 3 ．0 3 ・0 0 ・4 a n d

3 6 6 1 0 ．1 1 4 ．3 2 ．9 0 ・3 o b － A

1 7 5 3 6 7 2 0 ．1 1 9 ・0 4 ・4 1 ．3 a n d

3 6 8 1 7 ・3 2 0 ．1 4 ．5 1 ・3 a n d 背 面 に 素 材 剥 片 の 自 然 画 あ り

3 6 9 2 0 ・2 1 2 ・0 3 ・5 0 ．3 5 o b － B 鋸 歯

3 7 0 2 7 ．2 2 3 ・0 ＋ α 3 ．9 1 ・8 5 ＋ α 脚 a n d

3 7 1 1 2 ．7 ＋ α 1 1 ・0 ＋ α 3 ．0 0 ・3 5 －土 α 頭 ・ 両 脚 a n d

3 7 2 2 6 ・5 ＋ α 1 6 ・0 ＋ α 4 ．8 1 ．1 ＋ α 両 脚 ．側 辺 o b － B 鋸 歯

3 7 3 1 0 ．0 ＋ α 1 5 ．0 ＋ α 3 ．0 0 ．4　 ＋ α 育三 O b － A

3 7 4 2 ．2 ．0 1 5 ．5 3 ．0 0 ．8 O b － B

3 7 5 1 0 ．0 ＋ α 1 2 ．0 ＋ α 3 ．0 0 ．2　 ＋ α 両　 脚 O b － B

3 7 6 2 1 ・0 ＋ α 1 8 ・2 ＋ α 3 ．5 1 ・4　 ＋ d 頭 ．脚 O b － B

3 7 7 2 2 ・0 ＋ α 1 4 ・2 ＋ α 2 ・5 0 ．5　 ＋ α 頭 ． 脚 o b － C

3 7 8 1 8 ．0 1 4 ．7 6 ．8 1 ．4 a n d

3 7 9 1 9 ．5 2 2 ．8 4 ．2 1 ．3 a n d

3 8 0 面 一二3 1 4 ．8 ＋ α 6 ・0 1 ．0　 ＋ α 脚 O b － A

3 8 1 1 4 ．1 1 1 ．7 ＋ α 1 ．6 0 ．2　 ＋ α 脚 O b － A パ テ ィ ナ ・ 白 色 －化

3 8 2 1 1 ．8 ＋ α 1 8 ．3 3 ．8 0 ．6 5 ＋ α 頭 a n d パ 丁 ．イ ナ ． 白 色 化 1．－磨 耗

3 8 3 1 6 ．2 8 ・6 ＋ ° 2 ．0 0 ．3　 ＋ α 脚 o b － B 透 明 に 近 い

3 8 4 3 5 ．1 2 3 ・8 8 ．0 5 ．4 o b 一 A 尖 頭 状 石 器 ？

1 7 6 3 8 5 1 4 ．0 ＋ α 1 3 ．8 ＋ α 3 ．0 0 ・6　 ＋ α 両　 脚 o b － A

3 8 6 1 8 ・0 ＋ α 1 3 ・8 ＋ α ． 4 ．5 0 ・8 5 ＋ α 頭 ・ 両 脚 O b － A

3 8 7 1 3 ．0 ＋ α 7 ．2 ＋ α 3 ・0 ＋ α 0 ・4　 ＋ α o b － A 脚 部

3 8 8 1 2 ・2 ＋ α 8 ・0 ＋ α 4 ．0 ＋ α 0 ．4　 ＋ α o b － A 脚 部

3 8 9 1 5 ・0 ＋ α 1 3 ・8 2 ．0 0 ．3　 ＋ α 頭 o b － A 局 部 磨 製

3 9 0 2 2 ・0 1 9 ・0 3 ．8 1 ．0 a n d

3 9 1 2 6 ．5 1 5 ・0 ＋ α 4 ．8 1 ．2 5 ＋ α 脚 o b － A

3 9 2 2 2 ．5 ＋ α 1 9 ・0 ＋ α 4 ．5 1 ．3　 ＋ α 頭 ． 脚 青 灰 色 チ ャ ー ト

3 9 3 1 7 ・5 ＋ α 1 4 ．5 ＋ α 3 ．0 1 ．0　 ＋ α 頭 ・ 脚 。b － A

3 9 4 1 9 ．5 1 5 ・0 ＋ d 3 ．8 0 ．6 9 ＋ α L　脚 o b － D ほ ぼ 完 形

3 9 5 2 8 ．8 2 0 ・4 ＋ α 5 ．0 2 ・2　 ＋ α 脚 o b － B

3 9 6 1 6 ・0 1 4 ．8 3 ・3 0 ．7 a n d

3 9 7 2 7 ．5 1 8 ．0 3 ．7 1 ・3 5 a n d

3 9 8 3 5 ．2 ．土 α 1 7 ・8 ＋ α 5 ・0 1 ．8　 ＋ α 頭 ・ 脚 a n d

3 9 9 2 4 ．8 ＋ α 1 2 ．7 ＋ α 4 ．0 0 ・8　 ＋ α 頭 ・ 脚 O b － A

4 0 0 2 8 ・2 2 1 ・8 1 1 ．0 3 ．9 a n d 尖 頭 状 石 器 ？

1 9 1 4 5 4 3 0 ・0 1 7 ・5 5 ．5 1 ・5 O b － A

4 5 5 1 7 ．1 1 4 ．3 ＋ α 3 ．4 0 ・5　 ＋ α 脚 o b － B

4 5 6 2 0 ．5 2 1 ．0 5 ．0　　　　　 1 ．9 a n d
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2・剥片剥離と石願の分析

石鏃の欠損率はIII層52・2％，II層69．5％，Ⅰ層57．9％とII層が最も高い値を示す。部位別の

頻度は各層を通じて脚部の欠損率が高いことを示している。欠損のある石鏃総計は191点中122

点で全体の半数以上にも昇っている（註1）。この高い欠損率については接合例No．8，No・9，No．

10，No．13を除いて全て使用時の破損を考えねばなるまい。それは製作，装着，その後の他の原

因による破損が遺跡内で展開したものである以上，本来欠損部分が出土し接合例のように接合

しなければならないからである。欠損した石鏃が遺跡内で高い頻度を示すのは石鏃の再加工の

ための石鏃本体の回収，矢柄の回収，刺殺された獲物の遺物（生活の場）への搬入等の要因に

よるものであろう。ただし石鏃の数は遺跡内に残された各層出土の土器数で概算してみると，

土器一個あたりIII層3．6本，II層2・5－3本，Ⅰ層2・6本と極めて少ない。土器1個に対し3本，

遺跡内で時期別に10本前後の石鏃が考えられる。一見多量に出土したように見受けられる石鏃

の数は土器個体別，時期別に分解するとその数は極少である。これは他の石器に関しても同様

である。この結果から石鏃の欠損率の高さよりみて遺跡に残される石鏃は使用目的を完結し，

利用価値を失ったものと考えることも可能である。

層位ごとの形態及び技術的特徴について概観してみよう。III層は局部磨製石鏃と挟りの深い

小型の石鏃，平基の二等辺三角形鏃に特徴づけられる。また，細身の長脚鍬形鏃，大型の三角

形鏃も存在する。これらを正当に評価するならば，石鏃の大小は機能，用途の違いとして理解

せねばならない。II層の段階になると小型の決りの深い鏃はもとより，大型の鍬形鏃の増加が

目につく。これに対し，局部磨製石鏃は僅かに2点のみで減少している。また挟りが浅くゆる

やかでほぼ正三角形を呈する安山岩製の石鏃や大型長身でU字の換りをもつ石鏃なども特徴的

である。依然として小型と大型の二者がある。Ⅰ層の時期になると，鍬形鏃の割合が減少する

傾向がある。これを整理してみると柏原F遺跡における石鏃の変遷は，III層における局部磨製

石鏃の隆盛，II層における鍬形鏃，三角形鏃の隆盛，局部磨製石鏃の減少，Ⅰ層における鍬形

鏃の減少に特徴づけられるであろう。これは本遺跡の土器型式に対比すると，局部磨製石鏃が

撚糸文土器，刺突文土器，条痕文土器の時期から押型文土器（稲荷山～下菅生B式）に，鍬形

鏃が主に押型文土器（稲荷山～田村式）に対比できる。

九州における縄文時代早期の石鏃については，これらの局部磨製石鏃，鍬形鏃が特徴的なも

のとされてきた。局部磨製石鏃は西北九州を中心とした濃密な分布域を有するが，樋沢遺跡等

の中部地方の諸遺跡，北陸，関東にも一部出土している。樋沢遺跡では押型文土器でも古相の

異方向帯状施文の樋沢式土器と伴出する（註2）。九州においても，洞穴遺跡を中心とした層位

的な所見から所属時期についてはある程度判明している。岩下洞穴（註3）はⅠ層からⅧ層まで

局部磨製石鏃の出土をみた。前・中期の混入もあるがⅤ層（押型文，条痕文，無文），Ⅵ層

（押型文，条痕文，爪形文）に卓越し，無遺物層（Ⅶ層）を挟んでⅧ層（押型文，無文，爪形

文）に逆昇る。また二日市洞穴（註4）の調査では押型文（早水台・稲荷山式）土器の下層の第
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mm）

40
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mmノ
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0
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40
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0　　　　10　　　20 30（mm

（甘

（芸1

III層

▲　　　Ⅰ　　Ⅰ

1．5　　　2・0　　　2．5（長／幅）

1．5　　　2・0　　　2．5（長／幅）

．II．層
Ⅰ　　　Ⅰ

1・5 2．0　　　2・5（長／幅）

、一　　i i

I層

Ⅰ　　　Ⅰ

1・0　　　1・5　　　2．0　．2．5（長／幅）

1．0

●黒曜製石鏃

○安山岩製石鏃

▲チャート製石鏃

1・5　　　2．0　　　2．5（長／幅）

■■黒曜石製石鏃

田安山岩製石銀

皿チャート製石鏃

III層

（1）石鏃の石材別相関図（2）石鏃の石材別長幅指数のヒストグラム（3）石鏃の欠損率と欠損部位別頻度

第198図　石鏃の分析図
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2・剥片剥離と石鏃の分析

亀

第199図　石鏃の層位別形態変遷図
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第5章　遺構，遺物の分析

6文化層（無文土器）の段階でサヌカイト製の局部磨製石鏃が一点出土している。また鷹野遺

跡（註5）西側丘陵では尖底無文土器に伴い全磨製に近い局部磨製石鏃が多数出土している。柏

原F遺跡III．II層の成果を合わせて，局部磨製石鏃の初現・発達が縄文時代早期の古い段階であ

ることを示すものである。これは，深原遺跡（註6），政所馬渡遺跡（註7）・白蛇山岩陰遺跡（註

8），平草遺跡（註9）が本遺跡II層段階以降の時期にあたり・局部磨製石鏃を出土していながら

その数は僅少で，それに比して鍬形鏃の数が卓越していることも土器型式からすればその傍証

となろう。ただ本遺跡例は九州における局部磨製石鏃の中でも最も古い状況を示すものであり・

類例の増加が待望される。

鍬形鏃は局部磨製石鏃とともに押型文土器に伴う特徴的な石鏃の一つである。早水台遺跡（註

10），川原削同穴遺跡（註11）等の東九州の諸遺跡の成果から早水台式一郎寸式の段階に盛行す

ることが知られていた。しかし二日市洞穴では第4文化層（早水台式，稲荷山式）からの出土

があり，早水台式以前の段階に出現することが判明している。これは柏原F遺跡においてもII

層段階における鍬形鏃の盛行という形で追認できる。ただしIII層より長脚の鍬形鏃が1点出土

しており，この取り扱いは慎重に行なわなければならないO

また，III層出土の重厚な三角形の石鏃は従来尖頭状石器なる名称で呼ばれていたものであり・

早水台遺跡，岩下遺跡等の所見から押型文土器に伴出する石鏃とされるが・これが古相の土器

に伴うか否かも今後注意していかねばならない。　　　　　　　　　　　　　　　（小畑）

〈註〉

註1縄文時代早期に属する石鏃の欠損率については詳細な分析がなされている資料が少ない。

長崎県金柑芥屋第2遺跡では採集品も含めた109点のうち98点が欠損している。また熊本

県中後迫遺跡ではⅤ．Ⅵ層出土石鏃40点のうち28点が欠損している。このような高い頻

度での欠損状況の表われは，この時期に限らない一般的傾向なのか・遺跡の性格・時期

による違いなのか詳査してみる必要があろう。

吉留秀敏「石鏃」『金柑芥屋第2遺跡』平戸市都市開発公社．平戸市教育委員会

1978

桑原憲彰他『中後迫遺跡調査報告』九州電力株式会社．中後迫遺跡調査団1978

註2　樋沢遺跡発掘調査団『概報・樋沢遺跡』岡谷市教育委員会・塩尻市教育委員会1982

註3　麻生優　『岩下洞穴の発掘記録』1968

註4　橘昌信『大分県二日市洞穴発掘調査報告書』別府大学付属博物館1980

註5　副島和明他『西輪久道遺跡．鷹野遺跡』地域振興整備公団　長崎県教育委員会1981

註6　木下修他『山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告』第8集　福岡県教育委員会1978

註7　賀川光夫他『政所馬渡』別府大学付属博物館1982
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註8　森醇一郎『白蛇山岩陰遺跡』佐賀県立博物館　1974

註9　栗田勝弘『平革遺跡』天瀬町教育委員会　1982

註10　八幡一郎．賀川光夫　『早水台』1955

別府大学文学部　『続早水台』　別府大学文学部考古学研究報告3　1965

註11賀川光夫　「大分県川原田洞穴」『日本の洞穴遺跡』　日本考古学協会洞穴調査委員会

1967

3・石器の接合とその分布

本遺跡の出土石器（石片）で現在まで確認できた接合資料は42例，96点である。このうち発

掘品と表面採集品との接合，あるいは接合した石器（石片）相互の位置が不明なものが3例含

まれるので，その位置関係が明確なものは39例，90点である。

接合の種類には次の二種類がある。

Ⅰ類－人為的な剥離作業によって剥推された石核及び剥片の接合

II類－剥離面の接合でなく，分割面（切断面）の接合で，これは石斧や石鏃などのような製

品の破損したものの復原例も含む。剥片・石核などについては製作途上のものと限定

できないので，分割面接会ということでこのII類に含めた。

Ⅰ類の接合例については，製作・使用及び遺棄．廃棄時に限られず，遺跡埋積中の自然作用

によるアクシデントも考慮されねばならない。なお，複合の関係分布図では，Ⅰ類は実線で，

II類は破線で表記し区別した。

層位別の接合状況は，おおむね同一層位中で接合するが，7例各層位間で接合するものが存

在する。層位ごとの例数は，Ⅰ層中が1例（I類），Ⅰ層－II層が3例（Ⅰ類－1，II類－1），

I層－III層が1例（II類），II層中26例（Ⅰ類－17，II類－9），II層－III層が3例（Ⅰ類－

1，II類－2），III層中が5例（Ⅰ類－4，II類－1）であり，II層中が最も多い。摸合した

資料間の距離は平面直線距離にして，最も離れているもので38m（接合資料Na9），最も近接

したもの（接合資料No・6）で20m程である。以下個別に詳述する。

Ⅰ層（第200図）

接合資料Nal，半割した石核2点（i a，i b）と剥片（1C）の接合例である。Ⅰ層の

北部で約6mと約5m離れて接合した（Ⅰ類），石核は背面に自然面をもつ剥片素材で，素材

の主要剥離面を留めている。剥片剥離は自然画を打面として石核の中心に向かって求心的に実

施されている。

接合資料No．9　石鏃の欠損部分が接合した（II類）。Ⅰ層（9b）とIII層（9a）の接合で

ある。その距離は38mと接合例中最も遠い。
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II層　（第201図）

接合資料No．2　0b－D製の剥片3点が接合した（Ⅰ類），第1ブロック内の接合。扁平な長

方形の石核から刺取されたもので，自然画を打面として打面を移動させながら剥離されている。

剥離順は2a→2b　　���� →2Cである。

接合資料No．3　0b－E製の剥片2個の接合例（Ⅰ類）。第1ブロック内で，約2m離れて接

合した。　　　　　

接合資料No．4　安山岩製の石核（4a）と2個の剥片（4b，4C）の接合例（Ⅰ類）。第1ブロ

ック内で，石核4aを中心に北に2．5m（4b），西に4・5m（4C）分散したものが接合した。剥片剥

離の順序は，第206図の展開図をみてもわかるように，まずB，C，D面にあらわれた垂直方向

の剥離の後，水平方向の剥離（4b，4C）を実施している。4bと4Cの剥離にあたっては水平方向

90度の打面移動を行なっている。この後E面の剥離を実施している。

接合資料No．5　安山岩製の第1次剥片の分割したものが接合した（II類）。先端部を欠失す

る。約5m離れて接合した。

接合資料No・6　火熱を受けた黒曜石製剥片の割れたものが接合した（II類）。第3号炉址付

近で，20cm程離れて接合したもので，炉の火を受けたものと思われる。炉の中心との距離は約

1・2mである。　　

接合資料No．7　0b－E製の第1次剥片の分割したものの接合（II類）。3と同一母岩と思わ

れる。約1mの距離がある。

接合資料No・8　0b－B製鍬形鏃の先端部と胴部の接合例（II類）。脚を含めて略半分を欠損

する。接合資料No．10　0b－C製三角鏃の接合例（II類）。

接合資料No・1111aは第2ブロック，11bは第3ブロックより出土し，ブロック間，約18mを

隔てて接合している。両資料の分割後の剥片剥離が実施された痕跡は認められない。

接合資料No．12　石斧の分割したものの接合（II類）。12a（II層），12b（Ⅰ層）。

接合資料No．13　第2ブロック第4号炉址に隣接して出土した鍬形鏃の三分割されたものの接

合例（II類）。ただし，炉址とは僅かにレベル差をもって出土した。3点は比較的まとまった

状態で検出され，その距離は1mと0・5mである。Ob－B製。

接合資料No．14　II層中第2ブロックよりの4点とⅠ層よりの1点の剥片で構成される接

合（II類）。剥片作業は自然面を打面として，連続的に14a→14b→14C→14d→14eの順に行な

われている。接合距離は14dと14eが最も近く約0．8m，14aと14bが最も遠く約7mである。石

材はob－A。　　　

接合資料No・15　0b－B製の剥片の接合例であるが，その接合状態から剥片剥離の際分割した

ものと思われる。3点とも第2ブロック内5．5m，2．5mの距離を隔てて接合した。

接合資料No．16　石核（16b）とUF（166）の接合例（II類）。16の個体自体が表面上部と左

－274－
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3・石器の接合とその分布

側面に打面をもつ石核である。また裏面は右側辺上部方向から大きな剥片が剥取されている。

石核16は16aと16b＋16Cに分割され，その後その分割面を打面として16bの剥片が剥離されてい

る。第3ブロック内で7mと5m離れて接合。Ob－B製。

接合資料No・17　0b－B製の石核1点（17a）と剥片2点（17b，17（）の接合例（Ⅰ類）。石核

17aは裏面に素材の主要剥離面が認められ，剥離素材であることを窺わせる。剥離は17b→n→

17Cの順で行なわれている。その後も数回の剥片剥離が実施され，両側縁部分には連続する細か

い剥離の二次加工が施されている。第3ブロック内で3m離れて17aと17bが接合。17Cは第1ブ

ロックのⅠ層から出土しており17aとの距離は約26mである。

接合資料No・18　0b－B製のUF2点（18a．18b）と剥片1点（18C）の接合例（Ⅰ類），剥片

剥離は平坦打面上から18C→18a→18bの順で実施されている。第3ブロック内でそれぞれ約9m

と9．5mの距離をもって出土した。

接合資料No・19　0b－B製剥片2点の接合例（Ⅰ類）。素材は円礫製の石核である。打面は無

調整打面である。第3ブロック内で約3．5m離れて摸合した。

接合資料No．20　0b－B製剥片2点の接合例（Ⅰ類），20aは上半部を欠損するが，20もの打面

は平坦な無調整打面である。接合資料No18，No．19にも観察されるように，これら剥片の打面は，

他の剥離面を打面としており，その角度も鋭角であることから，これら剥片は接合資料No17の

ような石核から剥出されたものと考えられる。第3ブロック内で約3m離れて接合した。

接合資料No．2l ob－B製のUF（21b）と剥片（21a）の接合例（Ⅰ類）。打面は自然画であ

る。第3ブロック内で約3m離れたものが摸合した。

接合資料No・22　0b－B製剥片2点の接合例（Ⅰ類）。第3ブロック内で約8m離れて接合し

た。

接合資料No．23　0b－C製のUF（23b）と剥片（23a）の接合例（II類）。第3ブロック内で

約6．5m離れて接合した。

接合資料No・24　0b－B製のUF（24a）と剥片（24b）の接合例（Ⅰ類）。第3ブロック内で

約2m離れて出土した。

接合資料No・25　0b－B製の2個の分割された石核の接合例（II類）。石核25は剥片を素材と

した石核で石核の中央に向かって剥片剥離が実施されている。第3ブロック内で約10m離れた

ものが接合した。

接合資料No・26　0b－B製のUF（26b）と剥片（26b）の接合例（Ⅰ類）。第3ブロック内で

約8mの距離をもって摸合した。

接合資料No．27　0b－B製の石核（27a）とUF（27b）の接合例（I類）。27aは剥片素材で，

その背面の側線部付近を打面として27bを剥離している。得られた剥片は27bのみで，その他の

剥片と剥離した痕跡は認められない。27bが第3ブロック，27aが第5ブロックの第12号炉址付
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近から出土し，その距離は約15mである。

接合資料No・28　0b－B製の石錐（28a）と剥片（28b）の接合例（Ⅰ類）。両者は第9号炉址

の北側から近接して出土し，その距離は約0・3mである。この資料は石錐（28a）があらかじめ準

備されたものではなく，必要に応じて作業直前に素材剥片の剥離，石器の製作が実施されたこ

とを示している。28aの素材剥片と28bは形態的に類似しており，その末端を簡単に加工して刃

部が作り出された状況が認められる。

接合資料No・29　0b－C製の剥片2点の接合例（Ⅰ類）。両者は第6ブロック内の炉西側の集

中区で約2m離れて出土した。

接合資料No．30　No・28，No．29と同じく第6ブロック炉西側の集中区から約1m離れて出土した

ものの接合例（Ⅰ類）。Ob－B製の石核（30a）と剥片（30b）の接合。石核（30a）からは30b

を剥いだ後も2枚程の小型の剥片が剥取されている。

接合資料No．33　安山岩製剥片の分割されたものが3点接合した（II類）。33CがIII層より出土して

いる。その距離は約7mと1mである。剥片の右側略半分は出土していない。

接合資料No・36　安山岩製のスクレイパー（36b）と剥片（36a）の接合例（Ⅰ類）。第5ブロ

ック12号炉址南約4mのところで出土した。両者とも自然面を打面とした剥片で，36aはその末

端に刃部を形成している。約2m程離れて出土している。

III層（第202図）

接合資料No．31砂岩製の砥石の分割したものが3点接合した（II類）。31aと31bは第1ブロ

ック，31CはII層第4ブロックから出土した。それぞれは直線にして約5mずつ離れている。

接合資料No．32　0b－B製の剥片2点の接合例（Ⅰ類）。第1ブロック（32a）（と第3ブロック

ク（32b）でそれぞれ出土したものである。その距離は約13mである。

接合資料No．35　安山岩製スクレイパーの分割されたものが2点摸合した）（Ⅰ類）。第2ブロ

ック内で約1m離れて出土した。一部を欠損したままである。

接合資料No・38　0b－B製剥片2点の接合例（Ⅰ類）。第1ブロック内で約1・5m離れて接合し

た。

接合資料No．34　0b－B製剥片2点の接合例（Ⅰ顆）。打面は自然画で，背面の右側にも自然

画を大きく残している。第3ブロック内の密集区で約2m離れて出土した。

接合資料No．37　0b－B製剥片2点の接合例（Ⅰ類）。第3ブロック内で約5m離れて出土し

たものが接合した。

接合資料No．39　0b－A製剥片2点の接合例（Ⅰ類）。剥離作業初期の剥片である。両者の剥

離は約90度の打面の転移がある。39aの裏面左側にはこれらの剥片に先行する剥片剥離の痕跡が

認められる。第3ブロック内約0．3m離れて摸合した。

この他接合資料の位置が不明確なものと摸合した例がある。
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接合資料No．40　0b一B製の石核（40b）と剥片の接合例（Ⅰ類）。40aは第1層出土。

接合資料Na4l ob－B製のスクレイパー（41a）とその二次加工剥片（41b）の接合例（Ⅰ類）。

41aはII層第2ブロックの出土である。

接合資料No・42　0b－B製の石核の分割したものの接合例（II類）。42aはII層第3ブロック

から出土している。

接合資料の分析を通して石器の散布状況を見てみると，II層第3ブロックの第6号炉址付

近のように，いくつかの小ブロックに分けることが可能である（第112図参照）。II層においては

どのブロックにおいても炉に対応するような石器，石片の散布（小ブロック）があり，その中

ブロック内もしくはブロック間での接合関係が認められる。これは炉址をかこむようにして石

器の製作及び使用が行なわれたことを類推させるものである。微視的にこの小ブロック内にお

ける行動の復元も可能である。II層第2ブロックにおいてはとくに小ブロック間を越えた石

核と剥片，剥片と剥片の接合関係が多く，剥片の使用及び石器製作が頻繁に行なわれたことを

暗示している。また距離を隔ててブロック間で摸合する例（接合資料No．27）は第6号炉から第12

号炉への移動であり，人為的剥片の運搬，使用の結果と思われる。また第3ブロックの小ブロ

ックaから北東方向への移動は土器の散布状況とも類似しており，石器・石片の拡散状況を

示しているものと考えられる。

石鏃の分割したII類の接合例No・8，No．10，No・13はいずれも各個体が近摸して出土しており，

その場における破壊，分散の状況を示している。これに対し接合資料N0．9の石鏃はIII層第3

ブロックとⅠ層（その距離38m）に分かれ出土しているが，本来III層にあったものがⅠ層の北

部へ運ばれた結果を示している。これは条痕土器の接合状態も同様の結果がでていることから

も裏付けられよう。

いずれにせよ，今後各ブロックの単一時期である可能性の精度をもっと高めねばならない。

そのためには剥片＋石核の接合例や剥片＋剥片の接合例などの個体別資料を正確に把握するこ

とが肝要である。現在本遺跡において明らかに搬入品と解る石器は，チャート等の特殊な石材

を用いた石鏃（第36図16，第37図26，第176図392），異形局部磨製石器（第130図213・214）

であり，普遍的な安山岩・黒曜石製の石器については遺跡で製作されたものか他から搬入され

たものかは判断し難い。これらの製品については，石器製作の実施されたブロック内に素材剥

片があるか否か，二次加工石片があるか否か等の細かな検討を踏まえた上でその俊別を行なう

う必要があろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小畑）
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4．各時期の遺構・遺物の分布と生活空間

第218～220図は本遺跡における遺構分布と土器分布を各時期ごとに示したものである。石器

は土器型式に対応してその所属時期を明確ににできないので，本図には省略した。

以下，時期ごとに遺構と土器分布から，当時の居住空間とその変遷の概略をみていきたいと

思う。

①は本遺跡の最古の土器の分布であるが，その分布は遺構とは大きく外ずれ，第2凹部南端

部～第3凹部前面に広がりをみせることより，その居住空間は未発掘部の第3凹部が求められ

る可能性があるが，この土器の拡散状況が第2凹部からその前面一帯にわたってみられること

が何を意味するのかは明らかにできない。

②は①よりややおくれるものの時間的差異があまりない段階の突刺文土器の分布である。土

器の分布は主に第2凹部北半部からその前面にかけて分布し，第2凹部南半部にその居住空間

が求められる可能性が強い。第2凹部III層下面に検出した竪穴状遺構と土壙はこの段階の遺構

であることは①の段階での土器分布や，②段階の土器分布と居住空間の変移からみてほぼ間違

いのないところである。

③は条痕文土器の分布と遺構の関係である。②の突刺文段階の土器分布とほとんど変化はな

いが，刺突文土器の分布より第2凹部の高所への土器分布移動が認められる。このことは先に

も指摘したように，この第2凹部の土の堆積とは無関係でなく，土層堆積につれて，居住空間

がやや上方へ移動したとみることができる。また，第2凹部北半部に検出した自然流路にその

多くが出土したことも考慮する必要があろう。

④はII層の無文土器の分布と遺構（炉址）の分布を示したものである。炉址は先に分類した

如く，Ⅰ類型を丸型，II類型を方形，III類型を菱形，不明を三角形で示した。土器の分布は大

きく，第1凹部前面，第2凹部北半部から第1凹部との境，第2凹部南半前面部の3ヶ所に分

けられ，Ⅰ類型の炉址との対応が認められる。ただし無文土器の中には押型文土器に先行する

ものと共伴するものとがあり，この対応関係がそのまま無文土器と対応するとするよりも，無

文土器～Ⅳ類土器との対応としてみた方が良いと考える。この時期の居住空間はそれぞれ第2

・6．11号炉址を中心とした空間が予想される。前段階まで1ヶ所の居住空間の存在であった

ものが，この段階で3ヶ所の居住空間に増えることに注目する必要があろう。炉址は全てが屋

外炉であるが，II層中には炉址以外の遺構は検出していない。

⑤はII層の押型文土器の分布と炉跡の分布である。押型文土器は3型式に分けることは先に

指摘したが，Ⅳ類土器は無文土器の関係が考慮されるので，ここでの対応関係はⅤ．Ⅵ類土器

とのものである。押型文土器の分布は大きく2ヶ所に分けられる。すなわち，第1凹部中央部
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第5章　遺構，遺物の分析

前面と第2凹部北半部前面であり，これに対応する居住空間としては第4・5号炉址を中心と

した空間，第11．12号炉跡を中心とした空間が考えられる。ただし，未発掘の第3凹部の前面

に存在する炉址の空間もこの時期の居住空間として把握でき，廃棄された土器の分布が未発掘

部に存在する可能性もある。この段階の居住空間も④段階同様に3単位でその空間が維持され

たと推定できる。

⑥はII層出土の条痕文土器の分布を示したものであるが，この段階ではすでに炉址との対応

関係があるとはいえず，前段階までのあり方と大きく異っている。

⑦はⅠ層出土のⅦ類土器の分布と遺構の分布であるが，上部に古墳が築造されているため・

削平され遺構との対応関係は認められない。居住空間のあり方は⑥段階と同様である。

⑧はⅧ類土器と遺構の分布を示したものであるが，これも⑦同様に遺構との対応はみられな

く，Ⅷ類土器が単独に存在するのみである。

⑨はⅨ類土器の分布と遺構の分布を示したものである。この土器は2ヶ所に分布するが・い

ずれも一個体の存在であり，そのあり方としては前段階と変わらない。ただし，第1凹部北半

部の土器分布は，竪穴状遺構と対応し，この段階での遺跡のあり方を示唆するものである。

⑲はⅩ類土器の分布と遺構の分布を示したものである。2ヶ所に土器の分布がみられるが・

いずれも1個体の分布である。

⑪はⅦ類土器と遺構の分布を示したものであるが，やはり同様のあり方が把握できる。

⑫はⅦ類土器と遺構の分布を示したものであるが，⑪と同様のあり方を示している。

以上，各時期における土器分布の変移をみてきたが，ここで若干の検討を加えて討を加えて

みよう。先ず，これらの図より居住空間あるいはそのあり方に大きな違いが3回あることに注

意したい。それぞれのあり方の違いは層の違いと深いかかわりをもっている。このことは土器

においてもその空自部分の存在が指摘できたところである。III層の居住空間のあり方は第2凹

部を中心とした1単位であるが，土器個体は複数の存在を示し，ある一定期間の居住を意味し

ている。II屑では，一変し，炉を中心とした居住空間が存在し，この遺跡の中で3単位のあり

方を示している。Ⅰ層では，竪穴状遺構との対応がみられるが，土器個体は1－2個体ときわ

めて少く，居住のあり方もまちまちであり，居住期間の短かさを感じる。

以上，III～Ⅰ層の居住空間の変遷から想像をたくましくして考えれば，III層段階では単位の

集団が小さく，1ヶ所の居住空間でよかったのに対し，II層では単位の集団が大きくなり・少

なくとも3単位（家族か？）に広がりをみせ，Ⅰ層ではキャンプ地としての利用があったもの

と思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山崎）
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第6章　総括

第6章　まとめ

柏原遺跡群F遺跡の調査報告は前に述べたとおりであるが，時間的な関係で充分なる整理，

分析を行なうことができず，中途半端な報告に終始したが，今後，さらに整理，分析を進め後

日この欠を補いたい。

本遺跡で特に注目される，あるいは新たに整理した問題を簡略に示しまとめとしたい。

先ず，本遺跡の立地のあり方は，従来あまり目を向けなかった場所であったことが注目され

る。本遺跡は小さな谷のテラス状をなした小規模な段丘であったが，発掘の結果は洞穴，岩陰

と同様の性格を有する遺跡となったことである。

次に，押型文土器に先行する土器の一群および押型文土器を層位的に明らかにしたことがあ

げられよう。押型文土器に先行する土器群として無文土器・条痕文土器・刺突文土器・撚糸文

土器があるが，無文土器．条痕土器については他遺跡でも明らかにされていたが，それを再確

認し，地域を越えて普遍的に存在することが判明した。刺突土器，撚糸文土器は本遺跡におい

てはじめて判明した土器であり，今後の類例の増加をまちたい。

早期土器に伴出する石器においても特筆すべきものがある。早期における石鏃の変遷の把握，

あるいは，環状石斧の類列を増加し，さらにその穿孔にあたって回転手法による穿孔具の存在

を示唆したこと，異形局部磨製石器の類例増加とその所属年代が明らかになったこと，剥牡剥

片技術において一定の法則性をもった技法が存在することを予想させるものがあり，特殊な石

核の存在が判明した（IIa型石核）。他に類例があり，この石核を一応「柏原型石核」と仮称し

ておきたい。

柏原遺跡群には，他に同時期と考える早期遺跡が存在し，その遺跡間の関係等明らかにしな

ければならないが，今後の問題としておきたい。

－293－



l



図　版

PLATE





図版l

（1）調査前の遺跡全景（北から）

（2）遺跡全景（東から）



図版2

（1）調査後の遺跡全景（西から）

（2）調査後の遺跡全景（西から）



ズ

図版3

（1）第1凹部近景（南から）

（2）第1凹部近景（北から）



図版4

（1）第2凹部近景（東から）

（2）第2凹部近景（北から）



図版5

（1）遺跡全景（北から）

（2）土層断面



図版6

（1）第2凹部L列西側土層断面

（2）第2凹部J列西側土層断面



（1）29列北側土層断面

（2）7列南側土層断面



図版8

（1）第1号堅穴

（2）第2号竪穴



図版9

（1）8号炉址

（2）2号炉址



図版10

（1）9号炉址

（2）3号炉址



図版＝

（1）4号炉址（検出状況）

（2）4号炉址（投棄礫除去後）



図版12

（1）6号炉址

（2）5号炉址（検出状況）



図版13

（1）11号炉址（上面より）

（2）11号炉址（側面より）



図版14

（1）11．12号炉址

（2）12号炉址



図版15

（1）13号炉址

（2）14号炉址



図版16

（1）遺物（土器）出土状況Ⅰ

（2）遺物（土器）出土状況II



図版17

（1）遺物（石器）出土状況Ⅰ

（2）遺物（石器）出土状況II



図版18

出土状況III　（2）遺物（石器）出土状況Ⅳ

出土状況Ⅴ



図版19

（1）撚糸文土器

（2）刺突文土器II－Ⅹ



図版20

（1）刺突文土器Ⅰ

（2）条痕文土器



図版21

（1）条痕文土器

（2）条痕文土器



図版22

（1）押型文土器

（3）押型文土器

（2）押型文土器



図版23

（1）押型文土器

（2）押型文土器



図版24

（1）押型文土器

（3）無文土器

（2）押型文土器

（4）無文土器



図版25

（1）押型文土器

（2）撚糸文土器



図版26

（1）平柘式土器

（2）撚糸文土器



図版27

（1）ナイフ形石器およびIII層出土石鋳、スクレイパー、UF、石核（÷）

（2）III層出土砥石、磨石（÷）



図版28

（1）II層出土石鏃Ⅰ（÷）

（2）II層出土石鏃II（÷）



図版29

（1）II層出土石金族、スクレイパー、石錐、異形局部磨製石器（÷）

（2）II層出土石匙、スクレイパーユ（＋）



図版30

（1）II層出土スクレイパー（＋）

（2）II層出土石核Ⅰ（＋）



図版31

（1）II層出土石核II（＋）

（2）II層出土石斧・環状石斧未製品（÷）



図版32

（1）II層出土原石・砥石（÷）

（2）II層出土磨石I（÷）



図版33

（1）II層出土磨石II　（÷）

（2）II層出土磨石・石皿（＋）



図版34

（1）II層出土剥片（÷）

（2）Ⅰ層出土石鏃（÷）



図版35

（1）Ⅰ層出土石匙．スクレイパー　（÷）

（2）Ⅰ層出土スクレイパー．石核．原石・UF（÷）



図版36

（1）Ⅰ層出土磨石　（÷）

（2）Ⅰ層出土磨石・石斧（÷）



図版37

（1）Ⅰ層出土石斧・環状石斧（÷）

（2）Ⅰ層出土石皿（約蔦）
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